
三
九

　

徳
島
県
徳
島
市
丈
六
町
丈
領
の
瑞
麟
山
慈
雲
院
丈
六
寺
は
、
天

喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
、
聖
観
音
像
を
安
置
す
る
観
音
堂
と
し
て

創
建
さ
れ
、
当
時
は
密
教
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
文
正
元
（
一
四
六
六
）

年
、
阿
波
国
守
護
細
川
成
之
（
一
五
一
一
没
）
が
再
興
し
、
広
島

洞
雲
寺
（
広
島
県
廿
日
市
市
）
二
世
で
あ
っ
た
金
岡
用
兼
（
一
四
三
八

～
一
五
一
五
）
を
開
山
に
請
し
て
洞
門
寺
院
と
な
る
。　

　

同
寺
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
亘
る
多
く
の
宗
学
資
料
を
所
蔵

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
特
に
中
世
の
貴
重
な
本
参
資
料
で
あ
る
、

『
丈
六
開
山
金
岡
大
禅
師
法
語
』
（
永
正
十
（
一
五
一
三
）
年
、
自
筆
）
、

『
山
雲
海
月
図
』（
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
、
心
龍
筆
）『
報
恩
録
』（
天

正
七
（
一
五
七
九
）
年
、
伝
室
筆
）
等
に
つ
い
て
は
中
世
期
洞
門
の

宗
義
参
学
の
状
況
を
知
り
う
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
丈
六
寺
十
四
世
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
天
桂
伝
尊

（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）
以
降
の
門
下
に
よ
る
歴
住
の
内
、
享
保

二
（
一
七
一
七
）
年
、
十
六
世
に
晋
住
す
る
こ
と
に
な
る
凸
巌
養

益
（
一
六
六
二
～
一
七
三
二
）
に
つ
い
て
、
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
凸

巌
の
長
年
に
渉
る
法
語
・
詩
文
な
ど
を
含
む
備
忘
録
と
考
え
ら
れ

る
『
識
遺
編
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析
検
討
す
る
。

　

凸
巌
に
つ
い
て
は
、
前
稿

）
1
（

に
お
い
て
天
桂
の
『
報
恩
篇
』
巻
中
「
宝

鏡
三
昧
金
鎞
」
が
草
稿
本
（
正
徳
六
〈
一
七
一
六
〉
年
序
）
か
ら
刊

行
本
（
享
保
五
〈
一
七
二
〇
〉
年
刊
）
に
至
る
改
稿
に
お
い
て
、
凸

巌
撰
述
に
な
る
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
（
享
保
四
〈
一
七
一
九
〉
年

述
）
に
対
す
る
批
判
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
検
討
し
た
。
凸
巌

は
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
一
六
九
三
）
へ
の
参
学
を
通
じ
『
宝
鏡

三
昧
法
眼
蔵
』（
享
保
四
〈
一
七
一
九
〉
序
）
を
撰
述
し
、「
宝
鏡
三
昧
」

と
は
、
「
法
眼
印
可
」
せ
る
「
択
法
眼
の
験
証
」
と
い
う
経
験
的

嗣
法
相
続
と
解
し
な
が
ら
、
同
時
に
「
法
眼
」
を
得
る
契
機
と
し

て
「
宝
鏡
三
昧
」
を
嗣
法
相
承
物
と
位
置
付
け
る
所
説
を
展
開
す

る
。
こ
の
二
重
の
解
釈
が
天
桂
に
よ
っ
て
厳
し
い
批
判
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
、
天
桂
と
凸
巌
と
は
嗣
法
関
係
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
直
接
的
な
関
係
・
交
渉
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）

―
天
桂
・
独
庵
・
盤
珪
へ
の
参
学
に
つ
い
て
―

松　

田　

陽　

志

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
九
號　

令
和
三
年
三
月



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
〇

た
が
、
こ
の
た
び
確
認
さ
れ
た
凸
巌
の
『
識
遺
編
』
に
よ
り
、
凸

巌
が
若
年
時
よ
り
静
居
寺
・
蔵
鷺
庵
・
陽
松
庵
と
次
第
す
る
天
桂

に
長
年
に
渉
っ
て
直
接
師
事
し
、
丈
六
寺
晋
住
も
天
桂
の
命
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
丈
六
寺
晋
住
後
、
刊

行
さ
れ
た
『
報
恩
篇
』
上
巻
「
参
同
契
毒
鼓
」
に
対
す
る
批
判
的

言
及
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
天
桂
と
の
関
係
を
含
め
『
識
遺
編
』
を
通
し
て
知
ら

れ
る
凸
巌
の
行
状
、
特
に
盤
珪
・
天
桂
へ
の
参
学
を
通
じ
た
、
凸

巌
の
両
者
に
対
す
る
当
時
の
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

天
桂
以
後
の
丈
六
寺
歴
住
に
つ
い
て

　

丈
六
寺
十
四
世
の
天
桂
伝
尊
は
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
、

駿
河
静
居
寺
九
世
よ
り
転
住
（
借
住
）
し
、
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）

年
に
退
院
す
る
ま
で
都
合
十
一
年
に
わ
た
っ
て
在
住
し
、
そ
の
後

の
歴
住
は
そ
の
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
天
桂

を
含
め
た
そ
の
一
覧
を
次
に
示
す
。

十
四
世　

天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）

静
岡
・
静
居
寺
九
世
よ
り
借
住
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
よ
り
宝

永
三
（
一
七
〇
六
）
年
ま
で

住
世
。
大
阪
・
蔵
鷺
庵
、
陽
松
庵
開
山

十
五
世　

海
岳
湛
光
（
～
一
七
一
五
）

宝
永
三
年
よ
り
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
示
寂
ま
で
住
世

天
桂
の
得
度
地
、
和
歌
山
窓
誉
寺
六
世
和
歌
山
打
越
丈
六
寺
開
山

十
六
世　

凸
巌
養
益
（
一
六
六
二
～
一
七
三
二
）

正
徳
四
年
よ
り
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
示
寂
ま
で
住
世

静
岡
宗
源
院
（
浜
松
市
蜆
塚
）
十
一
世
、
普
濟
寺
輪
住
二
六
三
世

十
七
世　

卍
元
道
密
（
～
一
七
五
一
）

享
保
十
七
年
よ
り
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
ま
で
住
世　

和
歌
山

松
林
寺
二
世

天
桂
門
下
で
凸
巌
の
旧
知
道
友
。
後
に
凸
巌
の
法
嗣
と
な
る
。

十
八
世　

跋
山
運
歩
（
～
一
七
六
七
）

延
享
四
年
よ
り
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
ま
で
住
世

天
桂
の
法
嗣
。
和
歌
山
高
松
寺
九
世
、
山
口
龍
文
寺
二
八
世

十
九
世　

無
外
養
仙
（
～
一
七
九
〇
）

宝
暦
十
年
よ
り
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
ま
で
住
世

跋
山
の
法
嗣
。

二
十
世　

未
証
據
宗
（
～
一
七
八
二
）

安
永
九
年
よ
り
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
示
寂
ま
で
住
世

跋
山
の
法
嗣
。
和
歌
山
恵
運
寺
十
三
世

　

天
桂
の
住
後
は
十
六
世
凸
巌
お
よ
び
そ
の
法
嗣
の
十
七
世
卍
元

を
除
け
ば
、
天
桂
の
法
嗣
と
そ
の
門
下
で
相
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
十
五
世
海
岳
は
、
天
桂
の
旧
住
地
で
あ
る
静
居

寺
（
九
世
・
静
岡
県
島
田
市
）
で
首
座
を
つ
と
め
、
ま
た
天
桂
の
得

度
地
で
あ
る
、
和
歌
山
窓
誉
寺
六
世
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
十
八



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
一

世
跋
山
は
和
歌
山
高
松
寺
九
世
で
あ
り
二
十
世
以
降
も
跋
山
の
門

下
、
特
に
和
歌
山
に
関
係
す
る
天
桂
門
下
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

阿
波
丈
六
寺
が
紀
伊
水
道
を
は
さ
ん
だ
和
歌
山
の
天
桂
門
下
と
深

い
関
係
を
有
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

丈
六
寺
十
六
世
凸
巌
養
益
は
、
駿
河
浜
松
に
生
ま
れ
、
天
桂
の

静
居
寺
住
世
期
に
参
学
し
て
い
た
門
下
の
一
人
で
、
幼
少
八
歳
に

し
て
薙
髪
し
、
以
後
各
地
の
江
湖
会
等
の
講
席
に
参
ず
る
こ
と
で

諸
師
に
参
学
す
る
。
得
度
地
で
も
あ
る
、
寒
巌
派
普
済
寺
門
統

の
一
で
あ
る
宗
源
院
十
世
喜
明
養
悦
（
一
七
〇
三
寂
）
に
嗣
法
し
、

師
の
寂
後
十
一
世
に
晋
住
す
る
が
、
そ
の
後
、
天
桂
自
身
の
請
を

受
け
て
、
丈
六
寺
十
六
世
に
転
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
く
天
桂

の
示
教
を
う
け
て
い
た
と
は
い
え
、
天
桂
と
直
接
の
嗣
法
関
係
は

な
く
、
か
え
っ
て
盤
珪
を
は
じ
め
と
す
る
諸
師
へ
の
参
学
や
、
遠

江
、
三
河
周
辺
を
中
心
に
し
た
諸
寺
の
講
席
に
就
い
て
い
る
こ
と

が
、
『
識
遺
編
』
に
は
随
時
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

凸
巌
養
益
述　
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
『
識
遺
編
』
は
、
当
寺
十
六
世
凸
巌
養

益
（
一
六
六
二
～
一
七
三
二
）
に
よ
る
漢
文
体
の
詩
文
集
で
、
自
身

の
備
忘
雑
記
録
と
し
て
当
寺
に
住
す
る
以
前
か
ら
書
き
留
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
、
現
在
巻
目
に
お
い
て
は
四
十
八
巻
が
確
認
さ
れ
、

巻
五
・
十
五
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
四
・
三
十
一
・
四
十
一

）
2
（

に

つ
い
て
は
所
在
不
明
で
確
認
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
四
十
冊
が
確

認
で
き
る
。

　

撰
述
年
代
は
、
巻
一
冒
頭
に
あ
る
「
識
遺
編
叙
」
が
あ
り
、
凸

巌
三
十
二
歳
の
折
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
麦
秋
（
四
月
）
十
九

日
、
源
長
院
（
浜
松
市
豊
町
）
江
湖
寮
に
あ
っ
て
の
年
記
が
あ
る

）
3
（

。

そ
の
後
「
捃
拾
前
年
残
唾
」
と
し
て
前
年
の
元
禄
五
（
一
六
九
二
）

年
冬
の
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
正
式
に
は
元
禄
六
年
か
ら
そ

の
撰
述
が
始
め
ら
れ
た
と
知
れ
る
。

　

ま
た
最
終
巻
と
考
え
ら
れ
る
巻
四
十
八
の
末
尾
の
記
事
は
、
凸

巌
の
示
寂
後
、
丈
六
寺
十
七
世
と
な
る
卍
元
道
密
の
紀
伊
松
林
寺

晋
山
に
あ
た
っ
て
の
「
請
紀
州
松
林
卍
元
和
尚
両
序
疏
」
と
「
同

末
山
疏
」
で
あ
り
、
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
正
月
十
七
日
付

の
年
記
が
あ
る
。

　

凸
巌
の
示
寂
月
日
は
開
山
地
の
千
光
寺
（
徳
島
県
海
部
郡
海
陽
町
）

及
び
十
一
世
と
し
て
董
し
た
宗
源
院
の
寺
伝
で
は
享
保
十
七
年
四

月
一
日
と
あ
る
上
に
、
丈
六
寺
に
は
後
住
と
な
っ
た
卍
元
の
筆
に

よ
る
、『
識
遺
編
』と
同
様
の
詩
文
雑
記
録
で
あ
る
『
禅
余
漫
録
』（
現

在
、
八
冊
所
在
確
認
）
が
あ
り
、
そ
の
巻
六
に
は
同
年
同
日
の
凸

巌
の
遷
化
の
詳
細
な
る
一
報
を
受
け
て
の
一
文

）
4
（

が
あ
る
こ
と
か
ら

も
確
定
し
得
る
。

　

正
月
十
七
日
付
「
両
序
疏
」
の
直
前
に
は
享
保
十
七
年
の
年
頭

に
あ
た
っ
て
の
凸
巌
七
十
一
歳
の
遺
偈
が
前
後
同
一
の
筆
に
よ
っ

て
示
さ
れ
て
い
る
。
正
月
十
七
日
以
降
の
記
事
は
な
い
と
し
て
も
、



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
二

凸
巌
自
身
が
示
寂
年
に
お
い
て
も
筆
記
し
て
い
た
も
の
と
判
断
で

き
る
。
確
認
さ
れ
る
全
巻
を
通
じ
て
、
九
行
十
五
字
の
書
式
を
整

然
と
守
り
、
都
合
四
十
年
に
亘
る
、
凸
巌
の
身
辺
に
お
け
る
雑
記

や
法
語
類
が
連
綿
と
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

撰
述
を
は
じ
め
る
契
機
は
、
巻
一
の
「
識
遺
編
叙
」
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
の
十
余
年
に
わ
た
る
各
地
の
参
訪
行
脚
に
よ
り
病
魔
に

侵
さ
れ
て
記
憶
を
な
く
し
た
経
験
に
よ
り
、
偈
・
記
の
備
忘
と
し

て
記
録
し
携
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る

）
5
（

。

　

具
体
的
に
は
巻
一
冒
頭
、
元
禄
五
年
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。

余
従
二

十
七
歳
一

遍
遊
。
茲
歳
自
レ

春
至
二

初
秋
一

佐
二

天
桂
和

尚
講
楞
厳
於
京
師
天
寧
寺
一

昼
夜
勘
二

考
講
本
一

得
病
不
レ

能
レ

□
二

大
坂
一

。
押
小
路
原
松
庵
者
悲
レ

病
養
二

余
於
其
宅
一

。
得
レ

差
以
二

九
月
一

帰
二

浜
松
一

因
二

慈
円
首
座
之
勧
誘
一

、
十
余
年
来

而
安
二

居
故
国
之
江
湖
寮
一

。
（
『
識
遺
編
』
巻
一
、
二
丁
右
～
左
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
春
か
ら
初
秋
ま
で
天
桂
の
京
都
天
寧

寺
に
お
け
る
楞
厳
経
の
講
義
を
扶
け
て
講
本
を
勘
考
し
て
い
た
と

き
に
病
気
に
な
り
、
押
小
路
原
松
庵
の
宅
で
療
養
の
後
、
九
月
に

故
郷
浜
松
の
宗
源
院
に
十
数
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
知
れ

る
。
凸
巌
の
『
識
遺
編
』
の
記
述
は
こ
の
帰
郷
を
契
機
と
し
て
開

始
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

『
識
遺
編
』
の
現
在
確
認
し
得
る
巻
冊
よ
り
、
年
記
が
判
明
す

る
記
事
か
ら
、
概
ね
の
撰
述
年
次
と
凸
巌
の
年
齢
を
挙
げ
る
と
次

の
よ
う
に
な
る

）
6
（

。

巻
一 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
～
七
年
（
一
六
九
四
）

 

三
二
歳

巻
二 

元
禄
六
年
～
七
年
（
一
六
九
四
） 

三
三
歳

巻
三 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
月
～ 

三
四
歳

巻
四 

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
正
月
～ 

三
五
歳

巻
六 

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
正
月
～ 

三
六
歳

巻
七 

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
正
月
～ 

三
七
歳

巻
八 

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
正
月
～ 

三
八
歳

巻
九 

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
四
月
～
十
六
年
（
一
七
〇
三
）

 

十
一
月　

四
二
歳

巻
十 

元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
正
月
～ 

四
三
歳

巻
十
一 

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
～ 

四
四
歳

巻
十
二 

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
正
月
～ 

四
七
歳

巻
十
三 

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
正
月
～ 

四
九
歳

巻
十
四 

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
一
二
月
～
八
年
（
一
七
一
一
）

 

五
〇
歳

巻
十
六 

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
一
一
月
～ 

五
一
歳

巻
十
七 
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
一
一
月
～
四
年
（
一
七
一
四
） 

 
五
三
歳



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
三

巻
十
八 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
六
月
～
五
年
（
一
七
一
五
） 

 

五
四
歳

巻
二
十
二 

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
正
月
～ 

五
六
歳

巻
二
十
三 
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
五
月
～ 

五
七
歳

巻
二
十
五 

（
石
頭
大
師
参
同
契
古
轍
）
年
代
不
詳

巻
二
十
六 

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
正
月
～ 

六
〇
歳

巻
二
十
七 

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
三
月
～ 

六
一
歳

巻
二
十
八 

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
一
二
月
～
八
年 

六
一
歳

巻
二
十
九 

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
正
月
～ 

六
三
歳

巻
三
十 

享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
四
月
～
九
月 

六
三
歳

巻
三
十
二 

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
二
月
～ 

六
四
歳

巻
三
十
三 

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
九
月
～
十
年
三
月 

六
四
歳

巻
三
十
四 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
三
月
～ 

六
五
歳

巻
三
十
五 

（
耆
婆
湯
在
）
年
代
不
詳

巻
三
十
六 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
三
月
～ 
六
五
歳

巻
三
十
七 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
一
一
月
～ 
六
五
歳

巻
三
十
八 

年
代
不
詳

巻
三
十
九 

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
閏
月
～ 

六
六
歳

巻
四
十 

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
四
月
～ 

六
七
歳

巻
四
十
二 

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
一
二
月
～
一
四
年
（
一
七
二
九
）

 

六
八
歳

巻
四
十
三 

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
三
月
～ 

六
八
歳

巻
四
十
四 

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月
～ 

六
九
歳

巻
四
十
五 

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
六
月
～ 

六
九
歳

巻
四
十
六 

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
九
月
～ 

六
九
歳

巻
四
十
七 

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
三
月
～ 

七
〇
歳

巻
四
十
八 

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
五
月
～
十
七
年
正
月

 

七
〇
～
七
一
歳

　

全
巻
を
通
じ
て
、
原
装
の
表
紙
の
上
に
、
昭
和
期
の
厚
紙
で
の

改
装
が
施
さ
れ
て
い
る
。
原
装
丁
の
表
紙
及
び
内
部
に
は
虫
損
も

多
く
、
判
読
不
明
の
箇
所
も
あ
る
が
全
体
と
し
て
良
好
な
保
存
状

態
と
い
え
る
。

『
識
遺
編
』
に
よ
る
凸
巌
の
動
静

　

本
書
の
内
容
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
、
現
在

確
認
さ
れ
る
『
識
遺
編
』
の
記
事
よ
り
読
み
取
れ
る
動
静
を
、
抜

き
書
き
し
て
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
十
一
月
十
三
日　
　

遠
江
浜
松
に
生
れ
る

 

『
識
遺
編
』
巻
二
十
六
「
凸
巌
六
十
初
度
供
養
正
法
眼

蔵
告
香
普
説
」
「
凸
岩
生
日
以
寛
文
二
年
壬
寅
十
一
月

十
三
日
酉
下
刻
産
」
。

 

丈
六
寺
蔵
『
瑞
麟
凸
翁
老
禅
師
慧
命
録
』
（
享
保
六

（
一
七
二
一
）
年
写
）
よ
り
。
同
書
は
凸
巌
六
十
歳
の



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
四

祝
賀
と
『
正
法
眼
蔵
』
の
謄
写
を
祝
し
た
賀
偈
を
弟
子

に
記
録
さ
せ
た
も
の
。
卍
元
道
密
の
序
記
あ
り

寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年　

8
歳　

 

宗
源
院
九
世
後
舜
養
伝
（
～
一
六
八
一
）
に
就
い
て
薙
髪
。
江
湖

会
に
参
ず
る

 

『
識
遺
編
』
巻
九
「
一
鑑
易
和
尚
之
事
実
」「
余
八
歳
與
二

 

郡
童
一

僖
二

戯
於
其
一

寺
、
自
好
学
レ

筆
。
師
愛
レ

余
勧
二

出
家
一

。
余
親
二

其
慈
愛
一

希
二

出
家
一

。
父
母
久
不
レ

□

（
聴
）
、
経
レ

年
諾
祝
剃
。
以
二

宗
源
後
舜
和
尚
者
其
師
一

薙
髪
、
不
日
至
二

宗
源
一

。
後
舜
召
見
名
問
二

如
何
一

。
云
、

舜
恕
。
後
舜
云
、
是
吾
名
之
下
会
故
取
。
你
遍
歴
作
二

和
尚
一

否
。
余
云
不
レ

作
二

和
尚
一

者
還
レ

俗
。
後
撫
摩
云
、

其
意
可
也
。
従
今
日
可
レ

為
二

吾
弟
子
一

、
名
改
二

養
益
一

。

即
随
侍
二

左
右
一

受
レ

業
」
。

 

『
識
遺
編
』
巻
二
「
衆
寮
話
」

 

「
余
従
二

八
歳
之
冬
一

出
二

頭
於
江
湖
会
一

」

延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年　

16
歳

 

遠
江
横
須
賀
窓
泉
寺
（
掛
川
市
西
大
淵
）
で
の
天
桂
伝
尊

）
7
（

の
講
楞

厳
会
に
参
ず
。

 

『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」「
其
先
十
六

歳
在
二

天
桂
和
尚
遠
州
横
須
賀
窓
泉
寺
講
楞
厳
会
一

。
緇

素
稲
群
麻
擁
、
而
余
専
二

法
門
商
量
一

而
一
日
不
レ

列
二

其

席
一

」。

 

『
識
遺
編
』
巻
四
十
七
「
勤
修
深
浅
」「
及
二

十
七
八
歳
一

、

無
レ

志
二

於
仏
行
一

。
偶
在
二

天
桂
之
楞
厳
会
一

至
二

講
罷

十
日
前
一

見
二

道
俗
群
聚
一

、
初
出
座
。
乍
自
慚
二

愧
従

前
之
粗
糲
一

。
」

延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年　

17
歳　

 

静
岡
島
田
の
静
居
寺
九
世
に
晋
住
し
た
（
前
年
に
面
授
嗣
法
）
天

桂
に
随
侍

 

『
識
遺
編
』
巻
十
八
「
定
中
発
問
」「
十
七
歳
之
昔
。
初

随
二

天
桂
師
於
駿
之
静
居
一

」

 

『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」
「
翌
年
入
二

天
桂
師
駿
之
静
居
結
夏
講
法
華
之
会
一

。
然
以
レ

欺
三

講
論
講
経
非
二

禅
門
之
捷
径
一

、
席
上
欠
伸
坐
睡
経
レ

日
」
。

 

『
識
遺
編
』
巻
四
十
七
「
勤
修
深
浅
」
「
翌
年
入
二

天
桂

初
会
講
法
華
於
嶋
田
静
居
一

」

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年　

18
歳　

 

伊
勢
山
田
西
世
古
淨
正
寺
（
未
詳
）
に
て
『
碧
巌
録
』
講
義
に
参

じ
、
冬
遠
州
隣
海
院
（
湖
西
市
新
居
町
）
に
て
『
梵
網
経
』
講
義

に
参
ず
る
。

 

『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」「
十
八
歳
而

雖
レ

陪
二

勢
州
山
田
西
世
古
済
門
淨
正
寺
難
海
師
之
講

碧
巌
一

謂
二

其
談
理
不
一
レ

徹
在
レ

席
坐
睡
、
其
冬
入
二

遠

州
隣
海
之
会
一

列
二

三
州
西
明
下
熏
補
長
老
之
講
梵
網



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
五

之
会
一

而
不
レ

信
。
況
戒
相
之
浅
々
不
レ

足
レ

擬
レ

心
。
其

所
以
何
哉
。
初
聴
二

上
巻
古
迹
之
序
一

、
知
二

吾
今
盧
舎

那
方
坐
蓮
華
台
之
偈
講
弁
一
向
枝
葉
一

、
在
レ

座
如
二

馬

耳
風
一

」
。

静
居
寺
の
戒
律
会
に
て
天
桂
よ
り
受
戒

 

『
識
遺
編
』
巻
十
三
「
三
時
之
説
法
爾
之
弁
」「
余
十
八

歳
而
登
壇
於
静
居
寺
天
桂
和
尚
戒
律
会
」

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年　

24
歳　

宇
治
田
原
禅
定
寺
に
て
月
舟
宗
胡
に
参
学
。

 

『
識
遺
編
』
巻
三
十
「
随
宜
規
矩
」
「
余
二
十
四
歳
参
二

月
舟
禅
師
於
宇
治
田
原
一

。
禅
定
寺
蚊
最
多
、
彼
山
当

時
一
堂
半
単
、
坐
誦
倶
勤
夜
坐
無
下
可
レ

施
二

蚊
帳
一

牀

頭
上
。
故
毎
レ

夜
経
行
期
二

長
香
一
炷
一

。
」

貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年　

25
歳　

 

宗
源
院
十
世
喜
明
養
悦
の
普
済
寺
輪
住
に
際
し
、
摂
津
よ
り
戻
り

補
佐

 

『
識
遺
編
』
巻
三
「
貞
享
丙
寅
八
月
十
三
日
余
二
十

四マ
マ

歳
。
吾
大
兄
宗
源
十
世
喜
明
和
尚
丁
二
普
済
輪
住
一
。

従
レ

摂
帰
補
佐
在
二

普
済
寺
一

」

貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年　

26
歳　

 

江
戸
・
廣
（
光
）
林
寺
の
盤
珪
永
琢
の
下
で
冬
安
居
す
。

 

『
識
遺
編
』
巻
十
「
宗
源
院
初
会
開
堂
語
」「
二
十
七
歳

参
二

盤
珪
禅
師
於
武
城
一

。
一
会
沐
澤
初
知
二

正
法
一

感
レ

有
二

法
眼
円
明
之
道
一

、
慚
三
愧
諸
方
諸
禅
都
活
二

計
在

戲
論
之
間
一

」

元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年　

27
歳　

 

京
都
地
蔵
寺
の
「
暫
時
会
」
に
て
盤
珪
に
謁
す

 

『
識
遺
編
』
巻
一
「
聞
仏
智
弘
済
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之

入
滅
記
并
一
代
略
記
」

 

「
余
廿
七
歳
山
科
地
蔵
寺
謁
二

暫
時
会
一

」

元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年　

28
歳　

幡
州
龍
門
寺
に
て
盤
珪
に
参
ず
る
も
盤
珪
病
の
た
め
美
濃
善
能

（
應
）
寺
に
惟
慧
道
定
を
訪
ね
一
夏
を
過
ご
す

 

『
識
遺
編
』
巻
一
「
聞
仏
智
弘
済
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之

入
滅
記
并
一
代
略
記
」

 

天
桂
、
静
居
寺
よ
り
彦
根
大
雲
寺
に
晋
住
（
借
住
）
す
る
も
、
翌

年
退
院
。
凸
巌
随
従
す
る
も
天
桂
の
退
院
を
契
機
に
翌
年
、
遠
江

に
帰
る

 

『
識
遺
編
』
巻
三
「
辞
二

天
桂
和
尚
一

」
「
天
桂
和
尚
住
二

駿
之
静
居
寺
一

十
二
年
而
趣
二

大
雲
之
請
一

、
九
月
進
山

翌
年
結
夏
。
有
二

不
虞
之
変
一

、
以
二

四
月
四
日
一

与
二

大

衆
一

倶
退
鼓
。
余
従
レ

首
随
侍
又
随
レ

難
。

 

明
年
六
月
欲
レ

省
二

観
故
里
一

、
以
レ

偈
辞
」
。

元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年　

29
歳

冬
、
盤
珪
の
播
州
龍
門
寺
大
会
に
参
学
す

 
『
識
遺
編
』
巻
一
「
聞
仏
智
弘
濟
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
六

入
滅
記
并
一
代
略
記
」

 

「
余
二
十
九
歳
冬
於
播
州
龍
門
寺
大
会
」

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年　

30
歳　

摂
津
大
道
寺
に
て
独
庵
玄
光
に
参
ず
る
。

『
識
遺
編
』
巻
二
（
元
禄
七
年
）「
上
二

玄
光
禅
師
一

書
」「
自

レ

拝
二

辞
於
大
道
一

四
経
レ

秋
」　

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年　

31
歳　

京
都
天
寧
寺
に
て
天
桂
の
『
楞
厳
経
』
講
本
勘
考
を
扶
け
る
も
病

に
よ
り
浜
松
に
帰
る
。

『
識
遺
編
』
巻
一
「
茲
歳
自
レ

春
至
二

初
秋
一

佐
二

天
桂
和

尚
講
楞
厳
於
京
師
天
寧
寺
一

。
昼
夜
勘
二

考
講
本
一

。
得

レ

病
不
レ

能
レ

帰
。
往
二

大
坂
一

押
小
路
原
松
庵
者
、
悲
レ

病
養
二

余
於
其
宅
一

。
得
レ

差
以
二

九
月
一

帰
二

浜
松
一
レ

。

『
識
遺
編
』
巻
二
「
衆
寮
話
」

「
至
二

三
十
余
歳
一

、
不
下
与
二

遠
州
之
時
輩
一

交
上
、
至

二

三
十
歳
一

得
レ

病
帰
二

故
国
一

」

『
識
遺
編
』
巻
九
「
宗
源
院
蔵
経
勧
化
之
叙
端
」

「
随
下

桂
師
応
レ

請
進
山
以
二

講
楞
厳
之
障
碍
一

居
七
箇
而

退
院
隠
二

棲
大
坂
一

。
時
応
二

京
師
天
寧
講
楞
厳
之
請
一

一

夏
開
席
上
。
余
従
二

彼
講
罷
一

罹
レ

病
。
養
二

病
於
押
小

路
堺
町
角
之
原
松
菴
之
宅
一

。
治
後
九
月
帰
二

師
父
之

下
於
遠
州
一

。
余
時
三
十
一
歳
、
元
禄
五
年
壬
申
也
」

元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年　

32
歳

普
伝
院
冬
安
居
に
て
『
伝
心
法
要
』
『
三
籟
集
』
を
講
ず
。

『
識
遺
編
』
巻
一
「
伝
心
法
要
三
籟
集
講
了
」「
元
禄
六

年
癸
酉
冬
在
二

普
伝
院
江
湖
寮
一

或
三
請
レ

余
講
二

伝
心

法
要
一

。
肇
二

於
蜡
月
廿
九
日
一

貫
二

大
尽
三
朝
一

終
。
尋

請
二

益
三
籟
一

畢
二

於
十
二
日
一

。
任
レ

筆
乱
吟
示
二

諸
兄

一

。
不
レ

改
二

草
稿
一

。
」

元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年　

33
歳　

養
泉
寺
（
浜
松
市
西
区
舞
坂
町
）
制
中
に
て
知
客
に
任
ぜ
ら
る

『
識
遺
編
』
巻
三
「
元
禄
七
年
甲
戌
知
二

客
於
舞
坂
養

泉
大
薩
和
尚
初
会
一

」

元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年　

34
歳　

 

宗
安
寺
（
浜
松
市
東
区
市
野
町
）
七
世
松
（
昌
）
山
紋
久
の
結
制

に
て
首
座
を
つ
と
め
『
虚
堂
録
』
を
講
ず

『
識
遺
編
』
巻
三
「
元
禄
八
年
乙
亥
首
二

衆
于
市
野
宗

安
会
一

」

『
識
遺
編
』
巻
九
「
宗
源
院
蔵
経
勧
化
之
叙
端
」

「
親
友
石
堂
・
黄
河
二
長
老
、
勧
二

首
職
一

以
二

蔵
願
一

固

辞
。
二
長
老
議
二

於
余
之
施
主
藤
田
壽
林
居
士
一

。
勧

云
位
転
則
成
願
速
也
。
非
三
是
與
二

名
利
一

。
故
余
肯

レ

之
竟
承
二

市
野
宗
安
七
世
松
山
和
尚
之
請
一

、
元
禄
乙

亥
夏
任
二

版
首
一

。
凡
遠
州
之
禅
林
、
掃
レ

途
失
二

却
禅

規
一

。
此
会
始
清
規
行
、
□
後
垂
二

示
虚
堂
録
論
一
百

則
一

。
遐
邇
道
俗
日
々
雲
屯
。
無
二

卓
錐
地
一

」



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
七

解
制
後
、
春
林
院
（
掛
川
市
吉
岡
）
の
冬
制
中
に
『
思
益
経
』
を

講
ず

『
識
遺
編
』
巻
三
「
人
請
五
位
略
説
」

「
乙
亥
冬
講
二

思
益
経
於
春
林
院
一

」

『
識
遺
編
』
巻
九
「
宗
源
院
蔵
経
勧
化
之
叙
端
」

「
解
制
後
以
二

吉
岡
春
林
之
冬
制
頻
請
難
一
レ

辞
、
其
冬

講
二

思
益
経
一

」

元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年　
　

35
歳　

転
衣
の
為
、
永
平
寺
に
出
立
（
四
月
十
八
日
）

『
識
遺
編
』
巻
四
「
丙
子
夏
行
記　

発
故
山
」

名
護
屋
万
松
寺
に
て
惟
慧
道
定
に
参
ず

『
識
遺
編
』
巻
四
「
名
護
屋
登
二

万
松
寺
一

而
謁
二

惟
慧

禅
師
一

」

永
平
寺
に
到
着
し
転
衣
（
四
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
）

『
識
遺
編
』
巻
四
「
四
月
二
十
四
日
宿
二

越
之
今
庄
一

。

二
十
五
日
入
二

宝
泉
寺
一

。
二
十
六
日
周
二

覧
福
居
城
中

廓
外
一

。
二
十
七
日
乗
レ

輿
赴
二

吉
祥
山
一

。
」

元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年　
　

36
歳　

初
夏
（
四
月
）
二
十
七
日
よ
り
海
蔵
寺
（
袋
井
市
堀
越
）
に
て
『
正

宗
賛
』
を
講
ず

『
識
遺
編
』
巻
六
「
元
禄
丁
丑
初
夏
廿
七
日
、
如
黄
河

開
講
席
於
祥
雲
山
海
蔵
寺
也
。
各
因
偈
讃
焉
。
講
本
者

正
宗
賛
也
」

冬
安
居　

雲
江
院
（
袋
井
市
小
山
）
法
幢
会
に
て
『
洞
上
古
轍
』

を
講
ず
る
。『

識
遺
編
』
巻
六
「
洞
上
古
轍
講
了
歓
喜
歌
并
引
」

十
一
月
九
日
、
雲
江
院
末
西
福
寺
に
月
坡
道
印
を
訪
ね
る

『
識
遺
編
』
巻
六
「
月
坡
師
宿
二

雲
江
末
院
西
福
寺
一

。

余
與
二

単
禅
一

偕
相
訪
。
晤
譚
覃
二

三
更
一

。
」

元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年　

38
歳　

 

夏
安
居
、
宗
源
院
十
世
喜
明
の
結
制
に
て
楞
厳
経
を
講
ず
。

『
識
遺
編
』
巻
九
「
宗
源
院
蔵
経
勧
化
之
叙
端
」

「
至
二

元
禄
十
二
己
卯
夏
一

、
吾
先
師
結
制
請
二

海
印
一

任

二

首
座
一

。
余
講
二

楞
厳
一

。
日
々
道
俗
数
千
員
」

 

六
月　

福
王
寺
（
磐
田
市
城
之
崎
）
に
て
『
維
摩
経
』
を
講
ず
る
。

『
識
遺
編
』
巻
六
「
維
摩
講
了
法
語
」

元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年　

40
歳　

 

稻
荷
山
林
西
寺
（
浜
松
市
大
山
町
）
に
て
『
起
信
論
』
を
講
ず
る

『
識
遺
編
』
巻
九
「
辛
巳
夏
在
稻
荷
山
会
講
起
信
」

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年　

41
歳　

三
月
十
三
日　

宗
源
院
十
世
喜
明
養
悦
よ
り
嗣
法
し
、
同
寺
十
一

世
に
晋
住
。『

識
遺
編
』
巻
九
「
宗
源
院
進
山
法
語
」

元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年　

42
歳　

 

嗣
法
の
師
で
あ
る
宗
源
院
十
世
喜
明
養
悦
、
遷
化
。

宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年　
　

43
歳　



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
八

 

夏
安
居
に
『
法
華
経
』
を
講
ず
る
。

『
識
遺
編
』
巻
十
「
法
華
講
了
法
語
」

正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年　

 

51
歳　

 

 

普
濟
寺
に
輪
住
（
二
六
三
世
）

『
識
遺
編
』
巻
十
六
「
廣
澤
山
普
濟
寺
開
堂
法
語
并
序
」

正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年　

 

52
歳　

 

天
桂
よ
り
丈
六
寺
晋
住
の
請
を
受
け
る

『
識
遺
編
』
巻
十
七
「
有
馬
竹
屋
白
雲
石
記
并
序
」

「
丈
六
之
請
、
以
二

腹
痛
・
浜
城
之
寵
遇
・
九
□
之
老
父
・

建
立
未
半
一

固
辞
、
正
徳
三
年
癸
巳
五
月
、
使
二

西
見

鏡
山
於
大
坂
蔵
鷺
庵
一

以
レ

書
辞
了
。
天
桂
和
尚
在
二

京

都
稲
田
性
鉄
居
士
之
旅
館
一

答
書
。
数
件
之
難
レ

避
事

無
二

如
何
一

。
其
后
丈
六
海
岳
和
尚
之
弟
子
文
海
、
奉
二

内
請
之
書
建
置
志
等
一

復
伸
二

請
意
一

。
以
三

理
叵
二

避
回

一

辞
請
了
帰
。
此
時
輪
二

住
普
濟
一

受
二

此
請
使
一

。
七
月

二
十
八
日
退
院
、
以
二

八
月
一

赴
二

馬
峰
温
泉
一

経
レ

駅
一

日
而
三
年
来
之
腹
痛
頓
止
、
不
レ

知
二

其
所
以
一

。 
先

欲
レ

謝
二

敦
請
不
棄
之
恩
一

、
至
二

天
桂
師
所
一

。
師
問
レ

疾
云
、
駅
経
二

一
日
一

頓
治
。
師
欣
然
再
及
二

丈
六
継
席

之
事
一

。
百
拝
不
二

曾
許
一

、
不
レ

得
レ

已
強
肯
終
上
二

馬

峰
一

」
。

正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年　

53
歳　

正
月
、
丈
六
寺
請
使
と
し
て
旧
知
の
卍
元
道
密
の
来
訪
を
受
け
、

丈
六
寺
に
晋
住

『
識
遺
編
』
巻
十
七
「
阿
州
丈
六
寺
請
使
略
式
」

「
正
徳
四
年
甲
午
正
月
八
日
初
更
、
請
使
至
二

知
客
寮
一

。

監
院
大
笑
相
接
。
請
使
卍
元
云
、
叢
林
之
請
使
、
可
レ

任
二

罷
参
人
一

而
我
師
与
二

堂
頭
一

好
旧
故
命
二

某
甲
一

者
、
欲
下

顕
二

親
睦
一

議
二

新
旧
交
互
内
外
之
事
一

、
使
上
レ

無
二

乖
違
一

也
。
幸
止
二

厳
重
之
礼
一

、
接
待
如
二

旧
随
一

。

故
略
二

聘
礼
一

。
主
人
自
至
二

知
客
寮
一

労
二

其
遠
来
一

進
二

茶
菓
一

、
問
二

丈
六
主
之
安
危
一

」
。

二
月
、
宗
源
院
を
退
院
し
阿
波
丈
六
寺
へ
の
途
次
に
大
坂
蔵
鷺
庵

に
天
桂
を
訪
ね
る

『
識
遺
編
』
巻
十
七
「
初
入
山
」

「
既
二
月
十
一
日
着
二

大
坂
堂
嶋
一

。
即
時
訪
二

老
隠
天

桂
和
尚
於
蔵
鷺
庵
一

則
、
得
二

先
師
海
岳
和
尚
之
書
一

。

略
云
、
渡
レ

海
来
入
レ

山
者
、
応
下

先
入
二

安
下
清
久
寺
一

而
後
択
レ

日
進
山
、
以
二

法
則
一

開
堂
上

云
云
。
余
白
二

桂

翁
一

、
承
聞
向
和
尚
進
山
之
日
、
直
入
二

知
客
寮
一

上
二

方
丈
一

、
新
旧
相
見
了
後
、
祝
聖
有
二

一
偈
一

諷
経
畢
。

海
岳
師
亦
略
傚
レ

之
。
是
来
賓
之
礼
也
。
大
院
豈
如
レ

是
耶
。
然
岳
師
之
書
中
命
下

余
以
二

法
則
一

進
山
開
堂
上

。

余
唯
行
レ

之
何
耶
。
桂
翁
云
、
是
無
二

定
法
一

。
人
々

須
レ

随
レ

意
。
既
而
渡
レ

海
入
レ

山
入
二

塔
司
清
久
一

、
後

入
二

方
丈
一

与
二

先
師
一

相
対
。
先
師
云
、
桂
翁
并
余
進



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

四
九

山
不
レ

正
二

法
式
一

。
幸
爲
二

山
門
一

爲
二

後
人
之
龜
鏡
一

、

以
二

法
式
一

進
山
開
堂
、
令
三

一
衆
知
二

禅
林
厳
重
之
盛

礼
一

。
」

七
月
、
再
び
藏
鷺
庵
に
天
桂
を
訪
ね
、
そ
の
後
紀
州
和
歌
打
越
丈

六
寺

）
8
（

に
海
岳
湛
光
を
訪
ね
る
。

『
識
遺
編
』
巻
十
八
「
正
徳
甲
午
七
月
渡
レ

海
赴
二

故
山

一

兼
訪
二

両
隠
一

、
省
二

覲
老
父
一

謁
二

濱
城
太
守
一

」

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年　

56
歳　
　

 

十
一
月
、
丈
六
寺
に
晋
山
開
堂

『
阿
州
瑞
麟
山
丈
六
寺
慈
雲
禅
院
開
堂
語
録
』（
丈
六
寺

蔵
。
卍
元
道
密
編
）
師
在
二

遠
州
浜
松
宝
蔵
山
宗
源
院

一

。
因
二　

阿
淡
両
州
刺
史
松
平
綱
矩
公
鼎
命
一

獲
二

山

門
同
門
諸
山
江
湖
之
請
疏
一

、
以
二

正
徳
甲
午
（
四
年
）

二
月
十
九
日
一

至
二

安
下
処
一

。
預
新
旧
知
事
正
理
二

諸

堂
校
割
一

、
先
交
代
董
レ

席
。
以
二

享
保
丁
酉
冬
一

計
二

結

制
一

、
以
二

冬
十
月
十
二
日
一

依
二

法
則
一

進
山
。

享
保
三
（
一
七
一
八
）
年　

57
歳　

 

『
六
祖
壇
経
』
を
講
ず
る

『
識
遺
編
』
巻
二
十
二
「
「
六
祖
壇
経
講
畢
偈
」

享
保
四
（
一
七
一
九
）
年　

58
歳　

六
月
、『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
を
撰
述

享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年　

59
歳　

城
州
山
城
真
成
院
所
蔵
の
『
正
法
眼

 

蔵
』
を
拝
写
熟
読
。

『
識
遺
編
』
巻
二
十
六
「
題
永
平
正
法
眼
之
頭
」

「
至
去
享
保
五
年
庚
子
秋
従
山
城
州
山
﨑
真
成
院
請
此

正
法
眼
蔵
〈
全
部
〉
来
拝
謄
踰
年
。」（
23
丁
左
～
24
丁
右
）

享
保
六
（
一
七
二
一
）
年　

60
歳　

天
桂
が
開
山
し
た
陽
松
庵
を
訪
ね
る

（
天
桂
は
不
在
）

『
識
遺
編
』
巻
二
十
七
「
省
訪
摂
州
吉
田
養
松
庵
」

享
保
八
（
一
七
二
三
）
年　

九
月　

62
歳　

大
蔵
経
の
募
縁
を
発
願

享
保
九
（
一
七
二
四
）
年　

63
歳　

常
州
大
雄
院
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
衆

と
と
も
に
補
写
す

『
識
遺
編
』
巻
三
十
「
常
州
杉
室
天
童
山
大
雄
院
正
法

眼
蔵
成
就
之
記
」　

享
保
十
（
一
七
二
五
）
年　

『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禪
箴
」
の
宏
智
「
坐
禪
箴
」

に
合
釈

『
識
遺
編
』
巻
三
十
二
「
宏
智
禅
師
坐
禪
箴　

永
平
元

禅
師
慈
誨
于
正
法
眼
蔵　

凸
今
爲
レ

衆
合
二

釈
之
一

」

　
　

冬　

『
大
般
若
経
』
六
百
巻
を
拝
閲

『
識
遺
編
』
巻
三
十
四
「
般
若
重
説
之
疑
」

享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年　

京
都
に
て
大
蔵
経
入
蔵
を
請
う

享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年　

68
歳　

五
月
一
日
か
ら
八
月
十
八
日　

大
阪
藏
鷺
庵
に
て
天
桂
の
『
正
法
眼
蔵
』
講
述
を
聴
聞

『
識
遺
編
』
巻
四
十
三
「
倍
永
平
正
法
眼
蔵
之
講
会
記
」

享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年　

71
歳

 

四
月
一
日
、
凸
巌
遷
化
。

『
禅
余
漫
録
』
巻
六
「
丈
六
〈
十
六
世
〉
凸
巌
益
大
和



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

五
〇

尚
四
月
朔
示
寂
〈
真
実
三
月
晦
日
昼
九
時
半
寂
。
而
師

顧
命
云
、
忌
日
当
取
朔
日
。
故
云
四
月
朔
日
。
〉
」

諸
師
へ
の
参
学

　

年
記
に
は
若
干
の
錯
綜
が
あ
る
が
、
『
識
遺
編
』
の
年
記
は
そ

の
ま
ま
に
し
た
。
八
歳
の
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
、
宗
源
院
九

世
の
後
舜
養
伝
（
～
一
六
七
一
）
に
就
い
て
薙
髪
し
て
以
降
、
若

く
し
て
諸
方
を
行
脚
し
洞
済
に
わ
た
る
諸
師
の
下
で
参
学
し
、
特

に
三
十
四
歳
の
宗
安
寺
で
の
立
職
以
降
は
、
夏
安
居
等
に
仏
典
・

祖
録
等
の
講
義
提
唱
を
数
多
く
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
参
学
し
た
師
は
十
七
歳
に
し
て
静
居
寺
の
天
桂
へ
の
随
侍

）
9
（

以

降
、
特
に
『
識
遺
編
』
巻
十
八
「
定
中
発
問
」
に
記
す
る
、
率
直

な
自
身
の
参
学
を
回
顧
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
と
な

る
。

天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）
曹
洞
宗　

駿
河
静
居
寺
九
世

阿
波
丈
六
寺
十
四
世

月
舟
宗
胡
（
一
六
一
八
～
一
六
九
六
）
曹
洞
宗　

京
都
宇
治
・
禅
定

寺
開
山

独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇
～
一
六
九
八
）
曹
洞
宗　

江
戸
・
打
睡
庵

東
皐
心
越
（
一
六
三
九
～
一
六
九
六
）
曹
洞
宗
壽
昌
派　

江
戸
・
水

戸
藩
上
屋
敷
（
別
荘
）

慧
極
道
明
（
一
六
三
二
～
一
七
二
一
）
黄
檗
宗　

江
戸
・
紫
雲
山
瑞

聖
寺
三
世

独
湛
性
瑩
（
一
六
二
八
～
一
七
〇
六
）
黄
檗
宗　

京
都
宇
治
・
万
福

寺
四
世

南
源
性
派
（
一
六
三
一
～
一
六
九
二
）
黄
檗
宗　

摂
津
国
分
寺

盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
一
六
九
三
）
臨
済
宗　

広
（
光
）
林
寺

悦
（
越
）
山
道
宗
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
）
黄
檗
宗　

摂
津
舍
利

寺

惟
慧
道
定
（
一
六
三
四
～
一
七
一
三
）
曹
洞
宗　

美
濃
善
応
寺

「
我
昔
日
、
真
正
の
師
に
値
わ
ず
。
諸
師
に
参
尋
す
る
毎
に
、
悉
く

生
滅
の
禅
を
甘
心
し
て
、
或
は
進
み
或
は
退
き
、
或
は
定
に
執
わ
れ

或
は
慧
を
羨
み
坐
を
美
と
す
る
者
に
値
う
と
き
は
則
ち
謂
え
ら
く
、

学
慧
を
放
下
し
て
坐
禅
道
人
の
教
に
入
ら
ん
か
と
。
或
る
時
、
広
学

多
智
を
讃
ず
る
人
に
値
う
と
き
は
則
ち
坐
禅
を
棄
て
て
広
覧
多
説
す

る
こ
と
可
な
ら
ん
か
。
或
は
退
き
或
は
進
み
、
紛
念
起
滅
、
未
だ
定

ま
ら
ず
、
光
陰
箭
の
如
く
、
心
中
織
る
に
似
た
り
。
往
日
勢
州
大
賀

磌
啓
法
師
、
余
に
示
し
て
云
く
、
唯
だ
明
眼
知
識
を
尋
ぬ
れ
ば
当
に

生
死
を
抜
く
べ
し
と
の
十
七
歳
の
昔
を
憶
念
す
る
に
、
初
め
て
天
桂

師
を
駿
の
静
居
に
随
い
、
月
舟
師
を
宇
治
田
原
に
参
ず
る
も
終
に
所

得
無
し

）
10
（

。
玄
光
師
を
武
の
仙
学
（
泉
岳
）
門
外
睡
庵
に
随
い
、
心

越
師
を
武
の
水
戸
黄
門
公
の
別
荘
に
見
ゆ

）
11
（

。
慧
極
師
に
紫
雲
山
に
参

じ
）
12
（

、
独
湛
師
に
黄
檗
山
に
随
う

）
13
（

。
越
山
に
舍
利
寺
に
参
じ
、
南
源
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五
一

師
を
有
馬
に
覿
問
し
て

）
14
（

、
或
は
異
邦
の
垂
提
、
心
に
徹
せ
ず
。
或
は

機
境
の
相
見
、
賦
心
を
偽
り
、
実
に
自
己
を
顧
み
る
に
未
だ
曽
て
益

有
る
こ
と
あ
ら
ず
。
後
に
盤
珪
禅
師
に
武
の
廣
林
寺
に
随
い
、
初
め

て
大
善
知
識
に
本
分
の
眼
有
り
、
禅
道
別
に
直
指
の
捷
径
有
る
こ
と

を
知
る
。
爾
来
追
随
し
て
首
を
他
師
に
点
ぜ
ず
。
参
究
未
だ
曽
て
倦

ま
ず
。
其
の
際
、
濃
の
善
能
（
應
）
寺
に
惟
慧
師
に
一
夏
せ
し
も
の

は
、
実
徳
を
思
い
て
其
の
下
に
寓
居
し
て
、
終
に
耳
を
片
言
に
傾
け

ず
。
能
く
其
の
肺
肝
を
知
る
の
み
。
良
に
盤
珪
禅
師
は
三
百
年
来
両

土
既
に
瞎
す
る
正
法
眼
を
開
き
、
仏
法
未
現
の
前
旨
を
提
示
し
、
修

証
を
超
え
生
滅
を
越
え
、
通
徹
自
在
に
し
て
直
に
仏
祖
密
伝
の
眼
を

指
す
も
の
は
、
唯
だ
此
の
師
に
窮
む
る
。
」

（
『
識
遺
編
』
巻
十
八
「
定
中
発
レ

問
」
51
丁
左
～
52
丁
左
原
漢
文
。

以
下
同
）

天
桂
伝
尊
と
独
庵
玄
光
へ
の
参
学

　

天
桂
へ
の
参
学
に
つ
い
て
、
凸
巌
自
身
が
老
晩
回
顧
す
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
十
六
歳
の
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
、
遠
江
横
須

賀
窓
泉
寺
に
あ
っ
て
天
桂
の
『
楞
厳
経
』
の
講
義
を
法
縁
と
す
る

も
、
法
門
商
量
を
専
ら
に
し
て
そ
の
講
席
に
は
就
か
な
か
っ
た

と
い
う

）
15
（

。
同
年
は
天
桂
が
静
居
寺
八
世
五
峯
開
音
（
一
六
八
三
寂
）

に
嗣
法
し
九
世
と
な
っ
た
時
で
あ
り
、
凸
巌
は
そ
の
翌
延
宝
六

（
一
六
七
八
）
年
夏
安
居
よ
り
参
随
し
て
い
る
。
そ
の
折
に
も

翌
年
、
天
桂
師
、
駿
の
静
居
結
夏
講
法
華
之
会
に
入
る
。
然
る
に
講

論
講
経
は
禅
門
の
捷
径
に
非
ず
と
欺
く
を
以
て
、
席
上
欠
伸
坐
睡
し

て
日
を
経
る
の
み
。

（
『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」
33
丁
左
）

と
天
桂
の
『
法
華
経
』
の
講
席
を
等
閑
に
し
て
い
た
と
あ
る
。
青

年
時
よ
り
天
桂
下
に
参
学
し
な
が
ら
、
三
十
歳
頃
ま
で
は
、
経
典
・

祖
録
の
講
席
に
お
け
る
参
学
を
疎
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
『
識
遺
編
』

に
は
、
自
虐
的
に
回
想
さ
れ
る
。

余
、
元
発
参
よ
り
来
、
諸
経
録
の
講
筵
に
列
ぬ
る
と
雖
も
、
暗
愚
に

し
て
他
の
深
談
、
一
向
耳
朶
に
落
ち
ず
。
故
に
座
に
就
き
て
低
睡
し

て
文
行
の
弁
ず
る
所
、
何
の
処
か
を
知
ら
ず
、
欠
伸
坐
屈
し
て
聴
か

ざ
る
が
如
く
な
る
こ
と
多
し
。
故
に
神
気
昏
昧
し
て
着
座
す
る
と
き

は
熱
を
発
し
頭
痛
し
て
其
の
席
を
終
え
る
に
堪
え
ず
。
或
は
訴
え
て

座
を
闕
き
或
は
事
に
就
き
て
他
遊
す
。
故
に
講
巻
全
部
の
中
、
席
に

在
り
て
聴
次
を
為
す
は
十
の
二
三
、
中
略
後
闕
、
講
師
孰
を
か
之
を

罵
ら
ざ
ら
ん
。
十
七
八
歳
よ
り
三
十
歳
に
至
る
ま
で
斯
の
如
し
。（
『
識

遺
編
』
巻
三
「
虚
堂
百
則
講
弁
之
解
嘲
」
10
丁
左
～
11
丁
右
）

　

こ
の
よ
う
な
凸
巌
に
対
し
、
天
桂
は
詩
偈
詩
文
を
学
ば
せ
よ
う

と
独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇
～
一
六
九
八
）
へ
の
随
侍
参
学
を
指
示
す

る
。

玄
光
和
尚
、
武
の
芝
万
年
山
の
下

）
16
（

睡
庵
に
居
す
る
時
、
余
、
駿
の
静

居
寺
天
桂
に
侍
す
。
玄
光
と
天
桂
と
好
し
。
睡
庵
、
侍
者
の
少
な
し
。

桂
、
吾
を
差
し
て
玄
光
に
事
え
し
む
。
其
の
意
、
詩
偈
文
賦
を
学
せ
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五
二

し
め
ん
と
な
り
。
余
意
に
肯
わ
ず
。
然
れ
ど
も
命
、
防
ぎ
難
き
を
以

て
赴
き
て
□
事
す
。
日
を
続
ぎ
月
を
為
し
て
踈
、
以
て
親
し
き
に
逮

ぶ
。
玄
光
、
初
め
文
□
詩
偈
の
訓
を
持
っ
て
す
る
も
、
余
黙
し
て
肯

わ
ず
。
偶
た
ま
口
を
開
い
て
晤
談
す
る
と
き
は
必
ず
徹
証
悟
入
の
致

を
論
ず
。
終
に
一
偈
を
以
て
之
に
呈
し
て
其
の
改
め
ん
こ
と
を
求
め

ず
。
ゆ
え
に
夜
話
日
談
、
只
だ
世
の
有
無
、
人
の
善
悪
の
み
。

（
『
識
遺
編
』
巻
六
「
諌
二

知
識
一

」
59
丁
左
～
60
丁
右
）

天
桂
が
独
庵
と
親
交
を
結
ん
で
い
る
こ
と
は
『
天
桂
和
尚
年
譜
』

に
よ
れ
ば
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
、
天
桂
は
独
庵
を
静
居
寺

に
招
き
、
独
庵
は
天
桂
に
「
滅
宗
」
の
字
を
授
け
て
い
る
こ
と

が
知
れ

）
17
（

、
『
護
法
集
』
巻
八
「
独
庵
稿
一
」
に
よ
れ
ば
、
貞
享
二

（
一
六
八
五
）
年
に
は
江
戸
に
赴
く
独
庵
を
天
桂
が
静
居
寺
に
招
き
、

独
庵
は
大
病
の
た
め
苦
寒
を
避
け
、
冬
を
過
ご
し

）
18
（

、
「
大
澤
山
静

居
禅
寺
僧
堂
記
」
を
著
し
て
い
る

）
19
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
の
貞
享
四

（
一
六
八
七
）
年
、
独
庵
は
天
桂
が
静
居
寺
結
制
に
お
い
て
『
碧
巌

録
』
を
講
述
す
る
こ
と
を
知
り
、
知
解
分
別
に
よ
る
公
案
の
学
習

の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
す
る

）
20
（

。

　

凸
巌
は
こ
の
と
き
の
天
桂
の
『
碧
巌
録
』
の
講
席
に
就
く
た
め

に
弟
養
尊
と
と
も
に
静
居
寺
に
戻
っ
て
お
り

）
21
（

、
独
庵
が
芝
打
睡
庵

に
居
す
る
の
は
貞
享
元
年
と
推
定
さ
れ
る

）
22
（

。

　

『
識
遺
編
』
巻
一
に
は
凸
巌
が
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
、
盤
珪

の
江
戸
光
（
廣
）
林
寺
に
掛
搭
を
願
う
に
あ
た
り
、
仮
宿
と
し
て

泉
岳
寺
門
前
の
無
主
庵
を
借
り
、
そ
れ
が
三
年
前
、
独
庵
に
随
侍

し
て
い
た
庵
居
（
打
睡
庵
）
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
後

掲
「
聞
二

仏
智
弘
濟
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之
入
滅
一

記
并
一
代
記
」
）
。
前
年

に
は
宇
治
田
原
の
禅
定
寺
の
月
舟
の
下
で
参
学
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
独
庵
へ
の
随
侍
は
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
ま
で
の
こ
と
と

推
定
さ
れ
る
。

　

凸
巌
は
本
意
に
あ
ら
ざ
る
も
天
桂
の
指
示
に
従
っ
て
独
庵
に
随

侍
し
な
が
ら
、
独
庵
か
ら
詩
作
の
訓
教
を
受
け
る
も
黙
し
て
肯
わ

な
か
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
詩
作
な
ど
の
文
字
上
の
参
学
に
否
定

的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
凸
巌
は
、
独
庵
と
「
徹
証
悟
入
の
致
」
に
つ
い
て
論
談

す
る
な
ど
の
親
交
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
天
桂
と
独
庵
と
が
絶
縁

し
た
後
の
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
秋
ま
で
に
も
、
独
庵
を
摂
津

大
道
寺
に
尋
ね
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
（
『
識
遺
編
』
巻
二
「
上
二

玄

光
禅
師
一

書
」
「
自
レ

拝
二

辞
於
大
道
一

四
経
レ

秋
」
）
。

　

凸
巌
の
独
庵
の
下
で
の
参
学
に
つ
い
て
具
体
的
な
言
及
は
少
な

い
が
、
元
禄
八
（
一
六
九
六
）
年

）
23
（

、
凸
巌
は
独
庵
に
書
簡
を
呈
し

て
い
る
。
『
識
遺
編
』
巻
二
に
「
上
玄
光
禅
師
書
」
と
し
て
記
さ

れ
る
。
虫
損
多
く
原
文
を
こ
こ
に
あ
げ
る
。

　
　

上
二

玄
光
禅
師
一

書

自
レ

拝
二

辞
于
大
道
一

四
継
レ

秋
。
渇
仰
無
レ

窮
。
即
辰
霜
気
□
乎
。
□

道
履
万
福
一

、
□
□
経
寺
。
大
成
□
化
、
愈
□
雲
外
不
レ

堪
二

喜
歎
一

。

小
子
去
春
、
従
レ

摂
入
レ

雒
、
以
レ

病
還
レ

郷
、
□
銷
光
景
乎
、
薬
□

下
一

爾
。
憶
昔
巾
二

瓶
宝
机
乎
、
武
□
睡
庵
□
□
二

長
者
真
子
一

。
怖
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（
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五
三

二

畏
其
尊
厳
一

、
未
三

曽
得
二

□
□
□
分
一

。
爾
来
竛
二

竮
窮
巷
一

、
自
二

画
于
黒
山
□
□
有
レ

歳
也
。
近
拝
二

覧
禅
師
所
レ

著
之
宝
典
一

□
□
噬
レ

臍
者
、
不
二

復
鮮
一

也
。
然
□
読
二

宝
帙
一

感
二

発
其
玄
□
一

則
、
長
見

三

師
正
法
眼
蔵
儼
二

然
於
句
々
文
々
頭
一

、
用
レ

□
則
四
威
儀
全
□
レ

師

也
。
所
レ

嗟
者
今
日
読
二

師
之
所
一
レ

著
者
、
執
二

文
字
之
飾
櫃
一

、
還

二

真
見
之
宝
珠
一

矣
。
且
肇
二

乎
俗
談
巻
頭
不
思
善
悪
之
説
一

、
件
々

條
々
、
未
弁
之
明
弁
震
二

動
古
今
一

、
発
二

膏
肓
一

之
霊
方
也
。
良
以

禅
師
祖
場
之
大
鵞
王
、
諸
経
録
乳
水
中
擇
二

其
可
一
レ

擇
、
直
開
二

発

霊
山
微
笑
之
金
華
于
今
日
一

而
、
熏
二

着
人
天
之
鼻
孔
一

。
然
未
レ

通
二

気
息
一

者
、
争
聞
二

其
余
熏
一

乎
。
曰
若
述
二

一
件
疑
塊
一

、
敢
希
二

鑒

決
一

。
熟
読
二

師
所
一
レ

筆
則
、
永
覚
禅
師
是
古
今
衆
星
中
之
満
月
也
。

弟
子
読
二

洞
上
古
轍
・
宝
鏡
三
昧
之
注
解
一

、
如
二

金
剛
杵
之
□
一

、

以
為
二

五
位
圈
兒
之
象
一

。
謹
以
洞
山
建
二

五
圈
於
四
隅
中
一

□
□
二

甚

用
一

麼
。
弟
子
謂
離
卦
変
為
レ

五
、
荎
草
□
二

五
味
一

一
杵
具
二

両
頭
中

間
一

、
是
凡
聖
迷
悟
正
偏
。
総
帰
二

一
宝
鏡
一

之
譬
爾
。
且
宝
鏡
三
昧

□
□
頭
、
別
有
二

意
旨
一

歟
。
金
以
レ

□
験
則
、
仰
二

禅
師
之
槖
籥
一

、

以
レ

書
投
二

爐
鞴
一

。
請
以
二

好
手
一

煉
出
焉
。
専
待
二

慈
誨
一

。

（
1
丁
右
～
2
丁
左
）

　

凸
巌
は
独
庵
に
自
ら
を
「
弟
子
」
と
述
べ
、
元
禄
三
年
に
刊
行

し
た
『
独
庵
俗
談
』
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
賛
じ
な
が
ら
も
、
永

覚
元
賢
（
一
五
七
八
～
一
六
五
七
）
の
『
洞
上
古
轍
』
の
『
宝
鏡
三

昧
』
の
註
解
に
対
す
る
疑
問
を
独
庵
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
疑
問

の
内
容
は
『
洞
上
古
轍
』
上
巻
の
「
宝
鏡
三
昧
註
」
の
「
如
金
剛

杵
」
の
註
解
で
、
金
剛
杵
の
形
容
か
ら
五
位
の
圈
兒
を
配
釈
す
る

こ
と
を
問
題
と
す
る

）
24
（

も
の
で
、
独
庵
自
身
の
解
釈
に
対
し
て
で
は

な
い
。
独
庵
が
永
覚
の
『
洞
上
古
轍
』
が
競
っ
て
講
解
さ
れ
な
が

ら
、
文
字
上
の
形
式
的
理
解
に
終
始
し
、
宗
乗
に
通
じ
て
い
な
い

こ
と
を
批
判
し
て
い
る
こ
と

）
25
（

に
応
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
桂
と
独
庵
と
が
天
桂
の
『
碧
巌
録
』
講
述
の
是
非
を
め
ぐ
っ

て
対
立
し
て
絶
交
に
至
り
な
が
ら
も
、
凸
巌
は
独
庵
と
信
を
通
じ

て
お
り
、
凸
巌
が
当
初
文
字
上
の
参
学
に
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と

を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
独
庵
と
凸
巌
が
意
を
同
じ
く
し
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ま
た
静
居
寺
天
桂
下
で
の
具
体
的
参
学
は
、
諸
師
を
参
尋
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
延
宝
六
年
よ
り
足
か
け
十
二
年
に
わ
た
り
、

そ
の
後
元
禄
二
年
に
天
桂
が
近
江
彦
根
大
雲
寺
（
彦
根
市
河
原
町
）

に
晋
住
し
、
そ
の
後
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
四
月
四
日
に
突
如

退
院
す
る
ま
で
参
随
し
、
退
院
を
契
機
に
天
桂
の
下
を
離
れ
、
同

年
六
月
、
郷
里
の
遠
江
浜
松
に
帰
る
こ
と
で
、
参
随
に
は
ひ
と
ま

ず
区
切
り
を
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
桂
和
尚
に
辞
す

天
桂
和
尚
、
駿
の
静
居
寺
に
住
す
る
こ
と
十
二
年
に
し
て
大
雲
の
請

に
趣
く
。
九
月
進
山
し
て
翌
年
結
夏
す
不
虞
の
変
有
り
て
四
月
四
日

を
以
て
、
大
衆
と
倶
に
退
鼓
す
。
余
、
首
め
よ
り
随
侍
し
て
又
た
難

に
随
う
。
明
年
六
月
、
故
里
に
省
覬
せ
ん
と
欲
し
て
偈
を
以
て
辞
す
。

駿
に
入
り
〈
嶋
田
静
居
に
住
す
こ
と
十
二
年
な
り
〉
江
に
出
づ
〈
彦
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五
四

根
大
雲
の
請
に
応
ず
〉
十
二
年
。
機
に
応
じ
変
に
通
じ
て
人
天

を
度
す
。
或
時
、
法
鼓
、
魔
界
を
動
か
し
全
用
の
烏
藤
□
□
□
□
。

誰
知
騰
騰
任
運
意
〈
桂
師
大
雲
不
虞
の
変
に
退
院
偈
に
「
縁
縁
今

日
又
騰
騰
」
の
句
有
り
〉
。
我
思
う
続
々
直
指
の
禅
。
別
を
告
ぐ

る
杜
多
も
亦
た
自
然
。 

（
『
識
遺
編
』
巻
三
、
39
丁
左
～
40
丁
右
）

　

天
桂
の
大
雲
寺
の
退
院
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
天
桂
和
尚
年

譜
』
に
お
い
て
も
「
事
に
因
り
て
遽
爾
と
し
て
勇
退
す
」（
原
漢
文
）

と
あ
る
の
み

）
26
（

だ
が
、
凸
巌
が
こ
れ
を
契
機
に
天
桂
の
下
を
離
れ
て

い
る
こ
と
は
、
退
院
の
事
情
に
対
す
る
凸
巌
の
心
境
の
変
化
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
は
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
再
び
天
桂
の
下
に
帰
り
、

前
述
の
京
都
天
寧
寺
で
の
天
桂
の
、
楞
厳
経
の
講
席
（
『
天
桂
和
尚

年
譜
』
に
は
元
禄
三
年
の
項
に
載
せ
て
い
る

）
27
（

）
に
あ
た
っ
て
昼
夜
講
本

の
勘
考
を
行
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
経
典
・
祖
録
の
講
席
に
消
極

的
で
あ
っ
た
凸
巌
に
対
す
る
指
導
と
し
て
、
天
桂
が
命
じ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
寧
寺
の
講
席
の
後
、
病
の
た
め
遠
江
に
帰
っ
た
後
は
、
天
桂

の
住
す
る
蔵
鷺
庵
や
陽
松
庵
に
赴
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
随
侍
参

学
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
し
か
し
静
居
寺
に
あ
っ
て
共
に
参
学

し
た
海
岳
湛
光
の
後
を
う
け
て
、
五
十
四
歳
の
正
徳
四
（
一
七
一
四
）

年
阿
波
丈
六
寺
十
六
世
と
し
て
晋
住
す
る
こ
と
も
、
天
桂
の
請
に

応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

）
28
（

。
天
桂
に
対
す
る

凸
巌
の
見
解
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

盤
珪
永
琢
へ
の
参
学

　

盤
珪
へ
の
参
学
は
二
十
六
歳
の
一
六
八
七
（
貞
享
四
）
年
、
江

戸
光
（
廣
）
林
寺
に
掛
搭
し
た
こ
と
と
、
二
十
九
歳
の
元
禄
三

（
一
六
九
〇
）
年
に
播
磨
龍
門
寺
の
大
会
に
参
じ
て
い
る
こ
と
が
詳

細
に
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
盤
珪
の
晩
年
に
お
け
る
参
学
で
あ
る
こ

と
が
知
れ
る
。
参
随
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
盤
珪
が
遷
化
し
た
元

禄
六
（
一
六
九
三
）
年
に
『
識
遺
編
』
巻
一
に
「
聞
二

仏
智
弘
濟
禅

師
盤
珪
琢
和
尚
之
入
滅
一

記
并
一
代
記
」
と
し
て
、
盤
珪
の
略
伝

と
自
身
の
参
学
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る

）
29
（

。

　

盤
珪
を
知
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
二
十
四
歳
の
貞
享
二
年
で
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

余
、
二
十
四
歳
に
至
る
ま
で
師
（
盤
珪
）
の
道
名
を
聞
い
て
先
哲
と

謂
え
り
。
余
、
性
眠
り
深
く
し
て
打
坐
し
、
即
時
に
策
を
蒙
る
。
恥

ず
る
こ
と
、
甚
だ
し
く
し
て
二
十
四
歳
の
春
、
遠
の
法
多
山
に
登
り

七
昼
夜
不
臥
経
行
礼
拝
し
て
観
音
に
誓
い
、
罪
障
を
懺
悔
し
、
睡
眠

煩
悩
を
蠲
除
し
、
坐
禅
大
悟
し
て
声
名
籍
甚
だ
た
ら
ん
と
欲
し
て
、

二
月
の
初
め
袋
井
鈴
木
藤
左
衛
門
が
舍
に
至
る
。
鈴
木
、
律
比
丘
を

信
じ
て
往
来
す
る
律
僧
を
攔
住
し
て
、
日
午
と
雖
も
請
い
て
宿
せ
し

む
。
此
の
日
も
亦
た
律
師
宿
す
。
鈴
木
、
余
を
引
き
て
見
せ
し
む
。

余
問
う
、
「
甚
よ
り
来
る
。
師
の
名
は
何
ぞ
」
。
律
云
く
、
「
暉
運
。

客
冬
、
武
城
廣
林
盤
珪
和
尚
の
結
制
に
在
り
て
、
今
錫
を
帰
え
す
」
。

余
駭
然
と
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
播
磨
の
盤
珪
か
」
。
云
く
、「
爾
り
」
。
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五
五

云
く
、
「
某
、
古
人
と
謂
え
り
。
今
世
に
在
す
や
」
。
律
云
く
、
「
今

盛
ん
に
爲
人
六
旬
余
」
。
余
云
く
、「
彼
の
師
の
法
要
云
何
」
。
律
云
く
、

「
須
く
参
じ
て
聴
く
べ
し
。
何
ぞ
其
の
説
く
を
傾
け
ん
。
上
座
何
く

に
か
赴
く
」
。
余
云
く
、
「
某
、
睡
り
最
も
深
し
。
懺
誓
経
行
し
て
之

を
除
か
ん
と
欲
す
。
云
何
が
是
な
ら
ん
」
。
律
曰
く
、
上
座
、
其
の

益
有
る
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
而
も
已
に
発
す
る
と
き
は
赴
い
て
修
し

て
知
る
べ
し
」
。
余
が
意
、
喜
び
に
あ
ら
ず
。
晨
に
相
い
分
か
れ
て

修
懺
す
る
こ
と
七
昼
夜
、
良
に
運
師
が
言
の
如
く
に
し
て
験
し
無
く

却
り
て
困
眠
を
増
す
。
余
、
時
に
静
居
寺
に
帰
る
。
上
の
因
縁
を
天

桂
和
尚
に
語
る
。
桂
師
云
く
、「
其
の
律
、
再
開
す
と
言
わ
ざ
る
か
」
。

云
く
、「
本
年
冬
復
た
広
林
の
結
制
に
投
ず
」
と
。
桂
師
云
く
、「
子
、

袋
井
に
至
ら
ん
日
、
鈴
木
に
託
し
て
道
え
。
暉
師
、
秋
に
至
ら
ば
必

ず
宿
せ
ん
。
暉
師
を
勧
め
て
吾
が
山
に
憩
宿
せ
し
め
よ
」
と
。
余
、

後
に
袋
井
に
来
り
て
鈴
木
に
託
す
。
九
月
上
旬
に
至
り
て
暉
師
、
果

た
し
て
静
居
に
投
宿
し
て
後
来
往
に
盤
珪
禅
師
の
化
を
語
る
。

（
62
丁
左
～
64
丁
右
）

凸
巌
は
坐
禅
中
に
眠
る
こ
と
を
恥
じ
法
多
山

）
30
（

の
本
尊
聖
観
音
に
対

し
七
昼
夜
経
行
礼
拝
し
て
罪
障
を
懺
悔
し
睡
眠
煩
悩
を
除
い
て
坐

禅
大
悟
し
て
名
声
を
得
ん
と
、
貞
享
二
年
二
月
初
め
に
袋
井
の
鈴

木
藤
左
衛
門
の
屋
宅
で
、
留
宿
し
て
い
る
律
僧
の
暉
（
輝
）
運
に

出
会
い
、
暉
運
が
先
年
盤
珪
の
武
蔵
廣
林
寺
の
結
制

）
31
（

か
ら
の
帰
途

に
あ
る
こ
と
を
知
る
。
暉
運
は
凸
巌
に
盤
珪
の
法
要
に
参
じ
聴
聞

す
べ
き
と
慫
慂
す
る
が
、
凸
巌
は
法
多
山
で
修
懺
す
る
こ
と
に
専

念
す
る

）
32
（

。
験
無
く
し
て
静
居
寺
に
戻
り
、
凸
巌
は
天
桂
に
暉
運
の

こ
と
を
伝
え
る
と
、
天
桂
は
「
本
年
冬
に
再
び
廣
林
寺
の
結
制
に

参
ず
る
暉
運
が
鈴
木
の
下
に
来
ら
ば
、
静
居
寺
に
留
宿
す
る
よ
う

に
勧
め
よ
」
と
指
示
す
る
。
九
月
上
旬
、
暉
運
は
静
居
寺
に
投
宿

し
て
、
そ
の
後
盤
珪
の
教
化
を
凸
巌
に
語
る
こ
と
に
な
る
。

　

暉
運
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
盤
珪
の
伝
記
資
料
で
あ
る
『
大

法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』（
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
五
月
書
写
）
に
は
、

貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
盤
珪
が
光
（
廣
）
林
寺
に
お
い
て
冬
結

制
を
開
い
て
い
る
こ
と

）
33
（

が
知
れ
、
暉
運
は
こ
の
会
に
参
じ
解
制
後

の
貞
享
二
年
春
に
凸
巌
と
会
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し

暉
運
は
貞
享
二
年
冬
に
も
盤
珪
が
光
林
寺
で
結
制
す
る
と
述
べ
、

同
年
九
月
上
旬
に
静
居
寺
で
凸
巌
と
相
見
し
て
い
る
が
、
前
同
書

に
は
貞
享
二
年
冬
に
は
播
州
曽
根
周
徳
寺
（
兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町
）

に
安
居
し
、
続
い
て
龍
門
寺
（
兵
庫
県
姫
路
市
網
干
区
）
に
て
結
制

し
た
旨
の
記
事
が
あ
る

）
34
（

こ
と
か
ら
、
暉
運
は
実
際
に
は
江
戸
に
赴

き
な
が
ら
掛
錫
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
往
復
路
に
お
い
て
静
居
寺

に
在
っ
て
凸
巌
に
盤
珪
の
教
化
の
様
相
に
つ
い
て
語
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

天
桂
伝
尊
と
盤
珪
永
琢
の
相
見

　

天
桂
と
盤
珪
と
の
相
見

）
35
（

に
つ
い
て
『
天
桂
和
尚
年
譜
』
で
は
貞

享
二
年
の
項
に
「
秋
、
盤
珪
禅
師
を
島
田
の
僑
居
に
訪
う
。
珪
公
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も
還
た
静
居
に
来
臨
し
て
信
宿
す
」
と
、
相
見
の
記
事
を
載
せ
、

こ
れ
を
盤
珪
の
史
伝
と
整
合
さ
せ
る
と
、
島
田
で
の
相
見
は
盤
珪

が
江
戸
よ
り
龍
門
寺
に
赴
く
途
上
と
考
え
ら
れ
、
他
の
盤
珪
に
関

す
る
史
伝
の
記
述

）
36
（

か
ら
も
、
恐
ら
く
凸
巌
と
暉
運
と
の
九
月
上
旬

の
相
見
以
前
の
こ
と
と
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
天
桂
和
尚
年
譜
』
の
貞
享
三
年
の
項
に
は
天
桂
が
江
戸

で
盤
珪
を
訪
ね
て
の
問
答
が
記
さ
れ
る
が
、
盤
珪
の
伝
記
資
料
に
、

同
年
の
江
戸
滞
在
の
記
事
は
な
く
、
資
料
的
に
は
整
合
し
な
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
凸
巌
は
『
識
遺
編
』
巻
四
十
六
「
後
人
活
人
之

判
」
に
お
い
て
、
後
に
天
桂
が
蔵
鷺
庵
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
講
席

に
あ
っ
て
「
盤
珪
は
殺
人
之
手
段
有
り
て
活
人
之
手
段
無
し
」
と

述
べ
た
こ
と
に
憤
慨
批
判
す
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
盤
珪
と
の

相
見
に
つ
い
て
の
語
話
を
載
せ
、
続
け
て
盤
珪
参
学
を
め
ぐ
る
天

桂
と
の
軋
轢
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

去
々
年
、
大
坂
に
在
り
て
蔵
鷺
の
講
正
法
眼
蔵
の
席
に
連
ぬ
。
天
桂

師
、
諸
善
知
識
を
罵
る
中
に
曰
く
、
「
盤
珪
は
殺
人
の
手
段
有
り
て

活
人
の
手
段
無
し
」
。
余
聴
い
て
失
笑
す
。
彼
謂
ら
く
、
活
人
と
は
人
々

佛
祖
と
毫
も
増
減
せ
ず
。
然
る
を
隠
逸
朴
質
な
ら
し
め
、
故
に
活
機

現
成
超
佛
越
祖
の
機
無
し
と
。
是
れ
粥
飯
血
気
の
驍
勇
を
以
て
、
活

機
現
成
と
為
す
。
故
に
彼
に
親
随
し
て
長
く
其
の
講
辯
を
好
む
者
、

鳥
合
鳩
集
の
如
し
。
總
に
し
て
大
口
門
を
開
き
、
諸
方
を
肯
わ
ず
、

其
の
行
跡
不
覇
放
蕩
、
一
人
と
し
て
佛
祖
の
律
儀
を
正
し
、
禅
海
の

狂
瀾
を
回
ら
す
人
を
見
ず
。
彼
の
謂
う
所
の
活
人
は
吾
謂
う
所
の
殺

人
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
人
の
性
質
元
、
我
見
顢
頇
増
上
慢
等

の
病
無
く
、
誹
謗
高
貢
粥
飯
の
気
無
し
。
誠
に
佛
祖
と
と
も
に
増
減

無
く
、
素
よ
り
迷
悟
の
患
無
し
。
然
る
を
教
え
て
我
見
を
長
じ
粥
飯

の
気
を
増
さ
し
む
る
は
、
其
の
本
分
之
性
を
失
し
、
本
来
無
事
の
人

を
殺
す
な
り
。

　

盤
珪
禅
師
に
は
、
余
、
随
逐
す
る
こ
と
前
後
三
四
年
。
其
の
垂
示

皆
な
本
然
無
事
の
性
に
帰
し
、
自
ら
本
来
不
生
滅
の
本
を
知
ら
し
む
。

是
れ
活
人
を
活
す
る
者
な
り
。
天
桂
、
嶋
田
静
居
寺
に
在
り
て
盤
珪

禅
師
、江
戸
に
赴
く
を
聞
い
て
請
使
を
出
し
て
之
を
迎
う
。
師
一
昼
、

静
居
に
枉
駕
し
て
一
席
問
法
、
自
己
の
利
辨
を
吐
く
。
珪
翁
一
見
一

聞
、
其
の
器
の
増
慢
を
知
り
、
委
曲
に
渉
ら
ず
、
起
ち
て
東
武
に
行
く
。

是
れ
一
時
に
過
ぎ
ざ
る
の
際
也
。
其
の
後
、
余
、
一
冬
東
武
高
（
光
）

林
寺
師
の
結
制
に
会
し
て
安
居
聴
法
。
春
に
静
居
に
帰
り
て
茶
堂
に

次
席
す
る
に
、
爾
の
時
濃
州
の
天
海
と
い
う
者
、
遠
州
城
東
郡
長
江

寺
弟
子
竹
堂
と
い
う
〈
後
に
天
桂
弟
子
と
爲
り
て
道
寂
と
改
め
坐
を

専
ら
に
す
〉
者
、
禅
堂
坐
禅
の
棟
梁
、
茶
堂
天
桂
と
と
も
に
在
り
て

坐
禅
発
悟
を
論
ず
。
或
は
話
則
、
倭
語
を
以
て
論
じ
、
或
は
問
答
、

一
拶
一
挨
、
活
気
確
論
、
茶
堂
を
動
揺
す
。
余
、
爐
側
に
黙
閉
し
て

言
わ
ず
。
天
桂
素
よ
り
余
が
己
れ
の
所
を
棄
て
て
盤
珪
師
の
会
に
入

る
こ
と
を
嘉
と
せ
ず
。
故
に
仮あ

ざ
な字

し
て
盤
珪
和
尚
と
曰
う
。
二
僧
迷

悟
の
止
ま
ず
、
天
桂
拶
倒
し
て
了
り
、
余
に
向
い
て
曰
く
、
「
盤
珪

和
尚
如
何
」
。
余
黙
し
て
答
え
ず
。
復
た
責
め
て
曰
く
、
「
答
え
ざ
る

こ
と
は
何
ぞ
や
」
。
余
僅
に
微
笑
し
て
曰
く
、
「
某
甲
、
迷
悟
の
衢
に
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居
せ
ず
、
迷
悟
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
。
天
桂
二
僧
、
黙
し
て
語

無
し
。
論
、
了
に
止
む
。
天
桂
曰
く
、「
元
と
迷
悟
、
二
無
し
と
雖
も
、

仮
に
迷
悟
を
立
つ
」
。
余
曰
く
、
「
本
と
一
も
亦
た
立
せ
ず
、
仮
名
を

用
い
て
甚
を
か
爲
さ
ん
。
元
と
能
悟
と
所
悟
と
二
心
無
し
。
甚
を
仮

り
て
か
迷
悟
と
せ
ん
」
。
天
桂
云
く
、「
悟
る
時
は
能
所
を
立
つ
」
と
。

余
、
黙
笑
す
。
此
の
一
坐
、
寂
寥
た
り
。
頃
間
、
天
桂
曰
く
、「
一
冬
、

彼
の
会
に
在
り
て
、
是
の
如
く
の
言
、
甚
だ
奇
特
」
と
。
冷
笑
し
散

筵
す
。
爾
来
、
桂
師
、
未
だ
穏
や
か
な
ら
ざ
る
在
り
。

　

旬
余
の
後
、
邃
然
と
し
て
盤
珪
師
に
東
武
に
謁
せ
ん
と
欲
し
て
、

駕
を
命
じ
一
僕
を
携
え
て
出
ず
る
時
に
、
嶋
田
駅
虎
屋
が
弟
、
春
国

送
り
て
、
嶋
田
半
程
の
東
、
阿
知
が
谷
に
至
る
。
途
中
、
筆
硯
を
需

め
桂
師
、
密
書
を
道
寂
と
余
に
附
し
贈
り
て
曰
く
、「
駕
に
□
す
る
時
、

忽
然
と
し
て
省
有
り
。
向
後
、
盤
珪
師
を
疑
わ
ず
。
略
今
日
に
至
る

ま
で
天
然
の
外
道
、
自
然
の
弥
勒
と
疑
い
て
信
ぜ
ず
。
是
の
如
き
疑

に
因
り
て
箇
の
通
処
を
得
た
り
。
実
に
是
れ
珪
師
の
恩
大
な
り
。
武

に
征
く
に
用
せ
ず
。
然
れ
ど
も
今
武
に
入
り
て
報
恩
の
拝
を
述
べ
ん

と
欲
す
。
他
言
す
る
こ
と
勿
れ
」
と
。
余
謂
く
、
桂
師
、
利
智
、
人

に
超
え
た
り
。
是
も
亦
た
血
気
の
理
智
と
。
桂
、
武
に
入
り
て
珪
師

と
相
見
の
後
、
余
再
び
盤
珪
師
の
会
に
入
り
て
、
珪
老
門
弟
の
談
を

聴
く
。
桂
師
首
め
相
見
、
甚
だ
見
解
を
述
ぶ
る
も
、
珪
翁
許
さ
ず
。

他
日
復
た
来
り
て
相
見
す
。
而
れ
ど
も
、
珪
翁
肯
わ
ず
。
両
次
の
外
、

相
見
無
し
。
然
る
を
血
気
の
禅
を
以
て
活
人
と
為
す
る
は
大
い
に
□

へ
り
。

　

其
の
翌
年
、
近
州
亀
山
大
雲
の
請
有
り
。
九
月
進
山
す
。
余
は
其

の
年
二
十
又
八
。
春
よ
り
□
夏
、
播
州
網
干
龍
門
盤
珪
師
の
座
会
を

欲
し
、
大
和
・
大
坂
を
経
て
便
船
を
求
め
て
龍
門
に
至
る
。
聚
会
百

有
余
員
、
珪
翁
垂
示
旬
に
足
ら
ず
、
養
病
を
以
て
別
院
に
蟄
れ
て
一

衆
分
散
す
。
余
も
亦
た
請
暇
す
る
は
三
月
中
旬
な
り
。
此
よ
り
有
馬

に
入
浴
し
、
起
ち
て
四
月
十
四
日
、
惟
慧
和
尚
の
夏
を
請
い
て
安
居
す
。

七
月
送
行
後
、
大
雲
の
請
使
、
桂
堂
を
白
洲
賀
に
解
後
し
て
、
天
桂

師
を
大
雲
に
請
す
る
の
始
末
を
聞
き
て
浜
松
師
兄
の
所
に
一
宿
し
て
、

直
に
静
居
に
馳
す
。
桂
師
、
不
曰
に
し
て
起
つ
。
余
、
侍
者
に
任
じ

近
州
大
雲
に
赴
き
、
亀
山
の
諸
士
、
黄
檗
の
梅
嶺
帰
依
の
多
日
夜
参

に
訪
ね
て
法
話
す
。
桂
師
、
之
を
挨
す
る
。
前
来
に
異
と
し
て
余
、

其
の
接
得
に
驚
く
。
翼
年
四
月
四
日
、
講
楞
厳
の
事
に
依
り
、
衆
と

倶
に
退
院
す
。
大
坂
に
入
り
て
庵
を
借
り
て
講
示
辯
し
て
浪
花
を
動

か
す
。
爾
来
去
々
年
に
至
る
ま
で
講
談
止
ま
ず
。
諸
国
の
雲
水
瞎
長

老
、
集
い
て
其
の
辯
を
聴
き
歎
伏
す
。
歎
伏
す
る
と
雖
も
未
だ
一
人

も
之
に
因
り
て
身
を
斉
え
□
を
斉
る
の
人
を
聞
か
ず
。
惟
だ
空
腹
高

心
、
大
口
利
舌
を
得
る
徒
の
み
。
是
を
人
を
活
す
る
の
手
段
を
認
む

る
か
。
余
、
従
来
肯
わ
ざ
る
の
み
。 （
巻
四
十
六
、
86
丁
右
～
91
丁
左
）

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
天
桂
が
盤
珪
と
最
初
に
相
見
し
た
の
は
、

年
次
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
凸
巌
が
貞
享
四
年
に
盤
珪
の
光

林
寺
で
の
結
制
に
参
ず
る
前
と
な
る
。
こ
の
と
き
盤
珪
は
播
州
龍

門
寺
よ
り
江
戸
に
向
か
う
途
上
で
、
天
桂
の
請
を
受
け
て
静
居
寺

に
寄
っ
て
天
桂
と
相
見
す
る
も
、
天
桂
の
「
自
己
の
利
辨
」
に
「
其
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の
器
の
増
慢
を
知
り
」
、
相
容
れ
る
こ
と
な
く
別
れ
た
と
あ
る
。

天
桂
は
凸
巌
が
盤
珪
に
参
ず
る
こ
と
を
よ
く
思
わ
ず
、
凸
巌
を
「
盤

珪
禅
師
」
と
皮
肉
を
込
め
て
呼
ぶ
な
ど
し
て
い
る
が
、
後
に
凸
巌

が
盤
珪
に
謁
せ
ん
と
出
立
す
る
に
、
天
桂
は
「
忽
然
と
し
て
省
有

り
」
と
し
て
、
盤
珪
に
報
恩
の
拝
を
述
べ
ん
と
突
如
武
蔵
に
赴
き

盤
珪
に
相
見
し
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
天
桂
が
近
江
大
雲
寺
の

請
を
受
け
て
進
山
す
る
前
年
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元

禄
元
年
（
貞
享
五
年
）
と
考
え
ら
れ
、
盤
珪
に
お
い
て
は
前
年
か

ら
の
武
蔵
光
林
寺
冬
安
居
を
終
え
、
平
戸
普
門
寺
に
下
向
す
る
前

の
春
頃
の
こ
と
と
推
定
す
る
。
こ
の
相
見
で
も
天
桂
は
「
血
気
の

理
智
」
に
よ
り
、
二
度
に
渉
っ
て
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
も
、
盤

珪
の
許
し
を
得
ず
、
以
後
の
相
見
は
な
く
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

『
天
桂
和
尚
年
譜
』
や
盤
珪
の
史
伝
と
年
代
が
整
合
せ
ず
、
ま

た
凸
巌
の
記
事
も
晩
年
の
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
六
十
九
歳

の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
錯
綜
し
て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
天
桂
下
に
あ
っ
て
盤
珪
に
参
学
す
る
凸
巌
が
、
天
桂
か
ら
厳

し
い
視
線
を
送
ら
れ
、
ま
た
自
身
で
も
天
桂
の
舌
鋒
鋭
い
機
鋒
に

自
ら
否
定
的
立
場
を
取
り
な
が
ら
、
天
桂
の
大
雲
寺
進
山
に
随
侍

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

盤
珪
下
で
の
結
制
に
つ
い
て

　

凸
巌
と
盤
珪
と
の
相
見
に
至
る
経
緯
は
、
前
掲
の
『
識
遺
編
』

巻
一
「
聞
仏
智
弘
濟
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之
入
滅
記
并
一
代
記
」
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

余
二
十
六
歳
秋
、
法
姪
養
尊
、
且
独
湛
師
弟
子
寂
心
と
い
う
者
と
相

い
議
し
て
坐
禅
し
て
塵
縁
無
き
処
に
坐
禅
し
て
己
心
を
発
明
せ
ん
と

欲
す
。
寂
心
云
く
、
「
越
前
に
大
安
寺

）
37
（

有
り
。
済
派
に
し
て
禅
堂
を

建
て
雲
水
を
接
す
。
故
国
に
遠
く
し
て
万
縁
を
避
く
る
に
宜
し
」
。

尊
も
亦
た
「
可
な
り
」
と
喜
ぶ
。
余
云
く
、
「
近
ご
ろ
盤
珪
禅
師
、

化
を
盛
ん
に
す
と
聞
く
。
且
つ
本
年
冬
武
の
廣
林
に
結
制
あ
り
。
吾
、

盤
師
の
道
名
を
聞
く
こ
と
掩
し
。
若
し
示
寂
に
値
は
ば
臍
を
噬
む
に

至
ら
ん
。
子
等
大
安
を
欲
せ
ば
其
の
赴
く
に
任
す
。
吾
は
武
に
赴
か

ん
と
。
越
で
両
人
、
武
に
従
わ
ん
と
言
う
。
竟
に
手
を
携
え
て
部
（
武
）

に
入
り
、
八
月
下
浣
を
以
て
芝
牛
町
養
尊
が
兄
、
久
兵
衛
の
舍
に
着

く
。
先
づ
泉
岳
寺
門
前
山
上
、
三
年
前
、
玄
光
禅
師
に
侍
せ
し
無
主

庵
を
借
り
て
居
り
、
此
よ
り
日
日
、
盤
珪
和
尚
に
麻
布
の
市
兵
町
に

参
謁
し
て
掛
搭
を
請
え
ど
も
禅
師
に
見
ゆ
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
昼
至

り
て
晩
に
帰
り
、
是
の
如
く
す
る
こ
と
三
十
一
日
、
雨
に
も
未
だ
廃

せ
ず
。
然
る
に
至
る
毎
に
緇
素
、
男
女
老
荘
、
武
夫
市
民
、
群
然
と

し
て
蟻
行
す
。
是
れ
等
は
僉
な
見
え
て
法
を
聴
く
者
に
し
て
、
而
も

唯
だ
吾
が
們
三
人
、
見
え
て
以
て
聴
次
に
預
か
る
こ
と
得
ざ
る
の
み

に
非
ず
、
吾
們
と
斉
し
き
者
も
亦
た
鮮
な
か
ら
ず
。
越
て
吾
が
儕
、
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五
九

瞋
を
含
み
て
謂
ら
く
、
大
善
知
識
の
人
を
容
る
る
や
、
応
に
海
の
ご

と
く
な
る
べ
し
。
而
れ
ど
も
数
々
と
し
て
懇
求
、
三
十
余
度
に
逮
び

て
許
さ
ざ
る
こ
と
は
何
と
謂
ぞ
や
。
吾
們
遠
く
嶮
難
を
経
て
武
に
入

り
、
雨
餐
風
宿
、
此
の
門
に
往
来
す
る
こ
と
、
豈
に
薄
信
と
曰
わ
ん
や
。

吾
、
仮
ひ
掛
搭
を
許
す
こ
と
を
得
て
、
一
冬
法
益
を
蒙
る
と
も
、
得

る
者
は
是
れ
自
心
。
豈
に
一
毫
を
禅
師
に
得
ん
や
。
嗟
、
再
り
難
き

の
光
陰
耗
し
。
三
十
余
日
空
然
と
し
て
往
来
す
。
復
た
求
め
じ
。
然

る
に
今
冬
制
前
日
逼
る
。
他
に
往
く
を
得
ず
。
弟
尊
に
議
ら
く
、「
地

を
閑
静
に
択
び
茅
茨
を
結
び
日
夜
節
心
し
て
打
坐
し
一
大
事
の
爲
に

個
臭
皮
袋
を
棄
て
て
大
誓
願
を
憤
発
す
る
と
き
は
、
争
か
一
隙
の
明

を
発
輝
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
即
ち
相
い
携
え
て
地
を
青
山
宿
の
西
東

前
後
に
探
尋
す
れ
ど
も
、
未
だ
恰
好
な
る
こ
と
を
獲
ず
。
短
景
且
つ

饑
困
し
て
庵
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
謂
わ
ざ
り
き
、
路
に
市
兵
町
を
経

て
毎
々
饗
待
を
蒙
る
こ
と
を
想
い
、
飢
に
望
ん
で
食
の
為
に
廣
林
に

謁
す
る
と
き
は
、
祖
奥
老
僧
な
る
者
、
見
る
と
手
を
以
て
之
を
招
き
、

善
来
蚤
く
登
れ
。
掛
搭
既
に
叶
う
、
公
等
不
退
の
信
念
徒
な
ら
ず
。

禅
師
方
丈
に
出
席
す
。
搭
袈
裟
せ
よ
。
寂
心
公
は
如
何
が
同
道
せ
ざ

る
や
。
人
に
馳
せ
ん
と
欲
す
る
の
間
、
公
等
幸
に
来
る
と
。
奥
、
大

に
悦
べ
ど
も
吾
儕
心
、
三
十
度
の
拒
固
に
悃
屈
し
て
冷
笑
し
て
之
を

謝
す
。 

（
64
丁
右
～
66
丁
右
）

盤
珪
に
参
学
す
る
ま
で
の
経
緯
の
詳
細
は
省
く
が
、
凸
巌
二
六
歳

の
貞
享
四
年
秋
に
法
姪
養
尊
と
黄
檗
宗
の
独
湛
性
瑩
の
門
下
の
寂

心
と
の
三
人
で
泉
岳
寺
門
前
の
無
主
庵
（
曽
て
独
庵
玄
光
に
侍
し
て

い
た
睡
庵
）
に
留
ま
り
な
が
ら
、
一
ケ
月
余
り
に
わ
た
っ
て
掛
搭

で
き
ず
に
お
り
、
よ
う
や
く
に
し
て
盤
珪
に
相
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
『
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』
に
は
同

年
冬
の
光
林
寺
で
の
結
制
が
記
さ
れ

）
38
（

、
資
料
的
に
は
整
合
す
る
。

盤
珪
の
史
伝
で
は
こ
れ
以
降
、
光
林
寺
で
の
結
制
は
み
ら
れ
ず
、

『
天
桂
和
尚
年
譜
』
に
あ
る
貞
享
四
年
の
天
桂
の
江
戸
に
お
け
る

盤
珪
と
の
相
見
は
、
こ
の
時
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
名
・
旗
本
ら
を
含
む
百
五
十
人
を
集
め
た
結
制
に
参
ず
る
こ

と
を
許
さ
れ
、
凸
巌
は
従
来
の
洞
済
寺
院
の
結
制
と
は
異
な
る
、

盤
珪
の
「
応
機
通
変
」
「
明
眼
の
作
略
」
と
い
う
教
化
作
略
に
接

し
て
、
公
案
の
提
撕
に
よ
る
坐
禅
に
よ
っ
て
疑
よ
り
悟
に
導
く
洞

済
叢
林
の
善
知
識
の
提
誨
は
、
「
鸚
鵡
の
禅
、
一
場
傀
儡
の
戯
弄
」

に
し
て
「
悉
く
世
俗
の
文
字
輪
を
転
」
ず
る
も
の
と
厳
し
く
批
判

し
て
い
る
。

時
に
初
め
て
禅
師
を
拝
す
る
と
き
は
師
云
く
、
「
公
等
の
悃
求
、
始

め
よ
り
之
を
聞
く
。
然
れ
ど
も
門
庭
規
縄
を
糾
さ
ざ
る
を
以
て
深
く

辞
せ
り
。
儻
し
強
い
て
安
居
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
誠
に
一
冬
を
過
ご
せ
」

と
。
次
に
寂
心
も
亦
た
来
り
此
よ
り
来
た
、
日
々
法
要
を
聴
く
に
従

前
疑
悟
公
案
提
撕
等
の
坐
禅
と
天
壌
を
異
に
し
、
日
々
四
衆
疑
問
答

開
、
瓦
の
解
く
が
如
く
氷
の
銷
す
る
が
如
し
。
此
の
会
雲
集
百
五
十

員
。
賀
藤
遠
江
守

）
39
（

、
京
極
備
中
守

）
40
（

、
首
と
し
て
旗
本
大
小
宦
員
、
日
々

の
親
参
、
法
要
の
精
備
、
此
の
会
よ
り
審
細
な
る
は
靡
し
。
一
会
中

種
々
の
応
機
通
変
、
初
め
て
明
眼
の
作
略
を
見
る
。
未
曾
有
の
曇
華
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六
〇

現
ず
る
に
遭
う
て
実
に
止
だ
今
時
洞
済
両
家
、
衆
を
接
し
提
誨
す
る

者
、
都
て
鸚
鵡
の
禅
、
一
場
傀
儡
の
戯
弄
な
る
の
み
に
非
ず
、
三
百

年
来
倭
漢
両
土
の
鸞
鳳
と
称
す
る
諸
善
知
識
、
悉
く
世
俗
の
文
字
輪

を
転
ず
る
こ
と
を
知
る
。
此
に
於
て
三
十
度
容
易
に
許
可
せ
ざ
る
こ

と
の
恩
大
な
る
を
感
嘆
す
。
如
し
輙
く
安
居
を
一
二
請
に
獲
れ
ば
、

争
か
髄
に
徹
す
る
に
至
ら
ん
や
。
其
の
容
易
に
聴
さ
ざ
る
こ
と
は
他

無
く
、
出
家
始
め
よ
り
し
て
法
中
に
入
る
に
饜
く
ま
で
仏
法
の
糟
粕

を
食
い
、
見
聞
皆
な
祖
教
の
儀
軌
に
熟
し
て
法
に
薄
信
に
し
て
人
々
、

見
慢
を
懐
き
、
箇
々
、
師
と
為
り
法
を
售
り
、
人
天
に
拝
せ
ら
れ
、

虚
声
を
遐
域
に
馳
せ
、
供
養
に
富
み
、
圍
遶
に
矜
ら
ん
と
欲
す
る
を

以
て
、
適
た
ま
法
を
聴
く
と
も
水
を
油
幕
に
沃
ぐ
が
如
く
、
全
く
利

潤
無
し
。

且
そ
の
う

へ
此
土
の
人
習
、
他
派
を
見
る
こ
と
宛
（
怨
）
家
の

如
く
、
会
に
参
ず
る
を
請
う
者
も
多
く
、
後
の
談
柄
を
資
け
遍
遊
の

顔
を
衒
わ
ん
が
為
に
す
る
者
、
百
が
九
十
余
な
り
。
所
以
に
其
の
実

を
見
ず
し
て
、
争
か
浅
許
な
ら
ん
や
。 

（
66
丁
右
～
67
丁
右
）

続
け
て
記
さ
れ
る
光
（
廣
）
林
寺
で
の
修
道
生
活
の
様
子
は
、
生

活
の
端
々
に
至
る
ま
で
極
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
長

部
に
わ
た
る
が
そ
の
全
文
を
挙
げ
る
。

一
会
の
始
末
、
執
事
を
立
て
ず
、
内
外
大
小
の
雜
務
、
旧
参
新
到
を

問
わ
ず
、
其
の
志
趣
に
一
任
し
て
怠
る
を
責
め
ず
、
力
む
る
を
讃
ぜ

ず
、
坐
次
に
階
位
無
く
、
老
幼
混
雑
し
、
童
真
入
道
と
晩
進
薙
髪
と

位
次
を
論
ぜ
ず
。
蓋
し
見
慢
を
其
の
際
に
亡
ぜ
し
む
る
か
。

但
だ
念
経
坐
禅
、
一
須
臾
の
更
を
爽
え
ず
、
暁
更
念
経
至
つ
て
丁
寧
、

長
誦
し
て
魯
無
し
。
晨
朝
小
豆
粥
の
粥
後
坐
香
五
炷
、
香
礼
等
の
警

策
等
の
具
無
し
。
間
々
、
或
は
十
、
二
十
箇
、
一
席
一
人
、
一
被
一
枕
、

悉
く
与
え
て
坐
禅
の
初
、
小
鐘
三
声
に
し
て
香
台
手
磬
を
小
足
机
に

安
じ
て
、
坐
経
倶
に
手
磬
を
以
て
進
止
し
て
足
る
。
睡
着
を
論
ず
る

こ
と
無
く
し
て
厳
密
、
喧
雑
を
制
せ
ず
。
而
れ
ど
も
黙
噤
一
人
一
事

も
法
を
侵
す
者
無
し
。

坐
了
り
て
鐘
に
随
い
て
金
剛
経
を
昼
誦
す
。
若
し
施
入
祠
堂
有
り
て

重
畳
な
る
も
略
誦
約
経
す
る
こ
と
無
し
。

斎
時
、
坐
次
無
く
、
或
は
庫
下
奴
僕
炊
爨
弁
菜
等
の
者
、
素
よ
り
発

心
投
入
、
接
慈
を
乞
う
者
、
一
り
も
給
賜
を
以
て
作
務
す
る
者
の
無

き
故
に
、
辨
事
了
れ
ば
悉
く
打
坐
す
る
者
に
し
て
、
斎
盤
の
末
席
に

在
り
て
第
一
番
に
飯
し
て
前
後
を
詢
ら
ず
。
然
し
て
斎
時
遍
行
の
汁

菜
、
長
者
に
其
の
可
を
供
す
る
等
の
簡
択
無
く
、
杓
頭
箸
尖
の
征
く

所
に
任
ず
る
の
類
な
り
。
蓋
し
私
を
其
の
間
に
容
れ
ざ
る
の
用
心
か
。

斎
罷
、
禅
師
必
ず
垂
誡
、
人
々
競
い
て
出
で
て
こ
れ
を
待
つ
。
庫
下

弁
務
の
僕
等
、
片
時
を
争
い
て
辨
了
し
て
法
座
に
就
い
て
聴
く
。
禅

師
、
若
し
病
す
る
と
き
は
坐
禅
な
り
。
垂
誡
有
り
、
疑
問
の
者
、
尠

き
時
も
亦
た
時
を
計
え
て
打
坐
す
。
凡
そ
垂
誡
毎
日
一
様
、
香
一
絲

の
間
、
日
用
進
退
、
見
聞
不
生
、
心
念
慮
知
、
悉
く
離
念
霊
明
、
迷

を
超
え
悟
を
越
え
、
切
修
を
仮
る
に
非
ず
、
私
を
一
切
処
に
容
れ
ず
、

仏
語
祖
語
を
用
い
ず
、
唐
様
の
仮
語
を
用
い
ず
、
人
々
生
得
円
明
の

道
、
空
有
を
離
れ
因
果
を
超
え
、
事
々
上
に
明
ら
か
に
し
て
急
成
を

計
ら
ず
、
我
が
意
に
随
わ
ず
、
鴉
鳴
雀
噪
、
本
然
明
円
等
の
旨
を
示
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六
一

す
。
毎
日
異
端
を
説
か
ず
し
て
一
返
畢
る
と
き
は
、
諸
人
疑
有
ら
ば

必
ず
問
え
、
人
前
を
憚
る
こ
と
勿
れ
。
譬
う
れ
ば
或
は
頭
痛
し
或
は

腹
痛
す
る
人
、
必
ず
群
中
を
恥
じ
ず
し
て
薬
を
求
む
る
な
ら
ん
が
如

く
、
法
も
亦
た
此
の
如
し
。
今
問
わ
ず
ん
ば
何
れ
の
日
を
待
た
ん
や

と
。
越
て
僧
と
無
く
俗
と
無
く
、
各
頭
疑
を
挙
げ
て
問
う
と
き
は
、

谷
の
如
く
応
じ
鏡
の
如
く
示
す
。
或
は
方
丈
に
於
て
或
は
書
院
に
於

て
、
混
雑
擁
群
す
と
雖
も
、
男
女
は
必
ず
左
右
を
分
つ
。

晩
課
常
の
如
く
、
夜
坐
香
五
絲
。

直
日
毎
人
勉
め
て
経
行
毎
に
茶
を
行
く
。
是
れ
直
日
の
所
弁
な
り
。

会
中
一
衆
草
鞋
、
吾
我
を
論
ぜ
ず
。
若
し
は
失
し
若
し
は
破
り
て
足

ら
ざ
る
と
き
は
有
志
の
徒
、
贖
い
て
置
き
或
は
常
住
に
告
し
て
焉
を

置
く
。

盥
嗽
水
の
任
を
定
め
ず
、
其
の
涸
を
見
る
と
き
は
汲
み
来
り
て
庀
ふ
。

或
は
性
疎
懶
の
人
、
竟
に
汲
ま
ず
と
雖
も
之
を
尤
め
ず
。

会
中
、
半
片
の
書
を
披
く
こ
と
無
く
、
復
た
筆
硯
無
し
。
若
し
書
を

故
国
旧
知
に
馳
せ
、
書
至
り
て
之
に
答
う
る
こ
と
或
る
と
き
は
、
常

住
に
入
り
て
請
い
て
其
の
筵
に
修
す
。

日
用
供
養
、
都
て
二
時
の
粥
飯
の
外
、
陰
私
の
食
無
く
、
内
外
洗
う

が
如
し
。
如
し
或
は
晩
間
、
他
よ
り
来
る
者
、
僧
と
無
く
俗
と
無
く

時
刻
を
論
ぜ
ず
有
る
所
を
供
養
す
。
午
斎
必
ず
一
羹
、
一
器
と
雖
も

精
油
誠
を
尽
す
。
祖
師
忌
等
の
如
き
は
多
く
は
行
鉢
、
其
の
法
則
、

圭
角
な
ら
ず
。
仏
前
牌
前
等
の
献
花
を
見
る
に
、
風
流
立
花
の
格
を

以
て
せ
ず
し
て
、
而
も
乱
れ
ず
踈
荒
な
ら
ず
恰
好
宜
し
き
を
以
て
度

と
為
す
。

浴
日
入
浴
に
次
第
無
し
。
迫
ら
ざ
る
を
計
り
て
之
を
呼
ぶ
の
み
。
浴

司
の
み
二
三
人
を
差
定
す
。
殿
内
諸
所
の
掃
除
の
如
き
、
浴
日
人
々

旃
を
勤
む
。
殿
外
寺
中
、
露
地
の
掃
除
は
奴
僕
等
、
焉
を
勉
め
た
り
。

蓋
し
喧
雑
を
忌
む
な
ら
ん
か
。

復
た
午
斎
残
汁
残
菜
等
を
見
る
に
、
悉
く
精
を
究
め
淨
潔
に
し
て
翌

晨
粥
時
に
至
り
て
余
菜
を
交
え
、
鹽
梅
宜
し
く
し
て
以
て
之
を
行
く
。

凡
そ
日
々
斎
罷
説
法
前
、
庫
厨
に
於
て
翌
日
の
供
菜
を
製
す
る
に
、

盤
上
に
刀
を
安
じ
用
う
べ
き
菜
根
を
出
し
、
誰
渠
を
撰
び
て
呼
び
来

た
ら
ず
、
志
有
る
者
聚
り
て
之
を
辨
ず
。
其
の
製
調
の
方
は
、
或
は

大
根
牛
房
人
参
の
類
、
究
め
て
磨
洗
し
潤
乎
と
し
て
光
麗
に
し
て

日
々
の
治
具
、
唯
だ
其
の
毛
を
去
り
て
皮
を
去
ら
ず
。
切
り
て
以
て

之
を
用
い
、
若
し
く
は
祖
忌
若
し
く
は
以
有
る
檀
斎
な
る
と
き
は
皮

を
去
る
こ
と
最
も
厚
く
し
て
之
を
用
ゆ
。
皮
は
便
ち
節
製
し
て
今
日

の
残
羹
等
と
和
せ
て
塩
梅
し
て
以
て
粥
時
に
之
を
行
く
。
或
は
餅
菓

の
余
剰
、
細
切
し
て
粥
時
に
引
き
、
相
い
争
い
て
処
々
の
陰
処
に
手

食
す
る
類
に
非
ず
。

大
都
一
会
内
外
の
所
辨
一
切
の
進
退
、
古
今
叢
林
軌
範
中
の
格
則
に

非
ず
し
て
、
而
も
寂
爾
と
し
て
乖
角
無
く
、
剛
柔
相
い
争
わ
ず
、
戯

言
無
く
談
笑
せ
ず
。
粛
爾
と
し
て
人
無
き
が
如
し
。
一
一
、
之
を
熟

思
す
る
に
、
蓋
し
禅
師
、
古
今
禅
徒
、
規
矩
を
荷
い
て
闘
諍
に
逮
び
、

末
を
執
し
て
本
を
失
い
、
仏
法
に
酩
酊
し
て
勇
気
を
揺
ら
し
見
慢
機

鋒
、
道
心
に
益
無
き
こ
と
を
知
り
て
、
一
切
の
格
則
を
止
む
る
な
ら
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ん
か
。
誠
に
巡
人
、
夜
を
侵
す
の
類
、
病
後
、
薬
を
疾
む
の
類
か
。

其
会
厳
冬
凛
烈
、
一
衆
の
頭
帽
を
見
る
と
き
は
悉
く
綿
布
の
青
を
頭

巾
に
し
て
念
経
坐
禅
す
と
雖
も
憚
る
こ
と
無
し
。
是
れ
皆
な
世
外
の

風
様
、
一
毫
の
人
情
を
容
る
る
無
し
。
豈
に
放
肆
縦
横
の
為
る
所
な

ら
ん
や
。

禅
師
常
の
居
室
、
侍
者
一
両
員
の
外
、
之
を
闚
う
者
の
無
し
。
弟
子

無
く
外
来
無
く
垂
誡
席
上
の
外
、
私
通
の
相
見
を
絶
す
。
伝
え
聞
く

師
居
室
の
作
事
、
或
は
名
号
を
書
す
。
其
の
様
、
威
儀
を
具
せ
り
。

如
実
真
字
、
唐
風
行
草
、
龍
蛇
を
奔
る
孟
浪
の
流
に
非
ず
。
或
は
仏

像
を
手
刻
し
、
其
の
巧
妙
、
仏
工
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
晨
暁
平
室

に
念
経
し
、
有
縁
の
先
亡
に
回
向
す
と
。

一
衆
の
坐
禅
誦
経
に
は
出
頭
無
く
、
唯
だ
斎
時
諷
経
の
み
焼
香
を
行

ず
。

師
常
に
応
対
の
語
、
尊
卑
、
緇
素
、
勤
旧
新
到
を
分
た
ず
、
悉
く
一

様
に
し
て
親
疎
の
跡
を
見
ざ
る
な
り
。

一
会
中
朔
望
、
或
は
佳
節
結
制
解
制
の
法
式
、
曽
て
異
変
せ
ず
。
唯

だ
八
月
薬
師
十
三
虚
空
藏
縁
日
等
の
如
き
、
斎
時
備
供
諷
経
の
み
。

諸
堂
寮
前
、
半
片
の
書
牓
、
誡
禁
の
標
示
無
し
。
或
は
魚
版
、
名
単

等
曽
て
無
し
。 

〈
已
上
江
戸
廣
林
寺
会
中
所
見
な
り
〉

（
66
丁
右
～
72
丁
右
）

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
、
他
律
的
な
規
制
を
必
要
と
し
な
い
、
主
体

的
な
坐
禅
修
行
の
有
り
様
や
、
丁
寧
綿
密
な
る
供
養
法
会
や
、
残

菜
を
無
駄
に
し
な
い
粥
飯
の
調
弁
、
粛
寂
整
然
と
し
た
進
退
、
更

に
は
「
尊
卑
、
緇
素
、
勤
旧
新
到
を
分
た
ず
」
、
垂
誡
に
対
し
て

も
積
極
的
に
問
難
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
盤
珪
の
結
制
の
様
相

は
、
凸
巌
に
と
っ
て
は
そ
れ
ま
で
参
じ
て
い
た
洞
門
の
結
制
に
比

し
て
新
奇
な
る
感
懐
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
後
、
凸
巌
は
盤
珪
の
各
処
で
の
結
制
や
法
益
に
参
じ
た
こ

と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

師
、
年
々
多
く
は
春
夏
秋
の
間
、
或
は
播
州
、
豫
州
、
肥
前
、
京
山
科
、

美
濃
、
順
化
す
る
に
、
其
の
間
、
二
十
、
三
十
日
の
結
制
、
請
有
る

に
随
い
て
説
法
す
。
毎
会
の
風
標
、
差
う
こ
と
無
く
、
冬
に
至
り
て

は
、
必
ず
九
旬
安
居
、
結
解
倶
に
或
は
期
限
展
縮
に
拘
わ
ら
ず
。
余

廿
七
歳
に
て
山
科
地
蔵
寺
の
暫
時
の
会
に
謁
す
。
師
、
病
に
因
り
て

分
散
し
、
廿
八
歳
の
春
、
幡
州
龍
門
に
到
る
。
禅
師
所
在
の
処
、
従

前
許
可
せ
ら
る
る
と
き
は
曽
て
遮
拒
す
る
こ
と
無
し
。
故
に
入
会
即

日
、
拝
す
る
こ
と
を
得
。
其
の
時
、
徒
弟
六
七
十
、
外
来
四
五
十
員
、

説
示
五
三
日
に
し
て
、
師
復
た
病
に
因
り
て
別
院
に
閉
関
す
。
故
に

外
来
、
皆
な
分
散
し
て
此
よ
り
有
馬
を
経
て
七
日
入
浴
し
て
美
濃
善

能
寺
に
惟
慧
和
尚
に
到
る
。
四
月
十
四
日
な
り
。
枯
淡
衆
多
と
い
う

を
以
て
許
さ
ざ
る
も
、
推
入
し
て
去
ら
ず
。
故
に
許
し
て
夏
を
過
ご

さ
し
む
。
〈
此
年
九
月
、
天
桂
大
雲
に
転
席
す
。
元
禄
二
己
巳
な
り
〉

（
72
丁
右
～
左
）

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
凸
巌
二
十
七
歳
の
貞
享
五
（
元
禄
元
年
・

一
六
八
八
）
年
の
山
科
地
蔵
寺
（
廃
寺
、
京
都
市
東
山
区
竹
鼻
）
の
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に
つ
い
て
は
、
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珪
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伝
記
資
料
に
は
特
定
で
き

な
い

）
41
（

が
、
盤
珪
が
病
の
た
め
分
散
し
、
翌
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

二
十
八
歳
の
春
に
盤
珪
の
い
る
龍
門
寺
に
参
ず
る
も
、
再
び
盤
珪

病
の
為
、
外
来
の
徒
衆
は
分
散
し
、
凸
巌
は
有
馬
温
泉
で
入
浴
の

後
、
美
濃
善
能
（
應
）
寺
の
惟
慧
道
定
（
一
六
三
四
～
一
七
一
三
）

を
訪
ね
夏
安
居
を
過
ご
し
た
と
あ
る

）
42
（

。
惟
慧
は
隠
元
に
参
学
の
後
、

長
崎
崇
福
寺
に
あ
っ
て
、
盤
珪
の
師
の
道
者
超
元
（
～
一
六
六
〇
）

に
参
じ
て
お
り

）
43
（

、
凸
巌
は
そ
の
縁
を
頼
っ
て
惟
慧
に
参
じ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
盤
珪
の
史
伝
に
は
病
等
の
記
事
は
な
く
、
元
禄
二
年

の
冬
安
居
は
備
前
岡
山
三
友
寺
（
岡
山
市
門
田
屋
敷
）
で
結
制
し
て

い
る

）
44
（

。
凸
巌
が
盤
珪
の
冬
安
居
に
再
び
参
じ
な
か
っ
た
の
は
、
こ

の
年
の
九
月
、
天
桂
が
静
居
寺
を
退
院
し
、
十
月
近
江
彦
根
大
雲

寺
（
滋
賀
県
彦
根
市
河
原
町
）
に
赴
く
に
あ
た
り
随
侍
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
凸
巌
は
元
禄
二
年
七
月
、
天
桂
の
大
雲
寺
進
山

に
に
随
侍
し
て
大
雲
寺
に
赴
き
、
翌
三
年
四
月
退
院
に
随
い
、
六

月
に
は
郷
里
浜
松
に
帰
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
凸
巌
は
元
禄
三
年
十
月
よ
り
、
冬
安
居
を
盤
珪
の
い

る
龍
門
寺
で
修
す
。
こ
の
年
の
結
制
は
「
龍
門
の
大
結
制

）
45
（

」
と

い
わ
れ
、
盤
珪
の
史
伝
『
盤
珪
大
和
尚
紀
年
略
録
』
で
も
結
衆

一
千
三
百
人
を
集
め
、
堂
単
を
確
保
す
る
た
め
に
数
多
く
の
禅
堂

を
建
て
た
こ
と
な
ど
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
る
。

冬
、
龍
門
に
結
制
し
、
大
い
に
門
庭
を
開
き
、
四
来
を
接
納
す
。
其

の
風
を
望
ん
で
趨
く
者
、
麋
の
ご
と
く
に
到
り
、
鱗
の
ご
と
く
に
坌

る
。
是
に
於
て
、
堂
単
以
て
容
る
る
所
無
き
に
至
る
。
俄
に
禅
堂
を

建
て
て
、
来
る
に
随
っ
て
参
堂
せ
し
む
。
旧
に
在
る
を
旧
禅
堂
と
曰

い
、
新
た
に
建
て
し
を
新
禅
堂
と
曰
う
。
復
た
東
に
建
て
し
を
東
禅

堂
と
曰
い
、
復
た
建
て
て
南
西
北
禅
堂
有
り
、
復
た
建
て
て
前
中
後

等
の
禅
堂
有
り
。
凡
そ
禅
堂
若
干
所
、
或
は
三
十
箇
、
五
十
箇
、
乃

至
七
十
八
十
、
堂
の
広
狭
に
随
い
て
安
単
せ
し
む
。
皆
諸
宗
の
名
徳
、

一
時
の
俊
傑
な
り
。
其
の
数
都
て
一
千
三
百
余
人
、
其
の
外
に
在
り

て
宿
し
、
会
に
列
す
る
者
、
万
を
以
て
数
う
。
法
席
人
物
の
盛
な
る

こ
と
、
中
世
未
だ
之
れ
有
ら
ず
。

（
『
盤
珪
禅
師
全
集
』
三
六
八
頁
）

こ
の
結
制
を
前
に
凸
巌
は
、
天
桂
の
法
弟
独
玄
が
江
湖
頭
を
務
め

る
伊
勢
高
大
（
台
）
寺
（
不
詳
）
に
あ
り
、
十
月
の
五
則
を
過
ご

し
た
後
、
故
国
の
老
母
の
死
急
を
伝
え
る
書
を
偽
っ
て
龍
門
寺
に

赴
き

）
46
（

、
更
に
こ
の
結
制
の
規
模
内
容
を
「
古
今
未
だ
見
聞
せ
ず
」

と
し
て
、
極
め
て
詳
細
に
記
持
し
て
い
る
。
以
下
長
部
に
亘
る
が
、

龍
門
寺
結
制
の
様
相
に
つ
い
て
の
述
記
を
挙
げ
る
。

余
二
十
九
歳
冬
、
幡
州
龍
門
寺
に
於
て
大
会
。
余
、
預
め
聞
く
と
雖

も
、
天
桂
師
の
法
弟
独
玄
、
勢
州
高
大
寺
に
首
職
す
る
に
、
彼
の
大

会
に
赴
く
こ
と
を
得
ず
、
独
玄
を
佐
け
て
高
大
会
に
入
る
。
十
月
五

則
を
過
ご
し
て
後
、
養
円
師
が
円
覚
講
、
湛
光
師
が
維
摩
講
、
開
席

二
三
日
後
、
一
計
を
密
議
し
て
偽
り
て
故
国
老
母
の
死
急
、
書
を
役
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寮
に
呈
露
し
免
ず
る
こ
と
を
得
た
り
。
遂
に
門
を
出
て
山
田
曽
禰
町

根
木
谷
弥
三
衛
門
の
館
に
至
り
、
同
伴
を
催
し
幡
州
に
赴
く
。
是
れ

大
妄
語
と
雖
も
、
素
志
巻
き
難
き
を
以
て
、
拔
舌
を
遑
せ
ず
。
自
ら

罪
を
負
う
者
な
り
。
然
し
て
幡
州
龍
門
の
大
会
に
至
る
こ
と
、
十
一

月
上
旬
の
末
な
り
。

大
凡
禅
師
の
会
、
結
制
の
日
よ
り
解
制
に
至
る
ま
で
、
日
日
新
掛
搭

有
り
、
送
行
す
る
者
有
り
。
就
中
、
此
の
冬
の
大
会
の
如
き
、
禅
師

生
涯
の
大
法
筵
に
し
て
出
入
曽
て
難
渋
有
る
こ
と
無
し
。
故
に
掛
搭

遅
き
と
雖
も
入
衆
を
得
た
り
。

龍
門
の
大
会
は
、
古
今
未
だ
見
聞
せ
ず
、
是
れ
禅
師
道
徳
円
成
、
自

然
の
光
明
、
名
を
貪
り
誉
を
討
む
る
類
の
逮
ぶ
所
に
非
ず
。
初
め
よ

り
大
会
の

儲
ひ
か
え

有
り
と
雖
も
、
師
よ
り
始
め
て
随
衆
皆
な
謂
く
、
仮

い
雲
衆
多
く
も
三
百
余
に
過
ぎ
ず
、
是
れ
師
最
後
の
会
な
る
と
き
は

一
人
を
辞
せ
ず
、
悉
く
容
る
べ
し
と

）
47
（

。
故
に
新
た
に
斎
堂
を
建
つ
る

こ
と
□
八
間
掛
搭
す
。
八
月
に
肇
め
て
潮
の
如
く
朝
湊
し
、
日
に
或

は
二
十
、
三
十
、
或
は
六
十
、
七
十
日
、
競
い
入
る
。
諸
堂
多
し
と
雖

も
次
第
に
安
単
し
了
り
て
将
に
簷
下
に
坐
せ
ん
と
す
。
二
時
を
斎
堂

に
行
ず
と
雖
も
、
而
も
辨
じ
了
ら
ず
。
旧
随
常
住
衆
、
多
く
は
平
庫

に
飯
し
、
安
衆
邃
か
に
成
ら
ず
、
工
を
鳩
め
て
材
を
集
め
て
席
を
造

り
、
夜
以
て
日
を
次
ぎ
、
空
地
悉
く
禅
堂
を
建
て
禅
師
自
ら
こ
れ
を

指
揮
し
て
言
く
、
「
法
の
為
に
来
る
者
は
都
て
知
識
の
卵
雛
、
我
が

貴
ぶ
が
所
の
請
客
は
、
雲
水
に
過
ぎ
る
こ
と
無
し
」
。
故
に
或
は
自

ら
席
を
敷
き
、
諸
品
を
頥
指
し
て
、
次
第
に
安
単
す
。
衆
増
に
随
い

て
供
養
勤
行
の
規
則
、
自
然
に
定
ま
り
一
千
二
百
員
に
至
る
。

禅
堂
は
謂
ゆ
る
本
禅
堂
、
旧
禅
堂
、
新
禅
堂
、
中
禅
堂
、
東
禅
堂
、

西
禅
堂
、
南
禅
堂
、
北
禅
堂
、
前
禅
堂
、
後
禅
堂
、
其
の
他
、
名
を

忘
れ
た
る
有
り
。
外
に
律
院
有
り
て
大
比
丘
廿
五
人
、
浄
人
各
お
の

携
え
て
五
十
人
別
竈
な
り
。

延
寿
堂
有
り
て
、
瞻
病
十
箇
余
、
医
師
、
衆
と
斉
し
く
制
に
入
る
者

四
人
、
小
病
は
日
夜
往
来
し
て
總
煎
を
服
し
て
帰
り
、
大
病
は
此
の

堂
に
臥
す
る
者
、
常
に
二
十
、
三
十
、
一
会
中
の
亡
僧
二
三
人
か
。

浴
室
四
処
、
鶏
鳴
に
初
め
て
竟
日
三
更
を
以
て
之
を
終
う
。
浄
頭
は

京
東
福
寺
の
如
く
に
は
非
ず
し
て
、
毎
堂
、
便
に
随
い
て
之
を
建
つ
。

競
わ
ず
遠
か
ら
ず
恰
好
せ
り
。

此
の
会
、
大
群
聚
に
且
つ
諸
宗
混
雑
に
依
り
て
知
客
四
人
を
立
つ
。

所
謂
る
洞
済
両
人
諸
宗
両
人
な
り
。
地
蔵
堂
を
以
て
厂解
院
と
為
し
て
、

衆
至
る
と
き
は
宗
を
問
い
て
其
の
知
客
、
之
を
弁
じ
、
其
の
日
、
朧

院
に
送
り
、
一
被
一
枕
を
与
う
。
夜
宿
せ
し
め
明
日
所
住
の
堂
に
移

す
。

関
門
内
外
両
所
、
網
干
は
京
極
備
中
守
所
領
に
し
て
命
じ
て
護
門
の

司
と
吏
と
を
置
く
こ
と
、
一
城
の
備
の
如
く
す
。

粥
飯
二
時
の
所
弁
は
毎
堂
、
衆
数
に
随
い
て
飯
台
を
置
く
。
承な

げ
し塵

或

は
梁
下
に
長
竿
を
架
し
て
其
の
上
に
安
じ
、
二
時
必
ず
堂
衆
自
ら
飯

台
を
下
ろ
し
て
鉢
を
安
じ
て
黙
坐
す
。

行
堂
六
十
人
、
毎
堂
、
衆
の
多
寡
に
随
い
て
或
は
四
人
六
八
等
な
り
。

庫
下
の
三
鐘
に
随
い
て
供
器
を
台
に
載
せ
て
、
両
人
相
い
荷
い
て
毎
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堂
に
至
る
。
故
に
一
会
同
時
に
喫
し
了
り
て
給
士
六
十
人
、
庫
下
に

於
て
同
時
に
喫
す
。

諸
堂
供
器
の
配
送
は
飯
器
汁
器
菜
器
、
衆
の
多
少
に
随
い
て
飯
箪

二
三
四
汁
桶
、
之
を
斎
い
菜
器
は
其
の
半
に
し
て
同
時
に
運
送
し
て

反
復
し
て
受
け
来
る
こ
と
無
し
。
余
の
居
る
所
は
、
禅
堂
に
し
て

五
十
人
に
し
て
飯
台
十
七
脚
、
飯
器
四
汁
四
菜
二
、
後
噉
器
四
箱
に

各
お
の
四
箇
重
な
り
。
諸
堂
例
し
て
知
る
べ
し
。

廚
庫
の
弁
様
は
飯
器
汁
器
菜
器
、
三
処
に
分
ち
て
各
お
の
之
を
積
み

て
丘
畳
の
如
く
三
味
を
弁
ず
る
者
、
各
お
の
其
の
器
に
盛
り
て
例
在

す
。
三
味
、
三
処
に
分
つ
。

木
札
を
司
る
者
、
器
毎
に
木
札
を
安
ず
。
所
言
、
預
め
諸
堂
の
数
に

随
い
て
堂
の
名
を
札
に
書
し
、
且
ら
く
前
禅
堂
の
如
き
、
器
、
十
四

箇
有
る
を
以
て
、
札
も
十
四
有
り
。
故
に
札
を
司
る
者
、
器
毎
に
机

を
安
ず
る
と
き
は
、
給
士
各
自
に
之
を
照
ら
し
て
擔
荷
し
去
り
て
言

う
こ
と
無
し
。

節
量
食
、
法
を
立
つ
こ
と
無
く
し
て
師
の
会
に
熟
す
る
者
、
貪
食
せ

ず
粥
、
二
三
次
に
過
ぎ
ず
、
飯
一
合
五
七
、
夕
後
噉
餅
子
、
大
拇
指

大
な
る
も
の
五
六
顆
、
皆
病
を
生
ぜ
ざ
る
用
心
な
り
。
余
の
如
き
は

洞
曹
よ
り
初
め
て
入
り
て
飽
満
貪
食
の
習
、
未
だ
亡
ぜ
ず
。
初
め
饜

く
ま
で
喫
し
て
病
を
生
じ
、
後
に
熟
し
て
多
食
せ
ず
。

炊
爨
の
様
、
伝
え
聞
く
勝
（
聖
）
一
国
師
千
人
法
幢
の
時
、
或
は

二
百
、
或
は
百
五
十
員
、
竈
を
異
に
し
て
之
を
弁
ず
と
。
親
し
く
大

会
に
値
は
ざ
る
者
は
、
因
縁
有
り
て
之
を
補
佐
す
と
も
、
応
に
別
竈

に
非
ず
ん
ば
千
員
余
の
供
養
を
弁
出
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
思
う
べ

し
。
龍
門
の
大
会
を
見
る
に
、
洎
ん
ど
感
発
せ
り
。
巨
釜
五
口
、
径

三
尺
四
五
寸
許
り
、
二
口
は
飯
を
炊
き
、
一
口
は
汁
を
烹
て
、
一
口

は
菜
を
烹
る
。
其
の
余
の
小
釜
五
七
口
。

且
ら
く
飯
を
炊
く
が
如
き
、
両
釜
湯
を
沸
点
し
て
米
を
洗
い
、
笊
籬

に
盛
り
、
飯
桶
上
に
両
條
の
本
を
架
し
、
粥
後
香
二
絲
の
後
、
籬
米

を
釜
中
に
投
じ
、
木
を
以
て
之
を
截
り
沸
濤
一
両
湧
し
て
、
直
に
籬

耳
を
提
げ
て
之
を
揚
げ
、
両
條
木
上
に
安
じ
、
藁
席
を
持
っ
て
之
を

蓋
い
、
開
静
前
に
至
り
て
飯
桶
に
移
し
、
両
釜
一
炊
し
て
足
る
。
一

釜
一
籬
に
米
六
斗
を
炊
き
、
後
に
は
減
じ
て
五
斗
に
至
る
と
い
う
。

後
噉
餅
子
、
毎
日
闕
く
こ
と
無
し
。
粥
後
直
に
一
口
の
巨
釜
に
蒸
し
、

木
臼
四
口
に
し
て
杵
各
お
の
四
提
、
剃
髮
出
家
を
願
い
て
投
入
す
る

者
二
十
四
五
人
、
渠
等
杵
を
取
り
て
舂
く
。

其
の
米
一
石
五
斗
、
日
々
是
の
如
し
。

其
の
胡
餅
を
團
む
る
や
、
玉
を
転
ず
る
が
如
し
。
大
小
豆
粉
、
両
盆

左
右
に
分
ち
て
團
き
も
の
餅
を
截
断
り
て
両
器
に
飛
す
。
一
器
各
お

の
二
人
、
箸
を
挟
み
て
粉
を
纏
う
こ
と
、
粉
最
も
沙
糖
を
加
う
る
こ

と
多
く
し
て
直
に
之
を
重
器
に
籠
め
て
四
重
一
箱
、
一
石
五
斗
の
餅
、

都
て
四
段
重
に
盛
る
。
重
器
多
き
こ
と
知
る
べ
し
。

汁
味
野
菜
蘿
蔔
大
根
、
定
ま
ら
ず
。

菜
羹
一
釜
、
時
に
随
い
て
転
変
す
。
豆
腐
の
類
の
如
き
、
炙
る
と
油

と
両
種
一
釜
に
し
て
通
行
の
時
、
病
無
病
の
好
み
を
取
る
を
問
い
て

之
を
供
す
。
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六

晨
朝
の
豆
粥
、
日
々
変
わ
ら
ず
。
多
く
前
日
煎
茶
の
残
を
加
う
。
故

に
諸
堂
直
日
、
茶
を
取
る
時
、
茶
頭
必
ず
其
の
剰
り
此
に
還
せ
と
言

う
。
還
す
と
き
は
別
器
に
溜
む
。
是
れ
晨
粥
を
加
う
る
の
用
心
な
り
。

小
豆
一
朝
の
分
量
大
率
五
斗
。

仮
立
禅
堂
、
横
梁
二
間
半
、
走
桁
の
量
は
衆
に
随
っ
て
長
短
あ
り
。

悉
く
一
席
一
人
、
両
辺
相
対
し

毎
人
一
被
一
枕
、

背
壁
に
袈
裟
手
巾
を
掛
け
、
被
衾
を
畳
み
て
腰
背
に
置
き
端
を
出
し

て
坐
團
と
為
す
。

夜
寝
は
頭
々
相
向
ふ
。

中
間
三
尺
を
通
路
と
為
す
。

毎
堂
、
通
夜
燈
を
置
く
。

堂
毎
に
仏
像
を
安
じ
て
法
器
厳
具
、
悉
く
備
ふ
。

禅
誦
偕
に
毎
堂
に
行
ず
。
唯
だ
斎
時
半
斎
の
み
本
堂
に
聚
ま
り
内
衆

千
余
、
外
宿
尼
僧
五
百
余
員
、
一
堂
に
聚
ま
る
を
堂
外
簷
下
に
至
る

ま
で
雷
同
す
。
諷
経
、
挙
経
回
向
を
分
た
ず
、
諸
宗
各
家
の
念
誦
、

或
は
未
だ
半
ば
な
ら
ざ
る
に
堂
奥
よ
り
推
し
て
出
ず
る
を
見
て
、
経

を
止
め
て
堂
に
帰
る
の
み
。

楽
器
、
鼓
版
等
無
く
、
念
経
に
は
大
殿
報
鐘
る
と
き
は
、
諸
堂
磬
を

打
し
て
念
経
す
。
坐
禅
に
は
本
禅
堂
に
於
て
小
鐘
三
下
す
る
と
き
は
、

毎
堂
直
日
、
手
磬
を
以
て
止
靜
経
行
開
静
す
。

諸
所
禅
堂
多
し
と
雖
も
、
曽
て
往
来
せ
ず
。
故
に
旧
好
親
友
、
会
に

在
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
所
居
の
堂
中
と
雖
も
、
席
を
踰
え
て
知
己
を

報
ず
る
こ
と
無
し
。

浴
日
剃
髪
、
隣
単
相
い
剃
り
了
る
と
き
は
、
黙
坐
し
語
譚
せ
ず
。

沐
浴
に
は
人
数
を
以
て
呼
ぶ
。
故
に
昼
夜
を
論
ぜ
ず
、
呼
ぶ
に
随
っ

て
堂
中
列
坐
し
、
次
第
に
入
浴
し
て
辞
譲
す
る
こ
と
無
し
。

毎
堂
常
住
、
耆
宿
一
人
、
堂
司
と
為
し
、
叢
林
従
来
の
規
矩
を
匡
す

類
に
非
ず
。
但
だ
諸
宗
の
徒
を
し
て
之
を
教
え
て
惑
わ
ざ
ら
し
む
る

の
み
。
又
、
堂
衆
の
諸
用
を
弁
ず
る
が
為
な
り
。

禅
師
の
説
法
は
斎
罷
、
直
に
廚
庫
諸
具
洗
い
了
り
、
翌
日
の
辨
菜
了

る
と
き
は
内
外
緇
素
貴
賤
、
本
堂
に
群
擁
し
て
師
の
出
づ
る
を
待
つ
。

中
央
に
椅
子
を
安
き
、
師
、
袈
裟
を
着
し
椅
に
上
り
、
侍
者
左
右
に

立
つ
。
香
一
絲
の
間
、
不
生
を
説
き
て
日
々
同
じ
。
疑
を
挙
げ
れ
ば

決
示
す
。
邇
き
者
、
三
四
間
な
る
は
坐
な
が
ら
問
う
、
遠
き
と
き
は

侍
者
、
椅
前
に
召
す
に
、
大
群
、
卓
錐
の
露
席
無
く
、
膝
を
踏
み
、

肩
に
跨
が
り
、
人
の
膝
上
に
在
り
て
疑
問
す
。
師
素
よ
り
病
躬
、
音

声
遠
か
ら
ず
。
故
に
椅
下
に
呼
ぶ
。
一
人
、
疑
を
揚
げ
て
決
を
得
る

と
き
は
、
千
人
氷
消
す
。
故
に
一
日
、
筵
上
の
疑
問
、
亦
た
多
か
ら

ず
。
然
る
に
此
の
大
会
の
爲
人
、
廣
林
の
会
と
視
る
と
き
は
、
精
麁
、

遙
か
に
異
な
れ
り
。
大
群
、
争
か
細
密
を
尽
さ
ん
。

或
は
独
参
を
希
う
と
き
は
、
師
の
快
否
に
随
い
て
許
否
あ
り
。
武
の

廣
林
会
に
在
り
て
は
一
等
独
参
の
事
有
り
。

臘
月
大
尽
に
至
り
て
三
朝
放
参
の
令
有
り
。
此
に
於
て
初
め
て
炭
火

を
團
め
て
談
を
交
え
、
或
は
旧
知
に
諸
堂
に
逢
い
、
或
は
相
い
知
己

す
。
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六
七

然
る
に
三
朝
の
供
養
、
没
量
、
思
議
を
出
て
、
晨
朝
一
千
二
百
の
弁

餅
あ
り
。
言
わ
ゆ
る
薄
暮
に
白
餅
を
営
み
、
薄
く
柔
ら
か
に
し
て
暁

に
至
り
て
沸
湯
に
投
じ
て
汁
菜
と
斎
し
く
引
く
。
故
に
味
三
日
皆
同

じ
。
念
誦
等
、
常
の
如
し
。

正
月
五
日
を
も
っ
て
解
制
、
異
な
る
法
則
無
き
な
り
。
〈
元
禄
四
年

辛
未
な
り
〉

師
一
生
竟
に
未
だ
聘
物
を
在
家
に
行
う
こ
と
を
聞
か
ず
。
出
家
門
中

も
亦
た
同
じ
。

（
『
識
遺
編
』
巻
一
「
聞
仏
智
弘
濟
禅
師
盤
珪
琢
和
尚
之
入
滅
記
并
一

代
略
記
」
72
丁
左
～
80
丁
右
）

こ
の
元
禄
三
年
冬
か
ら
元
禄
四
年
正
月
ま
で
の
龍
門
寺
の
大
結
制

の
規
模
と
そ
の
共
同
生
活
の
様
相
を
、
凸
巌
は
具
体
的
な
数
量
を

以
て
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
凸
巌
は
僧
衆
千
二
百
人
と
す
る
が
、

盤
珪
の
史
伝
で
は
共
通
し
て
千
三
百
人

）
48
（

と
し
、
ま
た
寺
外
よ
り
来

る
道
俗
の
衆
を
含
め
れ
ば
「
五
六
千
人

）
49
（

」
と
伝
え
て
い
る
。

凸
巌
の
盤
珪
下
で
の
参
学

　

盤
珪
下
で
参
学
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）

年
の
盤
珪
遷
化
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い

る
。

元
禄
五
年
壬
申
、
師
、
武
の
廣
林
に
冬
結
制
し
て
、
癸
酉
（
元
禄
六

年
）
幡
州
に
帰
駕
す
。
九
月
三
日
示
寂
。
故
に
法
乳
の
恩
万
一
を
酬

い
ん
と
欲
す
。
焼
香
し
偈
を
唱
う
。

嗟
茲
歳
癸
酉
九
月
初
三
日
、
勅
仏
智
弘
濟
盤
珪
琢
禅
師
、
滅
を
幡
の

龍
門
に
示
す
。
弟
子
聞
い
て
懊
悩
す
。
曽
て
師
に
武
に
参
じ
て
乳
恩
、

母
よ
り
も
篤
し
。
彼
の
廣
林
に
参
ず
る
の
頭
、
未
だ
許
さ
ざ
る
こ
と

三
十
度
、
若
し
輙
く
相
見
を
許
さ
ば
、
何
ぞ
恩
沢
の
厚
き
を
知
ら
ん
。

竟
に
出
入
難
か
る
こ
と
無
く
、
魚
の
江
湖
に
忘
る
る
が
如
し
。
憶
う

昔
十
八
歳
、
勢
陽
に
碧
巌
を
聴
き
、
磌
啓
の
道
名
を
伝
え
て
示
を
請

へ
ど
も
曽
て
説
か
ず
。
唯
だ
示
と
説
と
聴
と
は
、
悉
く
是
れ
碧
巌
の

如
し
。
我
に
一
字
の
説
無
し
。
你
に
向
か
っ
て
甚
麼
を
か
言
わ
ん
。
吾
、

望
洋
と
し
て
啞
の
如
く
、
辞
を
告
げ
拝
し
て
門
を
出
づ
。
杖
を
卓
て

て
意
、
穏
や
か
な
ら
ず
。
再
び
入
り
て
筆
痕
を
請
う
。
悖
然
と
し
て

無
筆
と
答
え
、
払
袖
し
て
柴
扉
を
出
づ
。
高
声
に
弥
陀
を
歌
い
、
尿

を
送
り
盥
い
て
坐
し
な
が
ら
言
う
、
念
仏
を
書
し
て
遣
ら
ん
か
と
。

尼
有
り
、
偈
を
与
え
よ
と
勧
む
。
即
ち
偈
を
書
し
て
余
に
与
う
。
拝

吟
し
て
幾
感
謝
す
。
師
甚
だ
讃
嘆
し
て
道
う
。
「
你
須
く
明
師
に
値

う
べ
し
。
師
を
尋
ね
て
深
く
参
尋
せ
ば
、
即
ち
生
死
を
脱
す
る
こ
と

を
得
ん
」
と
。

爾
来
、
幾
師
を
訪
ふ
。
悉
く
磨
甎
を
以
て
教
ゆ
。
頭
を
尋
ね
て
岐
羊

を
追
い
、
空
を
求
め
て
牛
背
に
狂
す
。
跏
を
結
ぶ
黒
山
窟
。
風
を
繋

ぐ
明
窓
の
下
。
舌
を
鳴
ら
し
て
糟
粕
を
嚼
み
、
眼
を
怒
ら
せ
て
棒
喝

を
学
ぶ
。
時
に
師
の
道
風
を
聞
く
。
希
に
優
曇
華
を
見
る
。
爾
前
に

吾
学
ぶ
所
、
都
て
是
れ
瓦
礫
を
筭
う
。
将
に
謂
え
り
法
は
悟
に
究
ま

る
と
。
初
め
信
ず
迷
悟
を
踰
ゆ
る
こ
と
を
。
仏
祖
、
法
眼
を
伝
う
も
、
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両
土
総
て
盲
瞽
。
師
独
り
圓
明
を
得
る
。
譬
え
れ
ば
明
鏡
の
照
ら
す

が
如
し
。
一
眼
に
万
機
を
分
ち
、
妍
醜
既
に
歴
然
。
法
は
仏
祖
の
法

に
非
ず
、
遙
に
縄
墨
の
外
に
出
づ
。
道
に
凡
聖
を
隔
つ
こ
と
無
く
、

当
体
に
不
生
を
指
す
。
不
生
豈
に
是
れ
法
な
ら
ん
や
。
生
ぜ
ざ
る
が

故
に
滅
せ
ず
。
師
の
法
は
修
証
に
非
ず
。
你
が
不
生
の
心
を
暁
し
て

は
、
六
根
元
是
れ
鏡
。
心
を
生
ぜ
ず
し
て
自
ず
か
ら
朗
ら
か
な
り
。

父
母
所
生
の
眼
、
悉
く
見
す
法
界
海
。
師
は
是
れ
大
長
者
。
子
を
養

う
こ
と
幾
千
万
。
癡
子
、
三
車
を
執
り
、
生
滅
の
火
宅
に
惑
う
。
大

白
圓
明
の
車
、
多
く
疑
い
て
退
席
せ
ん
と
す
。
窮
子
、
除
糞
を
喜
び

て
、
天
然
の
貴
き
こ
と
を
知
ら
ず
。
沙
を
圧
し
て
油
を
求
め
ん
と
欲

し
て
。
圓
明
の
額
珠
に
は
背
く
。
師
は
是
れ
大
医
王
。
一
薬
、
衆
病

を
治
す
。
於
戯
、
師
の
道
の
盛
ん
な
る
、
春
樹
の
花
を
放
つ
が
如
し
。

法
幢
七
十
刹
、
門
弟
五
百
員
。
就
中
、
龍
門
の
会
、
一
千
二
百
衆
。

八
宗
悉
く
朝
湊
す
。
四
河
一
味
水
。
師
、
叢
林
の
規
矩
を
病
む
衰
運

を
悲
し
む
が
為
に
、
曽
て
法
度
を
立
せ
ず
、
自
然
に
し
て
蠻
觸
無
し
。

三
百
年
来
の
鏡
、
衆
星
中
の
月
の
若
し
。
化
縁
既
に
畢
竟
し
て
、
寿

蓋
し
七
十
三
。
滅
を
幡
の
龍
門
に
示
し
て
、
法
燈
、
嗟
、
已
ん
な
る

か
な
。

師
、
廣
林
の
会
に
在
り
て
、
医
生
問
う
、
気
と
理
と
是
れ
一
か
是
れ

二
か
。
師
云
く
「
你
は
如
何
」
。
云
く
「
某
、
一
な
り
と
知
る
」
。
師

云
く
「
你
疑
わ
ざ
る
已
前
、
一
も
亦
た
無
し
」
。

或
る
人
問
う
「
師
云
く
『
念
を
止
む
こ
と
を
用
い
ず
、
思
い
続
が
ざ

れ
ば
念
も
亦
た
不
生
』
と
示
し
た
ま
う
こ
と
は
、
古
人
の
言
わ
ゆ
る

『
続
が
ざ
る
は
是
れ
薬
』
の
意
か
」
。
師
云
く
、
「
古
人
を
引
く
こ
と

勿
れ
」
。
或
る
人
、
『
楞
厳
』
の
阿
難
開
解
の
旨
を
挙
げ
て
、
自
己
の

了
解
を
述
ぶ
。
師
云
く
、「
仏
、
阿
難
等
の
開
解
は
仏
・
阿
難
に
帰
す
。

你
の
事
に
非
ず
。
只
だ
自
己
の
不
生
を
知
れ
」
。

或
る
人
、
叢
林
の
問
答
の
如
く
、
語
句
を
挙
げ
て
見
解
を
呈
す
。
師

答
え
ず
し
て
便
ち
示
し
て
云
く
「
我
も
亦
た
昔
、
問
答
を
学
び
、
坐

禅
純
一
に
し
て
常
に
坐
具
を
腰
に
し
て
東
廊
西
廊
に
も
相
見
の
処
、

即
ち
問
答
し
て
咄
唱
に
矜
る
。
是
れ
皆
異
邦
の
禅
風
、
他
の
言
句
を

学
び
て
自
己
に
益
無
し
。
倭
人
は
倭
語
に
通
じ
て
而
も
足
る
。
悉
く

学
得
底
の
事
な
り
。
故
に
今
吾
が
徒
、
都
て
問
答
を
聴
さ
ず
、
書
を

閲
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
書
を
覧
る
と
き
は
則
ち
眼
を
瞎
す
」
。

一
僧
、
下
谷
智
達
師
の
下
よ
り
来
る
。
其
の
僧
、
三
年
結
跏
し
巾
を

以
て
両
脚
を
縛
り
、
人
に
負
わ
れ
て
特
に
来
り
て
師
に
見
え
、
即
ち

結
跏
の
み
に
し
て
坐
拝
し
て
両
手
を
席
に
着
け
て
身
を
旋
ら
す
こ
と

一
匝
し
て
牛
鳴
を
為
す
。
師
云
く
、
「
吾
、
一
見
し
て
毫
も
爽
う
こ

と
無
し
。
你
虚
妄
の
作
略
を
為
し
、
仮
い
即
時
に
毛
を
被
り
角
を
戴

く
奇
特
を
現
ず
と
も
、
老
僧
が
眼
を
昧
ま
す
こ
と
を
得
ず
」
と
。
其

の
僧
、
見
解
を
吐
く
も
、
師
曽
て
肯
わ
ず
。
是
の
如
く
な
る
こ
と

二
三
座
に
し
て
在
会
を
願
う
。
故
に
許
し
て
寺
中
に
居
す
も
、
猶
お

毎
日
見
解
を
述
ぶ
。
師
曰
く
、
「
皆
な
造
ら
へ
作
す
こ
と
に
し
て
本

然
不
生
に
あ
ら
ず
」
。
師
尋
常
、
他
の
行
弊
を
是
非
せ
ず
。
故
に
常

結
跏
を
斥
か
ず
。
或
は
見
解
を
逞
し
う
す
る
に
因
り
て
、
師
曰
く
「
你
、

人
を
見
る
こ
と
得
る
や
」
。
僧
云
く
「
吾
、
人
を
見
る
」
。
師
呵
し
て
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六
九

云
く
「
吾
が
眼
前
に
在
り
て
争
で
か
偽
る
こ
と
を
得
ん
。
你
が
人
を

見
る
と
言
う
は
、
鍋
の
背
を
以
て
人
に
向
か
う
が
如
し
」
と
。
其
の

僧
、
此
よ
り
服
膺
し
て
懺
謝
し
、
縛
跏
を
解
き
て
両
脚
の
瘦
羸
、
歩

行
を
得
ざ
る
こ
と
三
旬
、
余
後
、
衆
に
随
い
て
自
恣
行
脚
す
。
後
に

伝
う
、
此
よ
り
他
後
行
跡
、
破
戒
甚
だ
し
と
。
誠
に
師
の
人
を
見
る

の
明
ら
か
な
る
こ
と
を
感
ず
。

或
が
云
く
「
師
の
言
う
所
は
諸
の
難
行
、
或
は
深
く
凝
ら
し

密
き
び
し

く

坐
す
は
皆
利
益
無
し
と
。
然
れ
ど
も
師
既
に
難
行
大
疑
の
故
に
今
円

明
に
至
る
、
如
何
」
。
師
曰
く
「
難
行
若
し
道
に
利
あ
ら
ば
、
吾
何

ぞ
人
の
善
事
を
遮
ら
ん
や
。
吾
が
昔
苦
行
せ
し
は
直
指
を
導
く
人
に

逢
わ
ざ
る
故
な
り
。
吾
昔
日
深
く
疑
を
凝
ら
し
て
密
に
坐
し
胸
焦
が

れ
て
言
う
に
随
っ
て
血
玉
飛
び
出
し
、
坐
強
き
が
故
に
脱
紅
を
生
じ
、

是
の
如
く
の
病
体
に
至
る
。
後
に
自
ら
益
無
き
こ
と
を
知
り
、
人
を

知
る
こ
と
を
得
て
今
、
人
の
爲
に
此
の
不
生
を
説
く
。
你
諸
人
の
今
、

吾
に
逢
う
は
是
れ
大
な
る
幸
い
な
り
。
唯
だ
不
生
を
信
ず
れ
ば
急
に

成
ら
ん
と
欲
す
る
こ
と
莫
れ
。
」

或
が
云
く
「
若
し
急
に
成
ら
ず
ん
ば
、
甚
の
時
か
円
明
に
至
ら
ん
」
。

師
云
く
「
你
、
早
く
成
じ
て
誉
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
か
」
。
云
く
「
然

ら
ず
。
露
命
、
旦
に
し
て
夕
を
待
た
ず
」
。
師
云
く
「
不
生
を
決
定

す
れ
ば
此
の
生
に
限
ら
ず
」
。

或
問
。
「
臨
終
、
云
何
ん
が
用
心
せ
ん
」
。
師
曰
く
「
不
生
に
は
臨
終

無
し
」
。

或
が
問
。
「
善
悪
の
因
果
云
何
」
。
師
曰
く
「
不
生
は
善
悪
に
あ
ら
ず
。

因
果
に
あ
ら
ず
」
。

或
問
。
「
深
く
疑
い
て
悟
ら
ず
ん
ば
、
争
か
不
生
を
知
ら
ん
」
師
曰

く
「
疑
い
て
悟
り
悟
れ
ば
必
ず
迷
ふ
。
不
生
は
迷
悟
を
超
ゆ
」
。

或
が
問
。
不
生
云
何
ん
が
念
ぜ
ん
。
師
曰
く
「
不
生
は
念
提
無
し
。

不
生
な
る
者
の
無
し
。
你
、
不
生
の
言
を
聞
い
て
自
ら
念
を
逐
う
」
。

或
問
。
「
従
上
の
祖
師
、
皆
大
悟
あ
り
。
悟
ら
ず
ん
ば
争
か
不
生
に

至
ら
ん
」
。
師
曰
く
「
若
し
能
悟
所
悟
有
ら
ば
、
是
れ
二
心
有
り
。

一
尚
お
無
し
、
豈
に
二
あ
ら
ん
や
」
。

或
問
。 

「
声
に
随
っ
て
聞
生
じ
、
色
に
随
っ
て
見
生
ず
。
云
何
」。
師

曰
く
「
見
も
聞
も
不
生
な
り
。
你
見
聞
を
生
ず
と
謂
え
り
。
你
が
見

聞
以
前
に
若
し
青
白
に
通
ぜ
ず
ん
ば
、
争
か
是
れ
青
是
れ
白
と
知
る

こ
と
を
得
ん
。
故
に
見
聞
は
皆
、
第
二
第
三
な
り
」。
云
く
「
若
し

二
三
な
ら
ば
見
聞
は
生
滅
に
属
す
」。
師
云
く「
見
聞
皆
な
不
生
な
り
」。

或
い
は
曰
く
「
仏
菩
薩
に
奇
瑞
霊
験
有
り
、
如
何
」
。
師
曰
く
「
念

ぜ
ざ
る
に
有
り
や
」
。
云
く
「
念
ぜ
ざ
れ
ば
験
無
し
」
。
師
曰
く
「
然

ら
ば
自
に
在
り
て
他
に
あ
ら
ず
」
。

或
問
。
「
法
眼
円
明
、
云
何
」
。
師
曰
く
「
得
ん
と
欲
す
れ
ば
即
ち
瞎

す
。
元
自
ず
か
ら
円
な
り
。
我
欲
を
以
て
の
故
に
昧
ま
す
。
渡
頭
の

三
老
、
駅
次
の
馬
御
、
学
ば
ず
ん
ば
人
を
分
つ
に
熟
す
。
法
眼
も
即

ち
此
の
眼
に
し
て
其
の
業
に
熟
す
る
の
異
な
る
の
み
。
眼
性
、
異
な

る
こ
と
無
し
」
。

或
問
。
「
宗
門
嗣
法
云
何
」
。
師
曰
く
「
鏡
々
相
照
ら
す
が
如
し
。
一

鏡
若
し
微
塵
を
存
す
る
も
、
歴
然
と
し
て
影
を
現
ず
。
師
資
相
い
知
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る
こ
と
此
の
如
し
。
仏
祖
、
是
を
以
て
相
続
す
。
異
朝
も
亦
た
三
百

年
来
、
大
慧
に
始
め
て
此
の
法
既
に
断
絶
す
。
吾
、
道
者
超
元
和
尚

に
侍
し
て
、
其
の
人
を
照
ら
す
の
明
ら
か
な
る
を
見
、
其
の
在
会
の

人
を
弁
ず
る
こ
と
、
鏡
の
妍
醜
を
弁
ず
る
が
如
し
。
惜
し
い
か
な
、

障
碍
有
り
て
明
に
帰
る
。
隠
元
初
め
来
朝
す
る
こ
と
請
疏
を
以
て
す

る
に
、
余
も
亦
た
其
の
連
印
一
数
に
し
て
、
隠
元
既
に
長
崎
に
着
岸

し
て
忽
ち
相
見
し
て
直
に
法
眼
未
だ
円
な
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る

）
50
（

。
故

に
退
い
て
再
び
佐
け
ず
。
是
れ
他
を
鍔
る
に
あ
ら
ず
。
諸
人
を
し
て

法
眼
の
証
を
知
ら
し
む
も
の
な
り
」
。

或
問
。
「
法
眼
は
其
の
様
、
云
何
」
。
師
曰
く
「
見
れ
ば
即
ち
知
る
。

壁
を
隔
て
て
咳
声
を
聞
い
て
も
知
る
。
若
し
日
本
橋
の
如
き
群
聚
す

る
処
に
至
り
て
一
見
し
て
其
の
機
を
弁
ず
る
こ
と
、
山
林
の
草
木
を

見
る
が
如
し
」
。

或
問
。
「
眼
を
得
る
こ
と
、
俗
漢
も
亦
た
得
ん
か
」
。
師
曰
く
「
吾
国

の
漁
翁
も
得
る
も
の
有
り
」
。

師
、
書
院
に
在
り
て
賀
藤
遠
江
守
、
京
極
備
中
守
等
の
諸
大
夫
と
相

見
の
時
語
り
て
言
く
「
余
、
平
戸
よ
り
帰
る
に
諸
の
船
師
、
争
い
て

余
を
送
る
。
難
風
に
値
う
。
三
老
水
手
、
大
い
に
惶
れ
、
或
人
は
太

神
宮
を
祈
り
、
或
は
念
仏
す
る
の
間
、
眼
前
二
三
十
艘
、
既
に
覆
る
。

船
頭
慌
て
て
余
に
報
ら
せ
、
願
わ
く
ば
仏
神
に
祈
り
た
ま
え
。
余
、

臥
し
て
櫓
に
在
り
。
被
を
脱
し
て
云
く
、
你
等
巽
び
て
吾
を
送
る
は
、

我
が
不
生
を
信
ず
る
に
依
る
。
常
に
示
す
、
不
生
に
し
て
家
業
を
護

れ
と
。
你
等
が
業
は
梶
を
取
り
て
櫓
を
動
か
す
に
在
り
。
今
此
の
時

に
在
り
。
其
の
業
を
忘
れ
惑
い
て
他
に
脱
す
る
こ
と
を
求
む
る
は
何

ぞ
や
。
一
船
、
之
を
聞
い
て
皆
、
棹
歌
を
発
す
。
職
を
取
る
こ
と
常

の
如
く
、
相
い
励
ま
し
相
い
力
む
る
と
き
は
、
嶮
浪
狂
波
を
衝
い
て

往
く
こ
と
三
十
里
、
次
第
に
風
収
ま
り
海
静
か
に
し
て
難
を
脱
す
る

こ
と
、
余
が
船
の
み
。
是
れ
不
生
は
他
の
業
を
修
す
る
に
非
ず
。
悉

く
己
の
業
に
於
て
不
生
を
信
じ
決
定
す
る
の
み
。
」

或
問
。
「
身
心
、
如
何
ん
が
一
如
な
ら
ん
」
。
師
曰
く
「
身
心
元
よ
り

一
な
り
。
何
ぞ
一
如
を
用
い
ん
」
。
云
く
「
信
は
此
に
在
り
て
念
は

彼
に
転
ず
る
と
き
は
、
身
中
別
に
一
心
有
る
こ
と
分
明
な
り
」
。
師

曰
く
「
你
、
狂
狗
の
尾
を
逐
う
を
見
る
や
。
尾
と
頭
と
元
一
に
し
て

狂
心
し
て
尾
を
見
て
旋
転
し
て
之
を
逐
ふ
。
狂
歇
み
て
は
尾
を
枕
に

し
て
穏
や
か
に
臥
す
」
。

凡
そ
是
の
如
く
の
問
答
、
許
多
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
師
、
之
を
挨

す
る
こ
と
多
く
言
を
用
い
ず
。

或
る
律
師
多
く
募
り
て
会
に
在
る
が
如
し
。
未
だ
曽
て
戒
縛
を
破
ら

ず
し
て
斎
時
の
違
乖
を
以
て
別
竈
せ
し
め
、
後
自
然
に
服
し
て
衣
を

改
め
て
弟
子
と
為
る
。

師
の
再
び
出
興
の
後
、
其
の
福
の
充
満
す
る
こ
と
両
土
古
今
の
禅
に

未
だ
是
の
如
く
な
る
を
見
聞
せ
ず
。

出
群
雷
名
の
知
識
も
必
ず
内
外
有
り
、
瑕
疵
有
り
。
師
に
於
て
は
内

外
の
怪
し
む
べ
き
事
無
し
。
古
今
知
識
の
下
、
執
事
有
り
て
麁
細
を

節
し
、
非
儀
を
誡
む
に
、
師
の
下
、
此
の
事
無
く
し
て
粛
如
た
り
。

師
一
生
、
地
を
求
め
自
ら
刹
を
建
つ
こ
と
無
く
、
悉
く
信
檀
、
徳
に
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感
じ
て
刹
を
建
て
師
を
請
し
て
開
山
と
為
す
。
今
時
地
を
開
い
て
寺

を
建
つ
る
が
如
き
、
官
宰
に
阿
諛
し
施
主
に
聘
礼
し
、
偽
巧
を
尽
し

て
漸
く
成
る
。
師
の
如
き
は
全
く
此
の
儀
無
し
。
実
に
不
生
に
し
て

能
く
一
切
を
生
ず
。
故
に
退
敗
無
し
。
滅
後
小
院
庵
室
、
開
山
に
請

う
者
、
其
の
数
を
知
ら
ず
。
蓋
し
前
後
百
余
院
な
ら
ん
か
。

（
前
同
、
80
丁
右
～
87
丁
左
）

　

こ
れ
ら
の
盤
珪
の
説
示
は
、
凸
巌
が
参
学
し
た
約
四
年
間
の
中

で
聴
聞
し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
多
く
は
室
内
で
対
面
し
て
の
問
答

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
盤
珪
の
「
不
生
」
な
る
参
叩
の
あ
り

よ
う
が
示
さ
れ
る
中
で
、
特
に
凸
巌
に
と
っ
て
大
事
な
る
説
示
と

し
て
は
、
自
己
の
「
法
眼
円
明
」
な
る
あ
り
方
で
あ
り
、
ま
た
「
宗

門
嗣
法
」
に
つ
い
て
の
或
問
で
示
さ
れ
た
「
鏡
々
相
照
ら
す
」
と

の
句
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
教
示
に
よ
っ
て
凸
巌
は
後
に
『
宝
鏡
三

昧
法
眼
蔵
』
（
享
保
四
年
）
を
撰
す
る
契
機
と
な
る
。

『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
の
撰
述

　

元
禄
四
年
正
月
に
盤
珪
の
龍
門
寺
大
結
制
の
解
制
後
、
凸
巌
は

当
初
長
崎
に
赴
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
が
、
天
桂
よ
り
書
状
を

う
け
、
大
坂
に
い
る
天
桂
の
下
に
戻
り
『
六
祖
壇
経
』
の
勘
考
に

あ
た
る
。

解
制
前
、
自
恣
の
後
、
長
崎
に
赴
く
こ
と
を
計
り
て
書
を
豫
州
松
山

城
中
の
親
戚
岩
堀
氏
に
通
じ
て
渡
船
の
約
を
為
す
。
時
に
大
坂
天
桂

師
の
書
至
る
。
曰
く
、
自
恣
の
後
速
や
か
に
回
れ
と
。
正
月
五
日
自
恣
、

船
に
駕
し
て
大
坂
に
到
る
と
き
は
師
語
る
ら
く
、
「
京
師
書
林
風
月
、

『
壇
経
』
の
鼇
注
を
願
う
。
故
に
吾
が
子
を
徴
し
て
将
に
事
歴
文
原

を
勘
考
せ
し
め
ん
と
す
」
。
余
が
曰
く
「
善
知
識
、
腐
儒
義
学
の
僧

徒
に
傚
い
て
、
豈
に
鼇
注
を
下
さ
ん
や
。
師
若
し
渠
が
願
を
許
さ
ば
、

文
下
の
解
注
可
な
ら
ん
か
」
。
師
こ
れ
を
然
り
と
し
て
云
く
「
你
文

に
随
い
て
注
を
下
せ
。
吾
、こ
れ
を
校
考
せ
ん
」と
。
余
が
云
く
「
余
、

筆
硯
読
書
を
絶
す
る
こ
と
已
に
奄
し
。
争
か
此
の
任
に
当
た
ら
ん
」
。

然
れ
ど
も
桂
師
許
さ
ず
。
爾
来
初
め
て
『
宗
鏡
録
』
を
読
み
て
『
壇

経
』
の
文
に
随
い
文
句
を
中
截
し
て
注
を
下
す
。
此
の
時
、
桂
師
、

金
剛
三
昧
を
講
ず
。
余
、
『
壇
経
』
の
任
に
因
り
て
こ
れ
を
聴
か
ず
。

此
の
間
、
京
師
天
寧
に
講
楞
厳
の
請
有
り
。
翌
年
春
、
師
に
随
い
て

洛
に
上
り
、
一
夏
師
、
此
の
経
を
講
ず
。
余
日
々
講
後
よ
り
夜
々
暁

を
期
し
て
新
刊
講
本
の
助
辯
を
為
る
。

（
『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」
34
丁
左
～
35
丁
右
）

こ
の
と
き
の
こ
と
を
、
凸
巌
は
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
、
宗
源

院
十
一
世
と
し
て
普
済
寺
に
輪
住
す
る
に
あ
た
っ
て
の
開
堂
法
語

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

播
州
龍
門
開
山
仏
智
禅
師
盤
珪
和
尚
、
独
り
法
眼
を
得
て
大
に
宗
風

を
振
う
。
廻
と
し
て
彼
の
派
の
棒
喝
交
馳
、
大
疑
脱
悟
の
風
と
大
に

同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
提
誨
、
今
時
の
禅
道
と
甚
だ
異
な
れ
り
。

余
参
随
訪
尋
す
る
こ
と
多
年
、
其
の
沢
に
沐
し
て
其
の
味
を
甘
ん

ず
。
（
途
中
判
読
不
明
）
余
、
初
参
の
会
、
武
の
廣
林
（
光
林
）
に
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て
師
の
前
に
誓
う
。
看
読
せ
ざ
る
も
の
の
既
に
四
五
年
、
曽
て
誓
い

し
日
、
師
密
室
に
し
て
示
し
て
云
く
、
「
書
巻
を
棄
擲
す
る
も
亦
た

好
し
。
従
来
の
経
録
、
人
の
眼
を
瞎
す
。
然
れ
ど
も
閲
ん
と
要
せ
ば

自
か
ら
書
の
た
め
に
害
せ
ら
れ
ざ
る
時
を
知
り
て
始
め
て
得
べ
し
」

と
。
後
に
播
州
龍
門
の
一
千
二
百
人
の
会
に
在
り
し
時
（
元
禄
三

〈
一
六
九
〇
〉
年
九
月
）
、
吾
が
旧
随
の
師
、
天
桂
和
尚
、
書
林
の
固

請
に
因
り
て
『
六
祖
壇
経
』
を
改
鐫
す
る
の
事
有
り
、
書
を
馳
せ
て

余
を
大
坂
に
来
す
。
即
ち
命
ず
ら
く
「

子
な
ん
じ

、
略ほ

ぼ

注
解
を
本
文
の
下

に
下
し
て
草
稿
せ
よ
。
我
之
を
鑑
考
し
之
を
訂
正
す
る
と
き
は
、
労

せ
ず
し
て
成
ら
ん
」
と
。
此
の
時
禁
読
五
年
な
り
。
師
の
命
に
違
う

こ
と
を
得
ず
、
毫
を
弄
し
て
注
破
す
る
に
、
先
ず
『
宗
鏡
録
』
を
閲

す
。
是
よ
り
先
、
此
の
録
未
だ
見
ず
。
初
め
て
読
み
て
掌
中
の
薬
を

見
る
が
如
く
、
父
母
の
顔
に
対
す
る
に
似
た
り
。
越こ

こ

に
て
自
ら
書
の

爲
に
害
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
知
る
。

爾
来
、
書
を
読
み
て
泥
ま
ず
、
復
た
嫌
わ
ず
、
任
運
と
し
て
年
を

経
て
三
十
一
歳
に
し
て
故
国
に
帰
る
と
き
は
、
立
職
に
綱
せ
ら
れ
、

三
十
三
に
し
て
市
野
宗
安
の
会
に
首
衆
と
し
て
講
録
の
命
を
負
い
、

未
だ
曾
て
業
と
為
さ
ざ
れ
ば
、
甚
れ
の
経
録
が
可
な
ら
ん
こ
と
を
知

ら
ず
。
偶
た
ま
師
の
書
筺
に
『
林
泉
』
『
虚
堂
集
』
有
り
。
披
閲
し

公
案
一
則
を
終
う
。
（
途
中
判
読
不
明
）
一
時
、『
洞
上
故
（
古
）
轍
』

を
講
ず
る
を
請
す
る
者
有
り
。
故
に
初
め
て
こ
れ
を
閲
し
て
以
て
需

に
応
ず
。
此
の
時
、
等
閑
に
「
宝
鏡
三
昧
」
を
読
み
て
講
ず
る
こ
と

も
亦
た
大
率
世
上
と
異
な
ら
ず
。
是
の
如
く
す
る
こ
と
再
三
、
講
を

張
り
後
に
忽
然
と
し
て
此
の
章
の
尋
常
の
書
と
遙
か
に
異
に
し
て
雲

岩
大
師
中
夜
密
室
に
伝
わ
る
的
の
大
秘
訣
を
知
る
。
越
て
自
ら
前
講

大
に
誤
り
皆
皮
肉
を
論
ぜ
し
こ
と
を
悔
ゆ
。
此
の
時
、
佛
智
禅
師
宗

眼
の
旨
、
毫
も
差
わ
ざ
る
こ
と
を
感
ず
。
良
に
以
み
れ
ば
「
宝
鏡
三

昧
」
の
標
題
、
尋
常
の
事
に
非
ず
。
章
中
の
句
句
皆
是
れ
法
眼
の
論

の
み
。
若
し
此
の
三
昧
を
諦
審
実
践
す
る
と
き
は
、
仏
々
祖
々
の
密

意
に
冥
府
し
て
、
慧
命
永
く
絶
滅
無
き
の
み
。

（
「
廣
澤
山
普
濟
寺
開
堂
法
語
并
序
」
、
『
識
遺
編
』
巻
十
六
、
2
丁
左

～
4
丁
左
）

　

盤
珪
の
公
案
・
棒
喝
を
用
い
て
大
悟
徹
底
を
求
め
る
従
来
の
接

化
と
大
き
く
異
な
る
禅
風
に
接
し
、
凸
巌
は
祖
録
の
看
読
を
自
ら

禁
ず
る
こ
と
を
元
禄
元
年
の
光
林
寺
の
結
制
に
お
い
て
盤
珪
の
前

で
誓
い
、
天
桂
か
ら
『
六
祖
壇
経
』
の
勘
考
を
命
じ
ら
れ
た
時
点

で
す
で
に
「
禁
読
五
年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
天
桂
の
命

に
し
た
が
っ
て
『
宗
鏡
録
』
を
閲
す
る
こ
と
で
、
掌
中
の
薬
を
見

る
が
如
く
、
書
巻
に
害
無
き
こ
と
を
知
り
、
天
桂
の
下
を
離
れ
て

本
郷
で
あ
る
浜
松
に
帰
国
後
は
積
極
的
に
は
経
典
祖
録
の
講
録
を

行
う
よ
う
に
な
る
。

　

中
で
も
特
に
『
洞
上
古
轍
』
の
講
説
に
あ
た
り
、
忽
然
と
『
宝

鏡
三
昧
』
が
尋
常
の
書
と
異
な
り
、
雲
巌
が
伝
え
た
大
秘
訣
を
知

り
得
た
と
述
べ
、
そ
の
章
句
が
盤
珪
が
説
示
す
る
「
法
眼
」
の
論

で
あ
り
、
こ
の
三
昧
を
審
細
に
実
践
す
る
こ
と
で
仏
祖
の
密
意
に

か
な
う
と
し
て
い
る
。



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
三

　

凸
巌
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
、
冬
安
居
に
雲
江
院
（
袋
井
市

小
山
）
法
幢
会
に
て
『
洞
上
古
轍
』
を
講
じ
そ
の
講
了
に
あ
た
っ

て
次
の
よ
う
な
語
を
記
し
て
い
る
。

洞
上
古
轍
講
了
歓
喜
歌
并
引

元
禄
丁
丑
冬
、
臥
竜
山
雲
江
院
主
快
雲
禅
師
、
法
幢
を
建
て
龍
象
を

集
め
開
堂
し
て
道
を
唱
え
主
張
し
て
風
を
振
う
。
即
ち
余
に
命
じ
て

『
洞
上
古
轍
』
を
開
講
せ
し
む
。
凡
そ
古
轍
を
今
日
に
践
み
、
法
輪

を
日
用
に
転
ず
る
と
き
は
、
大
仙
の
心
に
参
同
す
る
こ
と
、
三
十
輻

の
軸
環
の
虚
に
輳
す
る
が
如
く
、
如
是
の
法
を
体
得
す
る
こ
と
、
一

宝
鏡
に
影
像
の
跡
を
彰
わ
す
に
似
た
り
。
（
中
略
）
凸
揣
ら
ず
と
雖

も
力
め
て
傚
顰
に
労
し
、
強
い
て
荊
口
を
開
く
と
き
は
、
舌
頭
、
十

字
関
を
鎖
す
。
錯
り
て
濫
竿
に
誇
る
と
き
は
、
大
家
一
場
の
笑
を
挙

ぐ
。
然
も
是
の
如
く
な
り
と
雖
も
、
智
愚
薪
蒸
、
融
じ
来
り
て
大
海

に
滓
瀏
無
き
が
如
く
、
説
聴
老
幻
、
混
じ
去
っ
て
虚
空
に
明
蔵
無
き

に
似
た
り
。
吾
家
最
も
綿
密
を
貴
び
、
主
賓
交
わ
り
て
錦
繍
を
織
る
。

方
丈
室
内
、
正
、
正
に
坐
せ
ず
。
黙
黙
猶
お
雷
よ
り
も
喧
し
。
法
堂

階
前
、
偏
、
偏
に
居
せ
ず
。
談
論
、
直
に
谷
よ
り
も
虚
な
り
。
正
当
、

初
め
て
大
仏
事
を
成
す
。
復
た
慶
快
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
了
に
談
薮
已

満
の
日
に
丁
り
て
、
巴
歌
一
章
を
唱
え
て
歓
喜
の
袖
を
飜
す
。

（
『
識
遺
編
』
巻
六
、
93
丁
左
～
95
丁
右
）

　

凸
巌
が
行
脚
歴
参
の
中
で
、
参
学
の
大
事
を
得
た
と
の
認
識
を

得
た
の
は
盤
珪
の
下
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
盤
珪
参
随
以
後
の

諸
師
へ
の
参
学
は
行
わ
れ
な
く
な
る
が
、
開
悟
と
も
い
う
べ
き
発

明
の
経
験
と
し
て
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
『
洞

上
古
轍
』
「
宝
鏡
三
昧
」
の
講
読
を
契
機
と
し
た
経
験
以
外
に
は

見
い
だ
せ
な
い
。
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
丈
六
寺
十
六
世
に
晋
住

後
の
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
六
月
に
撰
述
さ
れ
る
『
宝
鏡
三
昧

法
眼
蔵
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

『
識
遺
編
』
は
、
こ
の
享
保
四
年
に
あ
た
る
巻
二
十
五
を
「
註

於
古
轍
上
巻
」
と
外
題
し
『
洞
上
古
轍
』
上
巻
の
「
参
同
契
」
よ

り
始
ま
る
五
位
説
に
関
わ
る
註
解
を
撰
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
紙

に
「
初
註
宝
鏡
三
昧
別
在
室
中
不
出
」
と
記
し
、
更
に
書
中
「
宝

鏡
三
昧
」
に
あ
た
る
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
「
宝
鏡
三
昧
」

の
註
解
に
つ
い
て
は
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に
換
え
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

此
一
篇
元
室
中
伝
的
師
資
両
鏡
相
照
底
の
秘
要
。
専
ら
法
眼
円
明
の

至
要
を
示
す
。
故
に
雲
岩
已
来
、
容
易
に
流
布
せ
ず
。
後
に
覚
範
卒

然
と
し
て
印
行
に
附
す
。
故
に
童
蒙
も
亦
た
能
く
誦
し
、
こ
れ
を
註

解
す
る
も
亦
た
多
し
。
然
れ
ど
も
未
だ
淵
源
を
尽
く
さ
ず
。
余
、
蠡

測
を
以
て
浪
に
解
す
。
別
に
室
中
に
置
い
て
茲
に
列
せ
ざ
る
な
り
。

（
『
識
遺
編
』
巻
二
十
五
、
13
丁
右
～
左
）

こ
の
こ
と
か
ら
『
識
遺
編
』
巻
二
十
五
は
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』

を
撰
述
後
ま
も
な
く
撰
述
さ
れ
、
ま
た
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に

は
題
簽
が
剥
離
し
て
無
い
が
、
現
在
未
確
認
で
欠
本
と
な
っ
て
い

る
『
識
遺
編
』
巻
二
十
四
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。

　

凸
巌
の
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
撰
述
の
意
図
と
背
景
に
つ
い
て



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
四

は
、
次
の
序
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。

『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
六
月
撰
述
（
序
）

「
宝
鏡
三
昧
」
一
篇
、
伝
説
す
ら
く
、
昔
は
秘
し
て
露
わ
さ
ず
。
曽

て
意
に
こ
れ
を
疑
い
て
謂
え
ら
く
、
凡
そ
文
字
章
句
に
見
は
る
る
は

甚
の
秘
襲
す
る
所
有
ら
ん
や
。
既
に
岫
雲
外
の
『
顕
訣
』
、
賢
永
覚

の
『
古
轍
』
等
、
古
今
こ
れ
を
註
し
て
大
方
に
示
す
は
、
果
た
し
て

是
れ
然
り
と
。
故
に
余
、
管
窺
を
揣
ら
ず
、
人
の
請
に
因
り
て
こ
れ

を
講
ず
る
こ
と
三
次
、
都
て
覚
師
『
古
轍
』
の
弁
釈
に
依
り
て
等
閑

の
閑
知
解
を
為
す
。
専
ら
通
途
洞
上
正
偏
回
互
綿
密
の
談
に
誇
れ
り
。

宝
鏡
の
題
目
の
如
き
も
亦
た
梅
峰
の
鼇
註
、
数
件
の
古
処
よ
り
出
で

ざ
る
の
み
。
後
宝
永
七
年
庚
寅
（
一
七
一
〇
）
春
に
至
り
て
、
故
山
（
宗

源
院
）
に
在
り
て
復
た
『
古
轍
』
を
講
ず
る
に
、
熟
つ
ら
是
の
篇
に

名
く
る
に
『
宝
鏡
三
昧
』
を
以
て
す
る
の
深
奥
を
沈
思
し
て
、
忽
然

と
し
て
曽
て
二
十
七
歳
に
し
て
盤
珪
禅
師
に
武
の
廣
（
光
）
林
の
会

に
参
じ
て
、
「
親
し
く
師
資
法
眼
、
相
い
照
ら
し
、
鏡
々
影
無
き
を

以
て
仏
祖
の
慧
命
相
続
と
為
す
」
と
聞
く
に
、
始
め
て
宝
鏡
の
名
題

に
以ゆ

え

有
る
こ
と
を
肯
い
、
且
つ
昔
は
室
内
に
伝
え
て
外
徒
に
示
さ

ざ
る
の
理
、
極
ま
れ
る
こ
と
を
知
る
。
爾
来
子
細
に
此
の
篇
の
始
終

を
熟
読
す
る
と
き
は
、
前
見
と
霄
壌
を
隔
ち
、
句
々
文
々
、
玉
の
如

く
光
り
金
の
如
く
声の

ぶ
る
な
り
。
寔
に
以
み
れ
ば
昔
日
疎
山
、
見
解

に
矜
り
、
気
宇
逞
邁
し
伝
室
に
潜
聞
す
る
も
、
亦
た
宜
な
ら
ざ
る
や
。

是
れ
特
に
師
資
鏡
々
相
い
照
ら
す
的
の
妙
所
な
る
を
以
て
、
疎
山
の

軽
蔑
果
た
し
て
二
十
年
の
倒
屙
を
洩
出
せ
り
。
岫
雲
外
の
『
顕
訣
』「
宝

鏡
三
昧
」
題
下
の
註
破
を
覧
て
、
平
日
の
疑
怪
、
一
時
に
氷
銷
し
て

益
ま
す
雲
岩
洞
山
の
宗
旨
、
彼
の
棒
喝
奔
雷
の
門
風
と
日
を
同
じ
く

し
て
語
り
叵
き
こ
と
を
感
激
す
。
是
を
以
て
こ
れ
を
見
る
と
き
は
、

覚
師
、
覚
範
の
疎
略
を
誚
む
と
雖
も
、
覚
師
も
亦
た
未
だ
綿
密
の
家

伝
を
精
な
ら
ざ
る
の
過
を
免
れ
ず
。

　

仏
智
弘
濟
禅
師
常
に
示
し
て
曰
く
「
法
眼
円
明
の
正
師
、
異
域
本

邦
共
に
珍
絶
す
る
こ
と
已
に
三
百
年
。
唯
り
近
来
道
者
超
源マ

マ

禅
師
有

り
、
人
を
見
る
こ
と
明
鏡
の
如
し
。
吾
曽
て
其
の
会
に
在
り
て
、
親

り
其
の
源
淵
を
知
る
。
此
よ
り
先
、
隠
元
師
を
異
邦
に
請
し
、
来
る

時
、
吾
も
亦
た
請
啓
連
印
の
一
に
し
て
隠
元
、
長
崎
に
着
岸
す
る
に

曁
ん
で
、
疾
く
趨
り
て
相
見
し
て
直
下
に
其
の
法
眼
円
明
の
人
に
あ

ら
ざ
る
こ
と
を
知
り
て
、
竟
に
退
席
し
て
こ
れ
を
補
佐
せ
ず
。
唯
だ

惜
し
む
ら
く
は
道
者
禅
師
、
将
に
妬
毒
に
陥
ら
ん
と
し
て
不
幸
に
し

て
明
に
帰
る
こ
と
を
。
是
れ
他
の
是
非
を
挙
げ
て
、
縦
に
自
讃
毀
他

す
る
類
に
あ
ら
ず
。
今
時
の
人
、
法
眼
円
明
の
勝
躅
を
知
ら
ざ
る
を

も
っ
て
、
其
を
し
て
信
ぜ
し
め
ん
と
欲
し
て
、
個
の
大
口
を
吐
く
の

み
」
と
。

　

凸
、
曾
て
累
歳
、
仏
智
禅
師
（
盤
珪
）
の
親
言
慈
沢
に
沐
し
て
、

師
の
円
明
已
満
の
勝
躅
を
知
り
て
、
以
て
此
の
篇
、
室
伝
鏡
鏡
之
証

文
な
る
を
尊
重
す
。
因
り
て
蠡
測
を
揣
ら
ざ
る
も
、
漫
に
管
見
を
述

ぶ
。
豈
に
世
間
に
流
布
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
を
為
す
者
な
ら
ん
や
。

但
だ
之
を
吾
が
徒
に
貽の

こ

し
て
、
凸
が
遺
託
と
為
さ
ん
。
故
に
之
を
目

け
て
『
法
眼
蔵
』
と
曰
う
。



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
五

維
時
享
保
四
年
己
亥
（
一
七
一
九
）
六
月
阿
州
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
六

代
法
王
之
孫
凸
巌
益
拝
題
。 

（
1
丁
右
～
2
丁
左
、
原
漢
文
）

　

要
を
取
っ
て
こ
れ
を
約
せ
ば
、
「
『
宝
鏡
三
昧
』
の
一
篇
は
秘
密

と
し
て
公
開
し
な
い
と
伝
説
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
心
の
中

で
は
、
文
字
章
句
を
み
る
に
、
秘
し
て
お
く
べ
き
所
が
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
已
に
雲
外
雲
岫
（
一
二
四
二
～

一
三
二
四
）
の
「
『
宝
鏡
三
昧
玄
義
」
（
『
重
編
曹
洞
五
位
』
所
収
）
や

永
覚
元
賢
の
『
洞
上
古
轍
』
等
古
来
か
ら
註
さ
れ
世
間
に
知
ら
れ

て
い
る
の
も
、
実
際
に
此
の
通
り
あ
る
の
だ
か
ら
と
。
だ
か
ら

自
分
は
し
っ
か
り
推
し
量
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
人
か
ら
請

わ
れ
三
度
に
わ
た
っ
て
講
じ
た
が
、
い
ず
れ
も
永
覚
師
の
『
古

轍
』
の
註
解
に
基
づ
い
て
、
い
い
か
げ
ん
な
無
駄
な
理
解
を
し
て
、

通
り
一
遍
の
洞
門
の
正
偏
回
互
の
綿
密
な
る
こ
と
を
誇
っ
て
い

た
。
「
宝
鏡
」
と
い
う
題
目
に
し
て
も
、
梅
峯
竺
信
（
一
六
三
三
～

一
七
〇
七
）
に
よ
る
鼇
註
（
延
宝
八
〈
一
六
八
〇
〉
年
刊
本
）
や
数
件

の
典
拠
か
ら
抜
け
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

後
に
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
春
に
前
住
地
（
宗
源
院
）
で
再
び

『
古
轍
』
を
講
じ
た
際
、
「
宝
鏡
三
昧
」
の
題
号
の
深
奥
を
沈
思
し

た
と
き
、
自
ら
が
曾
て
二
十
七
歳
の
時
（
元
禄
元<

一
六
八
八>

年
）
51
（

）
、

武
蔵
の
広
（
光
）
林
寺
の
江
湖
会
で
盤
珪
禅
師
に
参
じ
て
、
親
し

く
「
師
資
法
眼
相
い
照
ら
し
、
鏡
々
影
無
き
を
以
て
仏
祖
の
慧
命

相
続
と
為
す
」
の
語
を
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
忽
然
と
し
て

感
発
し
て
「
宝
鏡
三
昧
」
の
題
号
の
所
以
を
肯
い
、
ま
た
昔
よ
り

室
内
の
相
続
以
外
に
は
他
に
説
示
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
道
理
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
来
詳
し
く
「
宝
鏡
三
昧
」
の
全
体
を
熟
読
し
て
み
る
と
、
以

前
の
見
解
と
は
天
と
地
ほ
ど
大
き
く
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
や

文
が
み
な
金
言
玉
句
の
如
く
光
輝
く
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と

知
っ
た
。
実
に
そ
の
昔
、
疎
山
匡
仁
（
八
三
七
～
九
〇
九
）
が
見
解

に
誇
り
、
気
性
強
き
に
過
ぎ
て
そ
の
（
洞
山
が
曹
山
に
伝
え
る
）
伝

室
で
盗
み
聞
い
た
こ
と
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
と
り
わ
け
、
師
資
が
鏡
の
如
く
相
い
照
ら
す
妙
所
で
あ
る
か

ら
、
疎
山
の
見
下
し
た
よ
う
な
行
い
が
、
結
果
的
に
二
十
年
の
間

の
ひ
ど
い
病
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

『
（
重
編
曹
洞
五
位
）
顕
訣
』
で
雲
外
は
「
宝
鏡
三
昧
玄
義
」
で

題
下
の
註
破
を
目
に
し
て
、
普
段
か
ら
持
っ
て
い
た
疑
い
が
一
時

に
解
消
し
、
ま
す
ま
す
雲
巌
・
洞
山
の
宗
旨
と
は
、（
臨
済
の
）
「
棒

喝
奔
雷
の
門
風
」
は
と
全
く
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
感
激
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
も
っ
て
み
た
と
き
、
永
覚
師
（
『
古
轍
』
）
も

覚
範
慧
洪
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
八
）
の
疎
略
な
注
釈
を
指
摘
し
な

が
ら
も
、
綿
密
な
る
曹
洞
の
家
風
を
精
し
く
し
て
い
な
い
と
い
う

過
ち
を
免
れ
て
い
な
い
。

　

仏
智
弘
濟
禅
師
（
盤
珪
）
は
常
に
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
た
。「
法

眼
円
明
の
正
師
が
、
中
国
で
も
日
本
で
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
か
ら
も
う
三
百
年
に
な
る
。
一
人
近
頃
道
者
超
元
師
の
み
が
、

明
鏡
の
如
く
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
（
盤
珪
）
は
か
つ
て
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七
六

そ
の
会
に
在
り
、
そ
の
奥
深
い
所
を
目
の
当
た
り
に
し
て
わ
か
っ

た
。
そ
れ
以
前
、
隠
元
師
を
異
国
（
日
本
）
に
招
い
て
こ
ら
れ
た
時
、

私
は
請
啓
に
連
印
し
た
一
人
で
あ
っ
た
が
、
隠
元
師
が
長
崎
に
着

岸
し
た
と
き
、
い
ち
早
く
赴
い
て
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、
直
ち
に

法
眼
円
明
の
人
で
は
な
い
と
わ
か
り
、
つ
い
に
そ
の
立
場
か
ら
離

れ
て
補
佐
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
道

者
禅
師
は
嫉
妬
の
毒
に
陥
り
、
不
幸
に
し
て
明
に
お
帰
り
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
相
手
の
是
非
を
あ
げ
て
自
分
に
誇
り

他
人
を
貶
す
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
当
世
の
人
は
、
法
眼
円
明

を
知
る
す
ぐ
れ
た
機
会
を
知
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
信
じ
さ
せ
よ

う
と
し
て
、
一
人
で
大
口
を
吐
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
だ
」
と
。

　

私
（
凸
巌
）
は
、
こ
れ
ま
で
何
年
か
仏
智
禅
師
（
盤
珪
）
の
実

際
の
言
葉
に
よ
る
恵
み
を
受
け
、
師
の
円
明
に
満
ち
た
る
機
会
を

知
る
こ
と
で
、
こ
の
篇
が
（
伝
法
の
）
室
内
に
鏡
と
鏡
と
が
相
い

照
ら
す
証
文
（
「
室
伝
鏡
々
之
証
文
」
）
で
あ
る
こ
と
を
尊
び
重
ん
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
狭
い
見
識
を
か
え
り
み
ず
、
勝
手
に

わ
ず
か
な
見
解
を
述
べ
る
。
よ
も
や
世
間
に
流
布
さ
せ
た
い
な
ど

と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
我
が
弟
子
に
本
書
を
残
し

て
、
凸
巌
の
最
後
に
託
す
る
も
の
と
し
た
い

）
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（

」
。

　

凸
巌
が
こ
こ
に
示
し
て
い
る
盤
珪
の
説
示
は
、
先
掲
の
『
識
遺

編
』
で
記
さ
れ
る
説
示
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
説
示
へ

の
参
学
を
通
じ
て
、
講
読
す
る
『
洞
上
古
轍
』
に
収
載
さ
れ
る
「
宝

鏡
三
昧
」
に
、
洞
門
の
師
資
相
続
の
証
明
を
作
す
意
義
を
見
い
だ

し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
盤
珪
の
「
法
眼
円
明
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
な
が
ら
師
の

道
者
超
元
が
隠
元
に
対
し
て
否
定
的
評
価
を
す
る
説
示
を
挙
げ
て

い
る
の
は
、
凸
巌
に
と
っ
て
盤
珪
の
「
法
眼
円
明
」
が
、
黄
檗
の

隠
元
で
は
な
く
「
宝
鏡
三
昧
」
に
よ
る
洞
門
の
宗
旨
に
直
結
し
得

る
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
桂
の
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に
対
す
る
批
判

　

こ
の
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に
、
天
桂
は
享
保
五
（
一
七
二
〇
）

年
に
刊
行
す
る
『
報
恩
篇
』
巻
中
「
宝
鏡
三
昧
金
鎞
」
の
註
解
に

お
い
て
、
凸
巌
の
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
を
取
り
上
げ
批
判
す
る
。

こ
の
こ
と
は
既
に
拙
稿

）
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に
て
指
摘
検
討
し
て
い
る
が
、
再
び
こ
こ

で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
報
恩
篇
』
巻
中
「
宝
鏡
三
昧
金
鎞
」（
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
刊
本
）

或
は
曰
く
、
①

宝
鏡
三
昧
は
法
眼
印
可
、
面
禀
密
授
の
一
大
事
因
縁
、

後
後
行
径
に
し
て
常
人
分
上
の
事
に
非
ず
。
②

故
に
疎
山
潜
聞
、
軽

蔑
し
て
二
十
年
倒
屙
の
累
を
招
く
。
最
も
是
れ
奇
特
の
一
事
と
。

烏
乎
、
杓
卜
、
虚
声
を
聴
く
。
又
た
是
れ
閑
鬼
の
祟
り
を
作
す
こ
と

有
ら
ん
。
汝
が
輩
、
未
だ
祖
仏
の
語
言
三
昧
を
知
ら
ず
、

叨
み
だ
り

に
無

根
の
信
を
作
す
。

凡
そ
仏
祖
、
倶
に
言
句
に
渉
る
こ
と
は
、
皆
な
已
む
を
獲
ざ
る
門
庭

の
施
設
、為
人
の
体
裁
。
若
し
祖
師
の
心
印
な
る
と
き
は
拈
華
微
笑
、



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
七

刹
竿
倒
却
、
二
祖
も
の
言
わ
ず
、
青
原
足
を
垂
る
。
二
十
八
代
、
皆

な
伝
心
を
説
き
て
伝
語
を
説
か
ず
。
そ
の
実
は
鶏
鳴
狗
吠
、
如
是
の

法
音
、
森
羅
万
像
、
密
付
の
心
印
な
り
。

然
も
心
印
と
説
き
、
又
た
伝
心
と
説
く
も
早
く
是
れ
剰
語
。
拈
華
微

笑
、
刹
竿
倒
却
。
都
て
是
れ
一
場
の
閑
事
な
り
。
況
ん
や
又
た
祖
仏

覿
面
印
証
の
際
会
、
夥
頥
、
舌
、
唇
吻
を
鼓
弄
す
る
こ
と
。
老
僧
未

だ
曾
て
こ
れ
を
聞
か
ざ
る
を
や
。

若
し
宝
鏡
三
昧
の
章
句
、
印
可
付
嘱
大
事
の
因
縁
と
言
わ
ば
、
恰
も

医
巫
耳
口
の
伝
授
に
似
る
。
教
外
の
宗
、
何
為
れ
ぞ
こ
れ
有
ら
ん
。

こ
れ
を
爾
が
霊
亀
を
舍
て
て
我
が
朶
頥
を
観
る
と
謂
う
。
己
が
正
受

三
昧
を
埋
没
し
て
反
り
て
他
の
筌
蹄
を
死
抱
す
。
鏡
を
打
破
し
来
れ
、

汝
と
相
見
せ
ん
。
既
に
曩
祖
曰
う
、
汝
に
曲
折
を
授
く
と
。
正
に
是

れ
苦
苦
為
人
の
用
処
の
み
。

古
人
曾
て
客
と
作
る
に
慣
れ
て
方
に
客
を
憐
れ
む
の
謂
な
り
。
若
し

又
た
決
し
て
密
嘱
付
授
の
一
大
事
な
ら
ば
洞
山
今
日
独
り
曹
山
に
私

し
て
、
豈
に
雲
居
に
秘
し
て
こ
れ
を
伝
え
ざ
る
べ
け
ん
や
。
点
検
し

将
ち
来
れ
ば
、
未
だ
履
を
如
是
の
法
門
に
納
め
ず
、
刺
を
直
指
の
玄

関
に
投
ぜ
ず
。
羊
質
虎
皮
の
瞽
説
、
悲
し
い
か
な
夫
れ
祖
室
を
汚
衊

し
宗
旨
を
昧
却
す
る
こ
と
。

（
原
漢
文
。
享
保
五
年
刊
本
『
報
恩
篇
』
巻
中
、
2
丁
右
～
3
丁
右
）

　

傍
線
部
①
の
、
「
宝
鏡
三
昧
」
と
は
師
資
の
間
で
「
法
眼
」
を

面
授
印
可
す
る
際
に
の
み
明
ら
か
と
な
る
一
大
事
因
縁
を
示
す
と

す
る
内
容
は
、
『
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
は
、
「
如
是
之
法
」
お
よ
び

「
汝
今
得
之
」
に
つ
い
て
の
次
の
箇
所
と
対
応
す
る
。

『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』

如
是
之
法

是
れ
法
眼
を
印
可
す
る
時
節
、
即
通
的
の
語
な
り
。
師
資
鏡
々
相
い

照
ら
し
て
多
饒
舌
を
用
い
ず
。
唯
だ
是
の
如
き
の
法
を
道
う
の
み
。

（
『
法
眼
蔵
』
2
丁
左
～
3
丁
右
）

汝
今
得
之

是
れ
正
し
く
印
可
の
語
。
須
ら
く
此
の
語
を
以
て
此
の
一
篇
、
法
眼

の
印
証
な
る
こ
と
を
信
ず
べ
し
。
故
に
岫
雲
外
の
云
く
、
付
法
授
受

之
際
。 

（
『
法
眼
蔵
』
五
丁
右
）

　

ま
た
傍
線
部
②
は
、
凸
巌
が
序
で
洞
山
が
曹
山
に
「
宝
鏡
三
昧
」

を
授
け
る
際
に
、
疎
山
が
繩
牀
下
に
潜
ん
で
聴
受
し
た
『
禅
林
僧

宝
伝
』
巻
一
の
所
説
に
対
し
、
肯
定
的
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
（
「
奇

特
の
一
事
」
）
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

寔
に
以
れ
ば
昔
日
、
疎
山
見
解
に
矜
じ
て
気
宇
逞
邁
に
し
て
、
伝
室

に
潜
聞
す
る
も
亦
た
宜
な
ら
ず
や
。
是
れ
特
に
師
資
鏡
々
相
い
照
ら

す
時
の
妙
所
な
る
を
以
て
、
疎
山
の
軽
幭
、
果
し
て
二
十
年
の
倒
屙

を
拽
出
せ
り
。 

（
『
法
眼
蔵
』
1
丁
左
～
2
丁
右
）

　

天
桂
は
凸
巌
の
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
父
幼

老
卵
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
五
）
は
そ
の
末
書
で
あ
る
『
報
恩
篇
辨
耕
』

（
山
口
県
善
住
寺
蔵
）
で
「
或
曰　

凸
岩
云
二

法
眼
蔵
一

也
。
不
ㇾ

足
ㇾ

取
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
箇
所
は
、
丈
六
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
、

『
報
恩
篇
』
と
し
て
享
保
五
年
に
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
草
稿
本
で



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
八

あ
る
『
宝
鏡
三
昧
毒
鼓
』（
正
徳
六
〈
一
七
一
六
〉
年
序
）
に
は
無
く
、

享
保
四
年
の
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
撰
述
後
に
天
桂
に
よ
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
桂
は
、
凸
巌
が
「
宝
鏡
三
昧
」
の
章
句
を
重
ん
じ
、
師
資
が

嗣
法
相
続
に
お
い
て
「
印
可
」
す
る
室
内
相
承
物
と
し
て
の
意
義

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
、
「
医
巫
耳
口
の
伝
授
に
似
る
。
教
外

の
宗
」
と
し
て
、
特
殊
化
す
る
こ
と
の
形
式
性
を
厳
し
く
批
判
し

て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
、
凸
巌
は
自
身
で
も
そ
の
よ
う
な
論

点
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
先
論
の
よ
う
に
、
『
宝
鏡
三
昧
』
を

嗣
法
相
承
物
と
し
て
、
師
資
の
秘
密
相
伝
を
以
て
嗣
法
相
続
と
す

る
形
式
的
な
密
付
説
を
自
身
で
批
判
し
な
が
ら
も
、
「
法
眼
」
の

存
在
を
後
孫
に
知
ら
し
め
る
拠
り
所
（
家
宝
の
券
藉
）
を
残
す
と

い
う
目
的
に
お
い
て
、『
宝
鏡
三
昧
』
の
相
伝
自
体
は
認
め
て
お
り
、

こ
の
点
が
天
桂
の
激
し
い
批
判
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

是
れ
雲
岩
以
来
、
此
の
一
篇
を
以
て
密
室
に
伝
附
し
て
将
来
に
展
転

す
る
と
き
は
、
法
眼
滅
せ
ざ
る
と
道
う
に
は
非
ず
。
古
人
能
く
末
法

乾
慧
多
く
、
必
ず
法
眼
を
失
し
て
仏
法
の
正
脈
を
埋
没
せ
ん
こ
と
を

鑑
み
て
、
澆
末
の
者
を
し
て
法
眼
の
一
事
在
る
こ
と
有
る
を
知
ら
し

め
ん
と
欲
し
て
、
此
の
篇
を
作
り
て
証
と
な
す
の
み
。
譬
え
ば
券
藉

を
作
り
家
財
の
数
を
記
し
、
諸
れ
を
子
孫
に
嘱
す
る
が
如
し
。
券
藉

実
に
宝
に
あ
ら
ず
。
し
か
も
券
藉
に
因
り
て
家
宝
の
貴
な
る
こ
と
を

知
る
。
若
し
券
証
無
き
と
き
は
後
孫
、
何
を
以
て
か
家
系
の
以
有
る

伝
来
の
珍
宝
を
知
ら
ん
や
。
此
の
一
篇
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
若
し

仏
祖
に
択
法
眼
の
験
証
無
く
ん
ば
何
を
以
て
か
庸
流
の
眼
皮
、
未
だ

綻
び
ず
し
て
見
解
を
逞
し
く
す
る
者
と
相
い
分
か
た
ん
や
。

（
『
法
眼
蔵
』
2
丁
左
）

　

凸
巌
が
「
宝
鏡
三
昧
」
の
伝
授
を
、
自
己
の
「
法
眼
」
を
師
に

よ
っ
て
許
さ
れ
る
こ
と
（
「
択
法
眼
の
験
証
」
）
に
よ
る
経
験
的
な

嗣
法
相
続
と
受
け
と
め
な
が
ら
、
そ
の
言
句
は
後
学
に
そ
の
「
法

眼
」
を
得
る
契
機
と
な
る
と
い
う
意
義
か
ら
師
資
相
伝
さ
る
べ
き

と
い
う
二
重
の
解
釈
を
、
天
桂
は
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

凸
巌
の
天
桂
に
対
す
る
批
判

　

こ
の
天
桂
の
批
判
に
対
し
、
凸
巌
は
直
接
に
反
論
し
て
は
い
な

い
が
、
『
報
恩
篇
』
刊
行
後
、
『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に
頭
註
を
書

き
入
れ
て
天
桂
の
所
説
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
て
い
る
、
次
の
よ

う
な
箇
所
が
あ
る
。

『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
頭
註
（
書
き
入
れ
）

〈
如
荎
草
味
。
如
金
剛
杵
〉

此
一
喩
蔵
鷺
（
天
桂
）
為
二

重
離
一
章
之
喩
一

。
甚
憶
解
曲
見
也
。

如
二

嬰
兒
一

如
二

宝
鏡
一

者
是
何
句
之
喩
麼
。
此
中
五
喩
皆
師
資

合
眼
之
喩
也
。

　

こ
こ
で
凸
巌
は
天
桂
の
『
報
恩
篇
』
巻
中
「
宝
鏡
三
昧
金
鎞
」

に
お
け
る
、
「
如
荎
草
味
。
如
金
剛
杵
」
の
句
な
ど
の
い
わ
ゆ
る



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

七
九

五
喩
に
つ
い
て
、
重
離
畳
変
に
よ
る
易
の
五
卦
に
集
約
し
て
注
し

て
い
る
こ
と

）
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を
、
「
甚
だ
憶
解
曲
見
な
り
」
と
批
判
し
、
こ
れ
ら

の
譬
喩
が
皆
な
師
資
合
眼
の
あ
り
よ
う
を
喩
え
る
も
の
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
『
識
遺
編
』
巻
二
十
五
に
お
け
る
『
洞
上
古
轍
』
の
「
参

同
契
註
」
に
対
す
る
註
解
に
お
い
て
も
、
凸
巌
は
、
盤
珪
の
「
不

生
」
の
語
に
依
拠
し
て
解
釈
し
た
後
、
『
報
恩
篇
』
の
天
桂
の
解

釈
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
て
い
る
。　

（
霊
源
明
皎
潔
。
枝
派
暗
流
注
）[

執
レ

事
元
是
迷]

者
、
枝
派
流
注

の
相
を
執
す
る
は
是
れ
事
な
り
。
此
の
枝
派
、
全
く
霊
源
の
性
水
と

了
ぜ
ず
、
却
り
て
修
証
起
滅
の
見
を
起
こ
す
、
是
れ
事
を
執
す
る
人

な
り
。
故
に
近
代
播
州
龍
門
開
山
盤
珪
禅
師
、
不
生
の
一
言
を
以
て

大
に
宗
風
を
振
る
う
。
人
、
多
く
枝
派
暗
に
流
注
し
て
而
も
霊
源
中

の
鼓
動
な
る
を
了
ぜ
ざ
る
を
以
て
、
是
れ
を
不
生
と
示
す
。
言
と
こ

ろ
は
、
一
切
念
、
皆
な
不
生
に
し
て
此
の
中
の
暗
の
字
の
意
な
り
。

[

契
レ

理
亦
非
レ

悟]

（
前
略
）
永
覚
大
師
（
元
賢
）
、
明
の
字
を
以

て
悟
明
と
為
す
。
暗
の
字
を
以
て
妄
見
、
事
に
執
す
る
と
為
す
。
恐

ら
く
は
石
頭
大
師
の
本
意
と
乖
角
す
る
か
。
（
以
下
書
き
入
れ
）

享
保
辛
丑
春
（
六
年
、
一
七
二
一
）
に
至
り
、
蔵
鷺
『
報
恩
篇
』
を

閲
す
。
此
の
説
、
甚
だ
穿
て
り
。
彼
の
意
、
皎
潔
の
明
に
執
せ
ば
暗

迷
流
注
に
落
ち
る
と
釈
す
。
明
暗
を
以
て
迷
悟
と
為
し
、
下
文
の
暗

明
の
二
字
と
符
せ
ず
、
菽
麥
を
弁
ぜ
ざ
る
は
、
彼
の
解
、
勝
れ
た
り

と
計
り
、
且
ら
く
引
文
似
た
る
を
以
て
尚
お
是
と
称
す
。
此
に
此
の

文
・
此
の
句
在
る
は
不
可
な
り
。 

（
原
漢
文
。
3
丁
左
～
4
丁
右
）

　

凸
巌
は
、
当
初
「
理
に
契
う
は
亦
た
悟
に
非
ず
」
の
句
に
対
し
、

『
洞
上
古
轍
』
の
解
釈

）
55
（

を
「
石
頭
大
師
の
本
意
と
乖
角
す
る
か
」

と
批
判
し
て
い
た
が
、
享
保
六
年
に
『
報
恩
篇
』
を
閲
し
た
上
で
、

天
桂
の
註
解

）
56
（

に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
を
、
傍
註
よ
り
欄
外
へ
の

書
き
入
れ
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
『
洞
上
古
轍
』
上
巻
で
拈
提
さ
れ
る
曹
山
逐
位
頌

等
の
解
釈
に
お
い
て
、
四
カ
所
『
報
恩
篇
』
に
お
け
る
天
桂
の
解

釈
を
挙
げ
て
自
ら
の
見
解
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
、
本
文
の

余
白
へ
の
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
批
判
対
象
と
し
て

い
る
の
は
草
稿
本
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
報
恩
篇
』
刊
行
後

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
報
恩
篇
』
刊
行
前
の
時

点
で
、
天
桂
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
的
見
解
は
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

『
宝
鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
で
は
、
全
篇
を
通
じ
て
、
盤
珪
か
ら
受

け
た
「
法
眼
円
明
」
に
徹
底
し
、
師
資
相
照
し
て
伝
法
相
続
す
る

実
際
か
ら
註
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
盤
珪
か
ら
得
た
見
識
に
基

づ
く
客
観
的
な
視
点
か
ら
、
洞
門
の
宗
旨
に
独
自
な
解
釈
を
加
え

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
長
年
参
学
の
師
と
し
て
き
た
天
桂
の
解

釈
に
対
す
る
批
判
的
指
摘
と
し
て
も
表
面
化
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

他
に
も
「
宝
鏡
三
昧
」
の
「
臣
於
奉
君
、
子
順
於
父
」
の
註
解

に
あ
っ
て
、
当
時
の
洞
門
に
お
け
る
機
鋒
峻
烈
な
る
強
圧
的
な
接
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化
指
導
の
実
際
を
挙
げ
て
厳
し
く
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

吾
門
孝
順
奉
重
の
要
、
君
臣
一
体
、
師
資
同
眼
、
君
臣
相
い
疑
わ
ず
、

師
資
全
く
即
通
す
。
這
裡
に
到
り
て
君
臣
の
分
有
る
こ
と
は
、
是
れ

其
の
体
用
を
示
す
。
君
父
は
是
れ
体
、
子
は
是
れ
用
。
猶
お
灯
と
光

と
の
ご
と
く
、
灯
光
一
に
あ
ら
ず
、
二
に
あ
ら
ず
。
正
按
・
傍
提
、

例
知
す
べ
し
。
正
偏
回
互
の
道
、
茲
に
至
り
て
綿
密
、
縫
罅
無
き
の

み
。
近
ご
ろ
洞
門
今
時
、
棒
唱
機
賊
の
風
を
慴
る
。
粥
飯
の
血
気
、

盲
架
瞎
棒
、
曽
て
法
門
に
益
無
し
。
且
つ
五
日
七
日
の
悟
限
を
立
て
、

こ
れ
を
節
身
と
謂
い
て
相
い
互
い
に
警
策
し
て
牛
馬
を
驅
す
る
が
如

く
、
其
の
間
に
問
答
し
、
或
は
踢
踏
し
、
或
は
盲
唱
乱
棒
、
尺
璧
を

撃
砕
し
、
吾
大
悟
せ
り
と
道
着
す
る
と
き
は
你
了
ぜ
り
と
印
着
し
、

豹
狼
の
気
、
犬
馬
の
跡
せ
ん
は
、
動
も
す
れ
ば
仏
像
を
踏
破
し
て
仏

祖
を
超
越
す
る
と
矜
る
。
某
の
中
に
長
成
し
て
、
竟
に
未
だ
明
眼
真

正
の
説
示
を
知
ら
ざ
る
輩
、
こ
れ
を
丹
霞
、
木
仏
を
焼
く
の
手
段
と

謂
い
て
称
歎
す
。
丹
霞
の
生
涯
、
豈
に
焼
仏
を
事
と
せ
ん
や
。
是
れ

已
む
を
得
ず
的
の
一
時
、
非
常
の
作
略
の
み
。
今
の
文
は
雲
岩
大
師
、

君
臣
父
子
の
喩
を
以
て
仏
仏
祖
々
択
眼
伝
灯
の
密
跡
を
明
か
す
。

（
『
法
眼
蔵
』
31
丁
左
～
32
丁
左
）

　

実
際
に
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
接
化
の
実
態
が
、
誰
の
こ
と
を
指

す
の
か
は
具
体
的
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
僧
俗
に
対
し
平

易
闊
達
な
る
接
化
を
行
う
盤
珪
に
参
ず
る
こ
と
で
、
凸
巌
に
お
い

て
は
天
桂
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
洞
門
師
資
の
関
係
性
が
批
判

的
に
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

結

　

本
稿
で
は
、
丈
六
寺
蔵
『
識
遺
編
』
を
検
討
対
象
と
し
て
、
凸

巌
の
行
状
を
ま
と
め
な
が
ら
、
特
に
天
桂
・
独
庵
・
盤
珪
へ
の
参

学
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

『
識
遺
編
』
の
内
容
は
極
め
て
多
様
に
わ
た
り
、
盤
珪
を
は
じ

め
と
し
た
広
範
な
諸
師
へ
の
参
学
を
通
じ
た
人
的
交
流
や
、
経
録

講
弁
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
も
随
処
に
み
ら
れ
る
。

　

天
桂
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
註
解
や
嗣
法
論

に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
、
ま
た
盤
珪
下
で
の
結
制
の
実
際
の
記

録
と
と
も
に
、
洞
門
に
お
け
る
清
規
・
法
儀
の
様
相
に
つ
い
て

も
、
凸
巌
自
身
の
経
験
と
と
も
に
極
め
て
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
近
世
洞
門
の
実
状
の
一
端
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
献
資

料
と
考
え
る
。
今
後
は
、
資
料
の
整
理
分
析
を
進
め
な
が
ら
、
凸

巌
の
独
自
な
宗
旨
参
究
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い

く
。
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註（
1
） 
拙
稿
「
天
桂
伝
尊
撰
『
報
恩
篇
』
の
研
究
（
二
）
―
巻
中
「
宝

鏡
三
昧
金
鎞
」
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
三
八
号
、

平
成
一
九
年
一
〇
月
）

（
2
） 

『
識
遺
編
』
最
終
巻
で
あ
る
巻
四
十
八
の
裏
表
紙
裏
に
は
、
凸

巌
と
は
異
な
る
筆
で
「
四
十
八
巻　

大
尾
／
内
弐
十
巻
目
不
足
畢
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
二
十
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
か
ら
缺
本
と
な

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
3
） 

「
元
禄
六
年
癸
酉
麦
秋
十
九
日
浜
城
産
人
□
桶
益
杜
多
。

三
十
二
歳
題
二

羽
鳥
源
長
院
江
湖
寮
一

」。（『
識
遺
編
』
巻
一
、一
丁
左
）

（
4
） 

「
丈
六
十
六
世
凸
巌
益
大
和
尚
四
月
朔
示
寂
〈
真
実
三
月
晦
日

昼
九
時
半
寂
。
而
師
顧
命
云
、
忌
日
当
取
朔
日
。
故
云
四
月
朔
日
〉

飛
舟
馳
僕
〈
齢
介
〉
報
訃
。
維
時
垂
于
三
更
。
乃
命
大
龍
代
拝
弔
慰

賦
此
」。（『
禅
余
漫
録
』
巻
六
、一
二
丁
右
）

（
5
） 

余
、
年
来
参
訪
を
事
と
し
て
山
川
雲
路
、
漫
に
西
東
し
て
苦
節

す
る
こ
と
多
か
ら
ず
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
其
の
間
、
飯
を
以
て
死
す

る
者
に
慴
れ
て
、
穀
を
絶
す
る
の
惑
を
知
ら
ず
。
或
は
黙
禅
を
毀
誉

の
会
に
専
ら
に
し
、
千
尺
井
中
に
雪
を
積
み
、
三
條
椽
下
に
風
を
繋

ぎ
、
空
し
く
神
識
を
労
す
る
こ
と
十
余
年
間
な
り
、
故
に
支
体
、
月

を
逐
う
て
憔
れ
、
病
魔
、
日
を
以
て
侵
し
、
疲
臝
最
も
甚
だ
し
、
是

を
以
て
法
儀
庀
作
と
雖
も
、
疏
懶
荒
蕩
、
視
聴
す
る
も
立
ち
ど
こ
ろ

に
忘
れ
記
憶
総
て
失
し
、
維
れ
華
子
が
病
忘
る
る
か
。
所
以
に
日
を

指
し
期
を
為
す
に
於
け
る
も
、
恬
然
と
し
て
未
だ
約
せ
ざ
る
以
前
に

如
同
す
。
或
は
適
た
ま
偈
を
賦
し
記
を
為
し
、
緊
要
事
実
の
忽
せ
に

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
遺
忘
に
苦
し
む
こ
と
多
し
、
故
に
俄
に
素
麻

を
編
み
冊
を
為
り
て
常
に
携
え
て
此
に
記
す
。
故
に
仏
文
と
無
く
祖

語
と
無
く
、
詩
賦
を
問
わ
ず
俗
諺
を
擇
ば
ず
、
倭
歌
茗
話
の
類
に
逮

ぶ
ま
で
識
さ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
。
故
に
『
識
遺
編
』
と
名
づ
く
。

此
の
編
、
人
の
観
覧
に
備
え
ん
と
欲
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
是
を
以

て
草
稿
し
て
後
、
茲
に
載
す
る
に
あ
ら
ず
。
叙
に
肇
め
て
筆
の
往
く

所
に
任
せ
て
唯
だ
記
し
て
以
て
自
用
に
庀
れ
ば
足
る
」。（
1
丁
右
～

左
）

（
6
） 

た
だ
し
、
一
部
に
お
い
て
は
後
代
の
再
写
に
よ
り
記
事
が
訂
正

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
巻
三

は
全
体
は
元
禄
三
年
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
中
「
貞
享
」
と

す
べ
き
年
記
を
後
代
の
「
享
保
」
と
誤
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、「
貞

享
」
と
補
筆
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

（
7
） 

『
天
桂
和
尚
年
譜
』
の
延
宝
五
年
項
に
は
「
師
三
十
歳
正
月
。

再
回
二

静
居
一

。
依
二

五
峯
和
尚
一

。
面
授
嗣
法
。
峯
公
老
邁
倦
二

于
院

務
一

。
命
レ

師
董
レ

席
。
三
月
随
二

世
于
諸
嶽
一

。
拝
二

勅
黄
於
鳳
闕
一

。

事
竣
而
旋
。」
と
あ
り
、
五
峯
海
音
に
面
授
嗣
法
の
上
、
随
世
し
て

静
居
寺
九
世
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
） 

『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
』
に
は
、
天
桂
が
得
度
し
た
窓

誉
寺
（
和
歌
山
市
吹
上
）
の
末
寺
と
あ
る
が
現
在
廃
寺
。
丈
六
寺
を

退
院
し
た
海
岳
が
窓
誉
寺
末
寺
と
し
て
開
山
し
、
窓
誉
寺
五
世
門
嵓

伝
正
（
一
七
三
二
寂
）
の
後
、
六
世
に
晋
住
し
た
後
、
丈
六
寺
を
開

山
し
た
と
想
定
す
る
。
な
お
窓
誉
寺
世
代
に
お
い
て
は
梅
岳
湛
光
と

あ
る
。『
識
遺
編
』
巻
十
八
「
正
徳
甲
午
七
月
渡
レ

海
赴
二

故
山
一

兼

訪
二

両
隠
一

省
二

覲
老
父
一

謁
二

浜
城
太
守
一

」
に
よ
れ
ば
、
凸
巌
は
阿
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波
丈
六
寺
晋
住
後
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
八
月
二
日
に
、
海
岳

を
訪
ね
て
い
る
。「
八
月
朔
日
発
二

紀
州
之
行
一

、
二
日
訪
二

海
岳
和
尚

於
和
歌
打
越
丈
六
寺
一

。
三
日
過
二

訪
両
三
院
一

、
周
二

覧
和
歌
浦
一

、

四
日
発
五
日
帰
二

大
坂
一

。」
海
岳
は
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
十
月

二
十
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

（
9
） 

凸
巌
の
後
、
丈
六
寺
の
後
席
を
嗣
ぐ
旧
知
の
卍
元
道
密
は
示
寂

に
あ
た
っ
て
の
祭
文
を
収
め
る
『
禅
余
漫
録
』
巻
六
で
「
侍
天
桂
師

凡
五
年
」
と
記
し
、
天
桂
へ
の
随
侍
を
五
年
と
す
る
。
一
方
盤
珪
永

琢
へ
の
参
学
に
つ
い
て
は
「
参
二

盤
珪
師
一

凡
五
年
」
と
記
す
。

（
10
） 

月
舟
下
で
の
参
学
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
余
、
是

よ
り
先
、
天
桂
師
座
下
に
在
り
。
数
年
随
身
し
て
未
だ
已
分
を
得
ず
。

或
は
坐
を
廃
し
て
洛
に
入
り
、
儒
典
を
学
す
も
無
益
と
知
り
て
、
又

黙
坐
の
徒
に
与
し
、
是
も
亦
た
諦
当
な
ら
ず
。
復
た
詩
文
を
欲
し
て

微
し
く
励
む
と
も
成
ら
ず
。
意
散
乱
し
て
月
舟
師
に
宇
治
田
原
に
参

じ
て
掛
搭
成
り
て
衆
に
入
り
て
居
る
こ
と
三
月
。
月
老
禅
の
接
得
を

思
う
に
、
唯
だ
打
坐
せ
よ
、
親
切
に
看
経
せ
よ
。
禅
規
の
行
儀
粥
飯

の
作
法
の
み
を
示
し
て
、
無
覚
蘇
息
的
の
緊
要
を
聞
か
ず
。
竊
に
謂

え
ら
く
、
斯
の
如
く
し
て
光
陰
を
送
る
こ
と
は
、
師
兄
の
下
に
在
り

て
も
亦
た
成
つ
べ
し
。
縦
い
十
年
廿
年
、
茲
に
在
り
て
株
を
守
り
兎

を
待
つ
と
き
は
、
何
の
時
か
安
心
せ
ん
と
、
終
に
冬
安
居
前
に
至
り

て
辞
す
。
発
秀
老
僧
な
る
も
の
有
り
、
甚
だ
留
む
。
竟
に
従
わ
ず
し

て
故
国
に
帰
る
」。（『
識
遺
編
』
巻
三
十
九
「
読
二

弟
養
尊
昔
所
レ

賦

之
偈
一

泣
然
記
」
6
丁
左
～
7
丁
右
）

（
11
） 

年
次
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
天
桂
和
尚
年
譜
』
に
は
天
和
二

（
一
六
八
二
）
年
九
月
に
天
桂
が
常
州
水
戸
に
東
臯
心
越
を
訪
ね
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
行
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
12
） 

慧
極
道
明
（
一
六
三
二
～
一
七
二
一
）
が
江
戸
紫
雲
山
瑞
聖
寺

第
三
代
住
持
と
な
る
の
は
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
で
退
院
し
た
の

は
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
十
月
。
特
に
貞
享
五
年
に
は
江
戸
光
（
廣
）

林
寺
の
盤
珪
の
下
に
参
じ
て
お
り
、
こ
の
間
の
参
学
が
想
定
さ
れ
る
。

（
13
） 

独
湛
性
瑩
が
黄
檗
山
満
福
寺
四
代
に
晋
住
す
る
の
は
天
和
二

（
一
六
八
二
）
年
一
月
で
あ
り
、退
院
す
る
の
は
元
禄
五
（
一
六
九
二
）

年
一
月
。
凸
巌
の
参
学
は
こ
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
） 

「
有
馬
」
と
は
南
源
性
派
が
二
代
と
し
て
住
し
た
摂
津
天
徳
山

国
分
寺
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
晋
住
は
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
で
退

隠
し
た
の
は
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
。
こ
の
間
の
参
学
と
考
え
ら

れ
る
。

（
15
） 

『
識
遺
編
』
巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」「
其
の
先
十
六
歳
天

桂
和
尚
遠
州
横
須
賀
窓
泉
寺
に
し
て
講
楞
厳
会
に
在
り
て
、
緇
素
稲

群
麻
擁
す
。
而
る
に
余
法
門
商
量
を
専
ら
に
し
て
一
日
も
其
席
に
列

せ
ず
。」（
33
丁
右
～
左
）

（
16
） 

万
年
山
と
は
高
輪
泉
岳
寺
の
山
号
で
あ
り
、
独
庵
の
庵
居
し
て

い
た
睡
庵
と
は
泉
岳
寺
門
前
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
凸
巌
は
後

に
盤
珪
に
参
学
せ
ん
と
江
戸
廣
林
寺
へ
の
掛
搭
を
願
う
際
に
、
か
つ

て
独
庵
の
居
た
庵
に
留
宿
し
て
い
る
。『
識
遺
編
』
巻
三
十
九
「
読

弟
養
尊
昔
所
賦
之
偈
泣
然
記
」「
余
先
年
、
玄
光
和
尚
に
芝
泉
岳
寺

門
前
睡
庵
に
随
侍
せ
る
こ
と
有
り
。
故
に
之
を
知
り
て
此
の
庵
を
借

り
て
憩
留
し
て
日
日
廣
林
に
往
来
し
て
掛
搭
を
願
う
も
聴
さ
れ
ず
」

（
8
丁
左
～
9
丁
右
）
と
あ
る
。

（
17
） 

『
護
法
集
』
巻
十
一
、
独
菴
稾
四
「
滅
宗
字
説
」
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（
18
） 

「
予
近
便
醫
藥
。
移
居
於
武
州
。
而
又
苦
厳
寒
。
逢
冬
則
必
大
病
。

所
以
乙
丑
冬
十
月
。
応
天
桂
禅
師
之
招
予
近
便
醫
藥
。
移
居
於
武

州
。
而
又
苦
嚴
寒
。
逢
冬
則
必
大
病
。
所
以
乙
丑
冬
十
月
。
應
天
桂

禪
師
之
招
。
就
暖
於
駿
州
大
澤
山
。
爲
過
冬
計
。」（『
護
法
集
』
巻
八
、

独
菴
稾
一
、十
八
丁
左
）

（
19
） 

『
護
法
集
』
巻
十
一
、
独
菴
稾
四

（
20
） 

『
護
法
集
』
巻
九
、
独
菴
稾
二
「
悼
大
澤
山
滅
宗
禅
師
講
圜
悟

碧
巖
集
五
首
并
序
」

（
21
） 

「
時
に
天
桂
和
尚
、
結
制
し
て
碧
巌
を
講
ず
る
こ
と
有
り
。
首

座
湛
光
師
は
年
来
静
居
に
同
床
す
る
人
に
し
て
、
書
を
来
し
て
こ
れ

を
告
げ
、
且
つ
来
り
佐
け
ん
こ
と
を
請
う
。
故
に
尊
を
携
う
。
尊
、

此
の
時
病
し
て
起
た
ず
、
寂
心
と
い
う
も
の
有
り
、
初
山
独
湛
師
の

髴
度
、
浜
松
城
市
に
産
れ
た
し
者
に
し
て
独
和
尚
、
本
山
に
住
し
て

後
、
寂
、
辜
負
し
て
故
里
に
帰
り
て
天
桂
師
の
碧
巌
を
講
ず
と
聴
き

て
、
余
と
嶋
田
に
行
く
。
彼
は
外
宿
し
て
席
に
列
す
。
我
は
禅
堂
に

在
り
て
堂
司
に
任
ず
」。（
7
丁
左
～
8
丁
右
〉

（
22
） 

『
護
法
集
』「
独
菴
稾
一
」
に
「
貞
享
甲
子
春
二
月
遊
江
府
」
と

の
記
事
が
あ
る
。

（
23
） 

「
上
玄
光
禅
師
書
」
は
『
識
遺
編
』
巻
二
の
冒
頭
に
あ
る
が
、

巻
一
末
尾
に
「
元
禄
八
年
乙
亥
鶏
旦
識
筆
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年

代
比
定
。

（
24
） 

『
宝
鏡
三
昧
』
の
「
如
金
剛
杵
」
に
つ
い
て
、『
古
轍
』
が
金

剛
杵
の
形
状
か
ら
五
位
を
配
釈
す
る
（「
金
剛
杵
。
首
尾
闊
而
中
狭
。

今
法
中
。
正
中
偏
。
偏
中
正
二
位
居
前
。
兼
中
至
。
兼
中
到
二
位
居

後
。
惟
正
中
来
一
位
居
中
。
両
頭
闊
而
中
間
狭
。
故
其
象
爲
金
剛
杵
。」）

の
に
対
し
て
、
凸
巌
は
金
剛
杵
が
両
頭
中
間
を
具
え
て
い
る
の
は
、

凡
聖
・
迷
悟
・
正
偏
が
一
宝
鏡
に
帰
す
は
た
ら
き
を
持
つ
こ
と
を
喩

え
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
後
に
凸
巌
の
撰
述
す
る『
宝

鏡
三
昧
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
『
古
轍
』
批
判
と
し
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
且
以
二

杵
両
頭
濶
中
間
狭
象
一

比
二

五
位
圈
星
四

隅
中
央
一

之
説
、
最
不
レ

足
レ

取
者
也
。
杵
握
二

両
端
之
中
一

之
自
在
之

用
也
。」

（
25
） 

『
護
法
集
』
巻
四
『
独
庵
俗
談
』
巻
上
「
永
覚
、『
洞
上
古
轍
』

を
述
す
る
は
有
る
こ
と
を
知
る
者
の
為
に
設
く
る
な
り
。
今
日
競
い

て
之
を
講
じ
之
を
解
す
る
輩
、
教
乗
猶
お
未
だ
通
ぜ
ず
、
況
ん
や
宗

乗
を
や
。
此
の
事
、
文
に
因
り
て
義
を
解
す
る
も
、
猶
お
未
だ
し
。

況
ん
や
未
だ
文
字
の
句
読
を
知
ら
ざ
る
を
や
。
終
年
、
五
箇
の
圈
兒

に
因
り
て
偏
を
論
じ
正
を
論
じ
、
今
時
を
論
じ
劫
外
を
論
じ
、
名
を

認
め
て
物
と
為
し
、
未
だ
名
に
当
る
の
実
を
知
ら
ず
。」（
原
漢
文
。

30
丁
右
～
左
）

（
26
） 

天
桂
の
大
雲
寺
退
院
の
事
情
を
あ
え
て
推
測
す
れ
ば
、
晋
住
の

経
緯
を
伝
え
る
『
天
桂
和
尚
年
譜
』
元
禄
二
年
の
項
に
は
「
師
（
天

桂
）
曰
く
『
比
来
、
吾
が
宗
、
弊
風
久
し
く
扇
り
、
斗
米
、
嗣
を
易

え
、
呂
牛
、
姓
を
冒
す
。
既
に
家
法
の
本
を
喪
う
。
吾
常
に
之
を
歎

く
。
何
の
出
世
と
い
う
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
你
復
た
言
う
こ
と
莫

れ
』
と
。
専
使
啓
し
て
曰
く
、『
大
雲
の
一
衆
、
但
だ
大
法
の
爲
に

師
を
仮
る
〈
借
住
の
義
な
り
〉
の
み
。
孰
か
不
典
と
謂
わ
ん
』
と
。」（
原

漢
文
）
と
あ
っ
て
、因
院
易
嗣
に
よ
る
伽
藍
法
相
続
を
し
な
い
「
借
住
」

と
す
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

何
ら
か
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
「
借
住
」
で
な
く
な
る
こ
と
に
伴
い
、
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退
院
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
27
） 
『
天
桂
和
尚
年
譜
』
の
元
禄
五
年
の
項
に
は
、
天
桂
が
天
寧
寺

の
授
戒
会
に
請
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
授

戒
会
に
お
い
て
楞
厳
経
の
講
席
が
開
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

（
28
）
天
桂
お
よ
び
海
岳
か
ら
の
丈
六
寺
晋
住
の
招
請
に
つ
い
て
の
経
緯

に
つ
い
て
は
『
識
遺
編
』
巻
十
七
「
有
馬
竹
屋
白
雲
石
記
井
序
」
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。「
丈
六
の
請
、
腹
痛
と
濱
城
主
の
寵
遇
と
九　

の

老
父
と
、
建
立
未
半
と
を
以
て
固
辞
し
て
正
徳
三
年
癸
巳
五
月
、
西

見
鏡
山
を
大
坂
蔵
鷺
庵
に
使
し
て
書
を
以
て
辞
し
了
る
。
天
桂
和
尚
、

京
都
稲
田
性
鐵
居
士
の
旅
館
に
在
り
て
答
書
有
り
。
数
件
の
難
避
事
、

如
何
と
も
す
る
こ
と
無
し
と
、
其
後
丈
六
海
岳
和
尚
の
弟
子
文
海
、

内
請
の
書
遣
い
置
か
れ
し
志
等
を
奉
っ
て
復
た
請
意
を
伸
ぶ
。
理
の

避
回
し
叵
き
を
以
て
辞
請
し
了
り
て
帰
る
。
此
の
時
、
普
済
に
輪
住

し
て
此
の
請
使
を
受
く
。
七
月
二
十
八
日
退
院
。
八
月
を
以
て
馬
峰

温
泉
に
赴
き
驛
を
経
る
こ
と
一
日
に
し
て
三
年
来
の
腹
痛
頓
に
止
む
。

其
の
所
以
を
知
ら
ず
、
先
づ
敦
請
不
棄
の
恩
を
謝
せ
ん
と
欲
し
て
天

桂
師
の
所
に
至
る
。
師
疾
を
問
う
。
云
く「
驛
一
日
を
経
て
頓
に
治
す
」

と
。
師
欣
然
と
し
て
再
び
丈
六
継
席
の
事
に
及
ぶ
。
百
辞
す
る
も
曽

て
許
さ
ず
。
已
む
こ
と
を
得
ず
強
て
肯
う
」。（
1
丁
右
～
左
）

（
29
） 

冒
頭
よ
り
、
凸
巌
の
参
学
を
記
す
前
半
部
の
盤
珪
の
行
状
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 

「
仏
智
禅
師
は
勅
号
。
名
は
永
琢
。
号
は
盤
珪
。
播
州
の
産
。
初
め

一
院
に
住
し
て
自
ら
法
眼
未
だ
円
明
な
ら
ず
し
て
法
灯
を
継
ぐ
と
称

す
る
を
慚
愧
し
、
寺
絆
を
脱
し
て
跡
を
蔵
し
て
自
ら
法
眼
、
人
を
知

る
こ
と
を
肯
い
、
豫
州
大
津
の
刺
史
賀
藤
遠
江
守
月
窓
居
士
に
辨
出

さ
れ
て
請
を
得
て
舘
に
謁
す
る
に
、
襤
褸
虱
落
、
月
窓
、
鎗
術
に
於

て
妙
有
り
。
窮
源
を
問
い
て
眼
益
円
明
を
得
て
来
、
本
城
下
に
於
て

刹
を
建
て
如
法
寺
と
名
け
て
師
を
請
し
、
化
、
巨
に
振
る
い
播
州
網

干
灘
屋
に
龍
文
寺
を
建
て
て
供
養
し
、
平
戸
に
普
門
寺
有
り
。
京
山

科
言
経
に
地
蔵
寺
有
り
。
播
州
曽
祢
に
某
寺
有
り
。
濃
州
火
焼
に
玉

龍
寺
有
り
。
武
城
麻
布
に
廣
林
寺
有
り
。
此
等
皆
な
恢
き
に
衆
を
容

る
る
の
道
場
に
し
て
、
就
中
龍
門
は
是
れ
傑
刹
に
し
て
、
總
て
師
需

め
て
開
闢
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
各
々
施
主
有
り
て
師
を
請
し
て
開
山

と
為
す
も
の
な
り
。
其
の
余
、
讃
州
丸
亀
宝
津
寺
の
類
の
如
き
、
五

箇
十
箇
を
容
る
る
寺
院
庵
室
大
小
百
余
員
、
各
お
の
以
て
開
山
と
為

す
。
年
々
此
の
間
に
行
化
し
て
、
至
る
処
雲
水
高
躅
を
慕
い
、
冬
夏

を
論
ぜ
す
、
結
制
し
、
或
は
五
旬
三
旬
も
亦
た
結
制
し
、
在
家
出
家

の
得
益
、雨
の
如
く
、潤
な
ら
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
。
異
邦
の
先
徳
、

未
だ
是
の
如
く
な
る
を
聞
か
ず
。
況
ん
や
日
本
の
諸
徳
先
聖
、
之
れ

に
似
た
る
無
し
」。

（
30
） 

真
言
宗
の
法
多
山
尊
永
寺
（
静
岡
県
袋
井
市
）。

（
31
） 

『
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』
に
は
「
貞
享
甲
子
冬
。
安
居
光
林
。

衆
百
三
十
人
」
と
あ
る
（『
盤
珪
禅
師
全
集
』
二
四
五
頁
）。

（
32
） 

同
様
の
内
容
が
『
識
遺
編
』
巻
十
「
不
レ

値
二

善
知
識
一

漫
費
二

苦

節
一

」
に
も
以
下
の
通
り
記
述
さ
れ
る
。「
十
九
歳
時
、
打
坐
の
人
を

見
て
之
を
慕
う
。
故
に
巨
叢
独
坐
を
問
わ
ず
、
訪
問
随
喜
し
て
其
の

風
を
学
ぶ
と
も
、
自
己
に
於
て
徹
処
無
し
。
或
は
見
、
講
を
張
り
四

衆
雲
集
し
、
弁
、
河
の
流
る
る
が
如
く
を
渇
仰
し
て
書
を
学
ば
ん
と

欲
し
、
坐
に
依
る
と
き
は
睡
眠
昏
沈
し
、
講
に
憑
る
と
き
は
復
た
眠
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り
て
通
ぜ
ず
。
未
だ
孰
か
可
な
る
こ
と
を
決
せ
ず
。
講
者
は
癡
坐
を

鍔
し
、
禅
者
は
講
辯
、
実
な
ら
ず
と
譏
る
。
元
是
れ
意
楽
、
利
名
の

間
に
在
り
。
故
に
物
表
閑
寂
の
跡
を
見
る
と
き
は
、
仏
法
、
此
に
帰

す
る
と
計
し
、
講
筵
の
栄
盛
な
る
に
逢
え
ば
ば
、
天
華
も
爾
る
か
を

怪
し
み
、
禅
教
境
謝
す
る
に
随
い
て
慕
念
転
変
し
て
定
ま
ら
ず
。
一

時
、
檗
徒
鉄
牛
の
弟
子
心
月
菴
義
辯
と
い
う
者
を
訪
ね
、
坐
誦
、
常

を
出
で
て
、
語
黙
に
則
有
る
を
信
じ
、
三
爾
信
宿
し
、
語
話
す
る
は

皆
参
禅
の
用
心
な
り
。
辯
師
、
語
る
ら
く
、
古
人
多
く
己
の
悟
所
因

縁
を
以
て
人
を
接
す
。
吾
が
師
鉄
牛
が
如
き
、
因
縁
は
経
行
に
在

り
、
故
に
専
ら
経
行
を
以
て
人
に
示
し
て
徒
に
垂
る
と
。
余
、
菽
麦

を
弁
ぜ
ず
、
其
の
言
を
実
な
り
と
し
て
深
く
信
じ
て
謂
く
、「
経
行

は
能
く
眠
を
除
き
食
を
消
し
、
妄
想
攀
縁
、
胸
に
萌
ゆ
る
こ
と
能
わ

ず
。
是
れ
最
玄
の
妙
行
な
り
」
と
。
越
て
発
志
し
て
法
多
山
〈
袋
井

東
南
一
里
に
在
り
〉
に
入
り
て
七
昼
夜
経
行
不
坐
し
て
眠
魔
を
攘
い

観
世
音
に
誓
わ
ん
と
欲
し
て
赴
い
て
袋
井
鈴
木
氏
藤
左
衛
門
之
宅
に

宿
す
。
時
に
輝
師
律
師
、
武
よ
り
高
野
に
帰
る
に
此
の
夜
、
同
宿
す
。

面
識
し
て
談
ず
る
に
素
願
に
逮
ぶ
。
比
丘
、
信
ず
る
色
無
く
し
て
云

く
「
其
の
験
、
恐
ら
く
は
空
し
か
ら
ん
。
公
、
苦
ご
ろ
に
発
す
る
も

果
た
せ
ず
ん
ば
止
ま
ず
」
と
。
余
問
い
て
云
く
「
客
冬
安
居
、
甚
麼

の
処
ぞ
」。
比
丘
云
く
「
盤
珪
禅
師
客
冬
、武
の
廣
林
に
結
制
す
。
余
、

入
衆
し
て
自
恣
の
後
、
今
帰
錫
す
」。
余
愕
然
と
し
て
云
く
「
珪
翁
、

吾
聞
い
て
滅
後
と
謂
へ
り
。
其
の
法
要
云
何
」。
比
丘
云
く
「
須
く

参
じ
て
知
る
べ
し
」。
余
何
ぞ
途
に
説
か
ん
と
。
明
旦
相
い
別
れ
て

法
多
に
上
り
院
主
に
白
す
。
内
陳
に
入
り
行
纏
結
束
し
て
昼
夜
経
行
、

飲
食
に
も
坐
せ
ず
。
深
く
誓
祈
し
て
圍
遶
、
星
使
の
如
く
、
一
昼
夜

に
既
に
困
羸
し
て
夢
中
の
如
し
。
窮
睡
頻
り
に
犯
し
、
或
は
柱
に
触

れ
て
倒
れ
、
壁
に
於
し
席
に
蹶
き
、
眩
を
発
し
、
日
を
積
み
て
昼
も

夜
の
如
く
、
人
の
窺
う
も
夢
に
似
た
り
。
越
て
観
音
を
礼
し
怨
言
を

発
す
。
将
に
満
ぜ
ん
と
す
る
に
、
比
丘
の
言
を
思
い
、
信
敬
を
減
じ
、

終
に
第
七
曙
に
至
り
地
に
倒
れ
て
覚
え
ず
身
体
、
死
人
の
如
く
、
困

睡
放
身
す
。
一
僧
来
り
て
酷
く
警
覚
叫
喚
す
。
余
微
く
覚
め
て
起
き

ん
と
欲
す
も
、
身
体
騰
が
ら
ず
。
其
の
僧
、
手
を
執
り
て
肩
に
掛
け
、

負
載
し
て
院
坊
に
入
る
。
爾
来
日
を
遂
う
に
困
睡
し
て
半
は
恥
じ
半

は
仏
を
恨
む
。
是
の
時
益
々
比
丘
の
言
を
念
じ
て
、
頻
り
に
盤
珪
禅

師
を
慕
い
て
翌
年
秋
、
武
に
入
り
て
入
衆
し
法
要
を
聞
き
て
深
く
明

眼
知
識
の
化
導
を
信
ず
。
誠
に
善
導
に
値
わ
ざ
れ
ば
徒
に
力
を
費
や

し
困
陒
し
て
益
無
し
。
慚
愧
す
べ
き
の
み
」。（
28
右
～
30
右
）

（
33
） 

「
貞
享
甲
子
冬
。
安
二

居
光
林
一

。
衆
百
三
十
人
」。『
佛
智
弘
済

禅
師
行
業
略
記
』
に
も
「
貞
享
甲
子
の
歳
、
光
林
寺
開
基
京
極
備
中

守
母
氏
養
性
院
壽
心
大
姉
、
所
願
に
て
光
林
寺
に
於
て
結
制
す
」（
赤

尾
龍
治
『
盤
珪
禅
師
全
集
』、
三
九
五
頁
）
と
あ
る
。

（
34
） 

「
乙
丑
冬
。
安
二

居
播
州
曽
禰
周
徳
寺
一

。
衆
九
十
人
。
十
一
月

晦
日
散
レ

衆
。
全
二

九
旬
於
龍
門
一

。
衆
百
三
十
人
。
此
冬
安
居
。
師

命
二

副
寺
者
一

。
爲
レ

衆
辨
二

茶
粥
一

。
爲
二

山
定
規
一

」。（
前
同
『
盤
珪

和
尚
全
集
』
二
四
五
～
二
四
六
頁
）

（
35
） 

志
部
憲
一
「「
天
桂
伝
尊
と
盤
珪
永
琢
」（『
駒
澤
大
学
禪
研
究

所
年
報
』
3
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
に
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

（
36
） 
光
林
寺
で
の
結
制
に
つ
い
て
は
赤
尾
龍
治
『
盤
珪
禅
師
全
集
』

で
分
析
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
佛
智
弘
済
禅
師
行
業
略
記
』

（
逸
山
祖
仁
撰
、
享
保
一
五
年
写
）
に
は
光
林
寺
で
の
結
制
に
つ
い



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

八
六

て
「
貞
享
甲
子
の
歳
（
中
略
）
一
年
を
経
て
寅
の
歳
」
と
あ
り
、
貞

享
元
年
と
三
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、『
行
業
曲
記
』
に
は
「
丁

卯
冬
安
居
光
林
」
と
あ
り
、
光
林
寺
二
世
節
外
祖
貞
の
筆
に
な
る
養

性
院
の
墓
誌
に
も
「
丁
卯
冬
復
勧
師
結
制
、
化
導
益
熾
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、貞
享
四
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
誤
り
で
あ
る
と
す
る
（
八
〇
九

頁
）。
ま
た
盤
珪
晩
年
に
参
随
し
た
貞
閑
尼
の
『
貞
閑
尼
出
家
後
の

自
傳
』
に
は
貞
享
二
年
の
「
十
月
二
日
に
く
ろ
か
ね
や
常
有
公
の
も

と
へ
盤
珪
和
尚
入
せ
給
ひ
、
其
夜
拝
し
奉
る
」
と
あ
り
、
龍
門
寺
の

あ
る
姫
路
に
着
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
37
） 

越
前
福
井
に
あ
り
臨
済
宗
萬
松
山
大
安
寺
。
中
興
開
山
は
大
愚

宗
築
（
一
五
八
四
～
一
六
六
九
）。『
贅
語
』
に
よ
れ
ば
、
盤
珪
は
壮

年
時
大
安
寺
の
大
愚
を
訪
ね
て
数
日
留
ま
り
問
答
し
て
い
る
。

（
38
） 

「
丁
卯
の
冬
、
光
林
に
安
居
す
。
衆
百
五
十
人
。
此
の
会
に
与

る
る
洞
下
の
良
護
禅
師
、
若
州
常
高
寺
地
蔵
院
の
大
唐
、
濃
州
の
禅

魯
等
三
英
士
、
更
に
設
問
に
遞
ぶ
。
凡
そ
経
録
等
、
大
小
頓
漸
、
乃

至
前
賢
の
機
縁
、
捜
ら
ざ
る
無
し
。
以
て
悉
悉
諮
決
す
。
猶
お
般
若

転
教
の
如
し
」（『
盤
珪
禅
師
全
集
』
二
四
六
頁
）
な
お
良
護
と
は
無

得
良
悟
で
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
39
） 

伊
予
大
州
藩
主
の
加
藤
泰
常
（
泰
常
、
～
一
七
一
五
）。
祖
父

の
泰
興
と
と
も
に
盤
珪
に
帰
信
す
。

（
40
） 

讃
岐
丸
亀
城
主
の
京
極
高
豊
（
一
六
五
五
～
一
六
九
四
）。
盤

珪
の
開
山
し
た
龍
門
寺
の
寺
地
を
寄
進
す
る
。

（
41
） 

『
仏
智
弘
済
禅
師
行
業
略
記
』
年
代
不
詳
な
が
ら
「
師
、
京
地

蔵
寺
に
於
て
、
閉
関
の
時
、
龍
門
寺
石
門
和
尚
よ
り
見
舞
い
に
天
球

を
つ
か
わ
さ
る
」
と
あ
る
（『
盤
珪
禅
師
全
集
』
三
九
六
頁
）。

（
42
） 

『
濃
州
徳
巌
惟
慧
和
尚
年
譜
』
元
禄
二
年
の
項
に
は
「
本
州
妙

応
寺
遠
山
和
尚
結
制
。
師
応
請
助
化
。」
と
あ
る
（『
曹
洞
宗
近
世
僧

伝
集
成
』
九
一
四
頁
）。

（
43
） 

『
濃
州
徳
巌
惟
慧
和
尚
年
譜
』
に
は
隠
元
よ
り
法
諱
「
道
定
」

と
道
号
「
惟
慧
」
を
受
け
、
さ
ら
に
道
者
超
元
に
参
じ
て
い
る
こ
と

が
期
さ
れ
る
。「
師
初
名
長
圓
。
元
更
名
道
定
。
字
惟
慧
。
時
道
者

元
禅
師
住
宗
福
。
師
時
時
謁
見
参
扣
往
往
。
経
宿
承
激
励
矣
。」（『
曹

洞
宗
近
世
僧
伝
集
成
』九
一
一
～
九
一
二
頁
）。
卍
山
道
白
に
よ
る「
徳

巌
惟
慧
禅
師
塔
銘
」（『
卍
山
広
録
』
巻
二
十
二
）
に
も
同
様
の
記
事

が
あ
る
。

（
44
） 

『
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』
に
「
己
巳
（
元
禄
二
年
）
春
。

解
制
普
門
。
帰
龍
門
。
冬
。
備
前
岡
山
道
俗
。
請
師
結
制
三
友
。」

と
あ
り
、
前
年
の
肥
前
普
門
寺
の
安
居
解
制
の
後
、
龍
門
寺
に
帰
っ

て
い
る
。

（
45
） 

『
佛
智
弘
濟
禅
師
行
業
略
記
』（
享
保
十
五
年
、逸
山
祖
仁
撰
）「
龍

門
寺
大
結
制
の
時
、
一
僧
来
り
掛
錫
を
願
ふ
」。（『
盤
珪
禅
師
全
集
』

三
九
六
頁
）

（
46
） 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。『
識
遺
編
』

巻
三
十
六
「
昔
頓
利
今
遅
鈍
」「
後
に
廿
七
歳
、
盤
珪
禅
師
の
会
に

入
り
て
後
、
書
籍
を
放
擲
し
て
半
片
の
文
史
を
読
ま
ず
、
其
の
後
、

法
友
独
玄
、
勢
州
廣
臺
寺
の
会
に
首
座
す
る
に
誘
わ
れ
て
、
已
む
こ

と
を
獲
ず
入
衆
し
二
戒
位
に
安
ず
。
此
の
会
、
湛
光
長
老
『
浄
名
』

を
講
じ
、
養
圓
長
老
『
円
覚
』
を
講
ず
。
一
日
両
席
、
二
戒
な
る
を

以
て
見
台
前
に
被
位
す
。
素
よ
り
楽
ま
ず
講
義
を
肯
わ
ず
、
著
座
し

目
を
開
い
て
巻
を
看
ず
。
低
睡
鼻
声
、
隣
単
指
を
以
て
膝
を
揺
ら
す
。



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

八
七

出
席
僅
か
に
二
三
日
。
此
の
冬
盤
珪
禅
師
、
播
州
龍
門
に
在
り
て
大

会
を
結
ぶ
。
首
よ
り
其
の
会
に
入
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
法
友
の
義

睦
、
廃
し
叵
く
止
む
を
得
ず
、
独
首
座
を
補
佐
す
。
而
れ
ど
も
遺
懐
、

胸
に
満
ち
、
謀
計
を
山
田
の
睦
者
に
通
じ
て
偽
文
を
為
り
遠
州
の
故

里
老
母
危
急
と
飛
報
せ
し
め
、
講
鐘
を
侵
し
て
三
役
寮
に
報
ず
。
首

座
正
実
、
哀
を
助
け
て
乞
暇
を
許
し
講
座
を
闕
い
て
門
送
し
、
弟
兄

各
々
摘
楊
花
心
、
勇
躍
し
て
会
を
脱
し
て
播
州
に
赴
く
。
故
に
聴
講

を
遂
げ
ず
」。

（
47
） 

『
正
眼
国
師
逸
事
状
』（
大
鼎
禅
圭
撰
）
に
は
、
こ
の
大
結
制
が

当
時
の
諸
方
叢
林
で
の
結
制
と
は
異
な
る
様
相
で
あ
る
こ
と
を
次
の

如
く
記
し
て
い
る
。「
結
衆
一
千
三
百
余
員
。
其
在
二

寺
外
一

。
毎
日

来
会
道
俗
不
レ

入
二

其
数
一

。
闔
衆
分
レ

堂
禅
誦
。
不
レ

施
二

寸
縄
一

。
各

自
守
レ

分
。
精
修
粛
々
然
。
室
如
レ

無
レ

人
。
当
二

今
世
一

。
処
々
叢
林
。

鳩
レ

衆
三
百
五
百
。
寸
陰
尺
規
、
桎
二

梏
身
形
一

。
如
レ

入
二

囹
圄
一

。

纔
有
二

違
越
者
一

。
棒
レ

之
擯
レ

之
。
未
二

曽
少
赦
一
レ

之
。
其
深
察
苛

刻
。
甚
レ

於
二

官
衙
一

。
是
箇
制
解
。
而
有
二

罹
レ

病
者
一

。
有
二

廃
レ

身

者
一

。
以
死
二

未
秀
苗
一

。
以
致
二

師
親
恨
一

。
是
被
レ

行
レ

世
之
知
識
専

門
作
業
也
。
嗚
呼
、撥
草
衲
子
。
為
二

時
風
所
一
レ

偃
。
不
レ

能
二

超
出
一

。

実
可
レ

憐
乎
哉
。
古
人
設
二

死
関
一

。
開
二

活
埋
坑
一

。
皆
悉
有
レ

所
レ

為

而
為
レ

之
。
今
夫
效
レ

顰
者
。
鈍
工
執
二

郢
斧
一

。
傷
二

殺
多
少
人
鼻
尖
一

。

 

可
二

痛
心
哭
泣
一

者
也
」。
道
俗
を
積
極
的
に
受
入
れ
な
が
ら
、
自
律

的
に
粛
々
と
し
た
法
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
他
の
叢
林
の
厳
格
過

酷
な
僧
衆
の
他
律
的
な
修
行
生
活
に
比
し
て
述
べ
て
い
る
。

（
48
） 

龍
門
寺
蔵
『
盤
珪
禅
師
法
語
』
に
は
「
播
州
網
干
龍
門
寺
開
山

佛
智
弘
濟
盤
珪
禅
師
于
時
元
禄
二
年
己
巳
之
冬
龍
門
寺
に
お
い
て
大

結
制
の
時
分
、
錫
牒
に
載
す
る
所
の
沙
門
、
凡
一
千
六
百
八
十
有
三

人
な
り
。
曹
洞
臨
済
の
両
宗
を
始
と
し
て
、
律
、
真
言
、
天
台
、
浄
土
、

門
徒
、
日
蓮
の
流
輩
、
会
座
に
列
な
り
、
凡
聖
同
居
、
龍
蛇
混
雑
し

て
法
座
を
圍
遶
す
」
と
あ
る

（
49
） 

『
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』（
山
堂
智
常
編
。
元
禄
十
三
年
書
）

の
「
贅
語
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
師
。
龍
門
。
元
禄
庚
午
冬

安
居
。
時
時
陞
座
。
玄
侶
諸
宗
。
一
千
三
百
員
四
部
及
以
貴
賤
男
女

五
六
千
人
圍
二

遶
法
座
一

。
四
方
射
レ

問
如
二

雨
矢
一

。
師
答
一
言
一
句

如
二

響
應
一

。
如
レ

斯
歴
二

五
七
座
一

」。（『
盤
珪
禅
師
全
集
』
三
一
五

～
三
一
六
頁
）

（
50
） 

師
の
道
者
超
元
に
侍
し
て
い
た
盤
珪
が
隠
元
の
来
朝
を
求
め
な

が
ら
、
実
際
に
は
否
定
的
な
評
価
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
の
根
拠
は
明

確
で
は
な
い
が
、
師
の
道
者
超
元
が
隠
元
の
派
徒
と
の
間
の
対
立
に

よ
り
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事
情
も
関
係
し
て
い
る
か
と
推

測
さ
れ
る
。
古
田
紹
欽
「
道
者
超
元
（
独
庵
の
師
）
に
つ
い
て
」（
鏡

島
元
隆
編
『
独
庵
玄
光
と
江
戸
思
潮
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）

参
照
。

（
51
） 

盤
珪
の
伝
記
の
『
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲
記
』（
延
享
四<

一
七
四
七>

年
、
山
堂
智
常
編
）
に
は
凸
巌
の
二
十
六
歳
の
貞
享
四

（
一
六
八
七
）
年
の
項
に
、
光
林
寺
で
二
回
目
の
結
制
安
居
を
行
っ
て

お
り
記
憶
が
錯
綜
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
丁
卯
冬
。
安
二

居
光

林
一

。
衆
百
五
十
人
。
与
二

此
会
一

洞
下
良
護
禅
師
。
若
州
常
高
寺
地

蔵
院
大
暦
。
濃
州
禅
魯
等
三
英
士
。
更
遞
設
問
。
凡
経
録
等
。
大
小

頓
漸
乃
至
前
賢
機
縁
。
無
レ

不
レ

捜
。
以
委
悉
諮
決
焉
。
猶
如
二

般
若

転
教
一

。」（『
盤
珪
禅
師
全
集
』、
二
四
六
頁
）



凸
巌
養
益
撰
『
識
遺
編
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
松
田
）

八
八

（
52
） 

初
丁
右
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
宝
鏡
三
昧
／
凸
杜
多
謹
以
鏡

以
照
為
用
加
宝
字
者
以
仏
祖
伝
的
」

（
53
） 
拙
稿
「
天
桂
伝
尊
撰
『
報
恩
篇
』
の
研
究
（
二
）
―
巻
中
「
宝

鏡
三
昧
金
鎞
に
つ
い
て
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
38
号
、

平
成
19
年
10
月
）

（
54
） 

「
而
今
取
下

比
喩
于
一
離
変
二

五
卦
一

、
五
卦
元
一
離
上

耳
。
而
至
下

知
三

一
草
有
二

五
味
一

者
上

、
全
不
レ

出
二

吾
人
一
舌
頭
一

也
」。　

（
享
保

五
年
刊
本
『
報
恩
篇
』
巻
中
、
二
〇
丁
左
）

（
55
） 

『
洞
上
古
轍
』
巻
上
「
参
同
契
註
」［
霊
源
明
皎
潔
。
枝
派
暗
流

注
。
執
事
元
是
迷
。
契
理
亦
非
悟
。］ 

「 

霊
源
心
也
。
本
不
落
名
言
。

因
明
而
見
其
皎
潔
。
枝
派
事
也
。
本
無
有
実
体
。
因
暗
而
見
其
流
注
。

枝
派
流
注
是
謂
執
事
。
認
妄
為
真
固
是
迷
矣
。
霊
源
皎
潔
是
謂
契
理
。

有
理
可
契
、
豈
為
真
悟
乎
」。　

（
延
宝
六
〈
一
六
七
八
〉
年
刊
本
、

一
丁
左
）

（
56
） 

『
報
恩
篇
』巻
上「
参
同
契
毒
鼓
」 ［
霊
源
明
皎
潔
。
枝
派
暗
流
注
。

執
レ

事
元
是
迷
。
契
レ

理
亦
非
レ

悟
。］「
霊
源
心
也
。
明
悟
也
。
枝
派
識
也
。

暗
迷
也
。
言
明
見
二

心
皎
潔
一

、
則
所
知
瞥
起
、
暗
成
二

流
注
識
一

、
而

塵
労
引
起
」。（
享
保
五
年
刊
本
『
報
恩
篇
』
巻
中
、
十
四
丁
左
）

参
照

古
田
紹
欽
「
道
者
超
元
（
独
庵
の
師
）
に
就
い
て
」（『
独
庵
玄
光
と
江

戸
思
潮
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
七
年
十
一
月
）

志
部
憲
一
「
天
桂
伝
尊
と
盤
珪
永
琢
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究

所
年
報
』
第
三
号
、
平
成
四
年
三
月
）

志
部
憲
一
「
天
桂
の
著
作
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
27
号
、
昭
和

六
十
年
十
月
）

拙
稿
「
天
桂
伝
尊
撰
『
報
恩
篇
』
の
研
究
（
一
）
―
巻
上
「
参
同
契
毒

鼓
」
に
つ
い
て
―
）」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
七
号
、

平
成
十
八
年
十
月
）

拙
稿
「
天
桂
伝
尊
撰
『
報
恩
篇
』
の
研
究
（
二
）
―
巻
中
「
宝
鏡
三
昧

金
鎞
に
つ
い
て
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
38
号
、
平
成

十
九
年
十
月
）

拙
稿
「
天
桂
伝
尊
撰
『
報
恩
篇
』
関
係
資
料
対
照
（
一
）
―
上
巻
「
参

同
契
毒
鼓
」
―
（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
66
号
、
平

成
二
十
年
三
月
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
凸
巌
養
益
、
天
桂
伝
尊
、
盤
珪
永
琢
、
独
庵
玄
光
、
丈
六
寺


